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　イスタ歴八百四十七年、五代目三眼王ウルガ・マギアギスターク、一人の少女に襲撃される。

　その少女は王を殺そうとした罪のために、「災厄の魔女」と呼ばれることとなった。








序章　三眼王殺害未遂







　大陸の中でも一番巨きよ大だいな版図を誇ほこるエストギア王国。その国の王は「三眼王ウルガ・マギア」という称しよう号ごうで呼ばれる。

　初代の三眼王ウルガ・マギアは暗黒時代にあったこの国の民たみを救い、導いた英えい雄ゆうだ。一人で竜りゆうをも倒たおす力を持つ初代三眼王ウルガ・マギア、彼かれを支えた仲間たち、そして建国の女め神がみとして知られる「太陽の魔女」……今では伝説の存在である。

　そして三代目三眼王ウルガ・マギアは「国王親衛隊」として「九人神将」と呼ばれる者たちを選出した。彼らは人間でありながら人間ではありえない力を持つ者たちで、彼らのうち何人かは初代三眼王ウルガ・マギアが不可思議な力でもって作った「宝具ヴアイセ」と呼ばれる武器を所有している。

　九人神将にその身を守られる現在の三眼王ウルガ・マギアは五代目、その名をギスタークという。

　ギスタークは、常に猜さい疑ぎ心しんに悩なやまされている男だった。誰だれもかもが彼を恐おそれながらも憎にくみ、死んでしまったら良いと考えているという妄もう想そうに取とり憑つかれていた。そしてその妄想は、現実とそう遠くはなかった。彼が憎まれているのはまごうかたなき事実だった。

　それは彼が無能な王だったからに他ほかならない。

　大陸一の栄えい華がを誇るエストギア王国。その国を一度滅ほろぼすことになるのは、このギスタークである。




「陛下。ご命令の通り、連れて参りました」

　そこは堅けん牢ろうに守られた部屋だった。城の中庭に建てられた小塔に設しつらえられた部屋であり、隠かくされた通路を通り城からここに来ることができるのは、魔ま法ほうによって封ふうじられた扉とびらを開けるための呪じゆ文もんを知っている少数の者たちだけだ。

　そこは王の私室だった。前の王のときには質しつ実じつ剛ごう健けんという言葉が相応ふさわしい調度が並んでいたが、今はけばけばしく趣しゆ味みの良くないものばかりが並んでいる。身体の線があらわになるような派手派手しい服を着せられたメイドたちが、壁かべに背を向けて並んでいる。彼かの女じよたちも家具の一つであるかのようだった。

　そこに連れてこられたのは、頭にレースのついたヴェールを被かぶせられた少女だった。その後ろには、黒いメイド服を着た女がぴったりとついてきている。異常なのは、そのメイドの手に小刀が握にぎられていることだった。

　ヴェールを被った少女は背中にその小刀を向けられ、いつでも命を奪うばわれる体勢にあった。事情を知らぬ者でも、この様子を見れば簡単に「無む理り矢や理り連れてこられたのだな」ということが分かる。

　しかし、少女の細い身体は、少しも震ふるえていない。

「許す。近うよれ」

　甲かん高だかい、聞く者の神経に障さわる声だった。その声を聞いた黒衣のメイドは足取りの鈍にぶった少女の背中を小刀の先でつついた。その刃は先さきに繊せん細さいな作りのヴェールの刺し繍しゆう部分が引っかかって落ちたため、少女の顔があらわになった。

　銀色の髪かみが、さらりと流れた。とても美しい少女だった。腰こしほどまで伸のばされたまっすぐな銀ぎん髪ぱつ、真っ白な肌はだ。色素の薄うすい彼女の容よう貌ぼうは人形めいていて、一いつ瞬しゆん息をしているのかどうか疑うほどのものだ。特に、その紫むらさき水すい晶しようのような夢む幻げん的てきな色の目はとても珍めずらしい。昔話に出てくる妖精姫ヴイオレツタのような少女だった。

「おお……」

と王の口から感かん嘆たんが漏もれた。

「美しい。あの男の娘むすめとは思えぬほどだな……お前、本当に青せい狼ろう公こうの娘か？」

　この少女こそ、リーチェ・ベルガスタイン・ゴッズ。東方の国境を守る青せい狼ろう公こう、ガルド・ベルガスタインの掌しよう中ちゆうの珠である娘だ。熊くまのような容貌の父からどうしてこのような妖よう精せいのような娘が生まれたのか、と誰もが首を傾かしげる貴族令れい嬢じようだ。

　普ふ段だんは領地にこもり、王都には足を踏ふみ入いれたことがない。だがリーチェがここに来たのは、三眼王ウルガ・マギアの三度目の結けつ婚こんの式典が行われたからだった。王都では新しい結婚を祝うため、連日のお祭り騒さわぎにわきかえっている。

　ギスタークの迎むかえた正せい妃ひは、なぜか続けて早世した。彼が何人もの愛あい妾しようを後宮に住まわせ、美を競きそわせているという現状に、一人目の素そ朴ぼくな娘は耐たえることができず、二人目は精神を病やんだ。

　三人目はさてどうなるか？　などと意地悪く話す者もいたが、リーチェはそんなことには興味がなかった。母の代わりに父のそばに立っているのが今回の任務、式典が終わったからには早々と父の領地に帰るつもりだった。

　まさか、新しん婚こんの王の寝しん室しつに無む理り矢や理り剣けんでもって連れてこられるとは、想像していなかった。

「早く、こっちに来るのだ」

　後世の書物に、五代目三眼王ウルガ・マギアギスタークの容貌は、「非常に冷れい酷こくな、人間らしさを感じさせない目をしている」「痩やせて背が高く、不健康さを感じさせる」「薄うす気き味み悪わるい、こけた頬ほお」「病的な青白い肌に縮れた赤毛」「化け粧しようした顔は、誰もが目を背そむけたくなった」などと書かれることとなる。さんざんな評価だが、実際のところはそこまで悪いわけでもない。しかし全身からにじみ出ている、他人に負の印象を与あたえる空気は彼のいくつかの美点を消してしまうに十分なものだった。

　ギスタークは笑え顔がおだが、目つきがいやにぎらぎらしている。猜さい疑ぎ心しんの固まりであることが、その目つきを見るだけで偲しのばれた。大おお仰ぎように腕うでを広げる仕草はわざとらしく、どこか役者めいている。年は二十五になるはずだが、それよりも幼く見えるのは、皮ひ膚ふがいやにつやつやしているせいだろうか。背は高く、体つきは引ひき締しまっている。

　前まえ髪がみは後ろに丹たん念ねんになでつけられ、まぶたには派手に色が塗ぬられている。女のような化粧だ。この男は十代の時から人前でその化粧をするようになった。そのときから一度も、素す顔がおを見せたことがない。化粧は年々けばけばしく、派手なものになり、今では元の顔を想像するのも難しいほど塗り込んでいる。

　リーチェの視線がギスタークの眉み間けんのあたりをさまよう。「三眼王ウルガ・マギア」の名の由来となった額の紋もん様ようは、豪ごう奢しやなサークレットによって隠されている。三代目の時代から、民草に有あり難がたい紋様をさらさないようになった。

「………………」

　リーチェはきつい目をして王を睨にらみ返かえした。
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　王は腕を広げたまま、小首を傾げた。

「ああ！　緊きん張ちようしているのだな」

「していません」

　木で鼻をくくったような返答に、王はまた小首を傾げた。

「ああ！　余が誰か、分からぬのだな。何なにを隠そう」

「この国に貴方あなたのことを知らぬ者はおりませんわ。至高なる三眼王ウルガ・マギア、ギスターク陛下」

　その容貌に相応しい、美しい声だった。その声で、

「私の後ろにいる方がおっしゃいました。今から陛下がお前をてごめにするおつもりだから、覚かく悟ごして来いと」

などと言われ、王は目を白黒させた。

　リーチェの後ろで黒衣のメイドが目を見開き、ぶんぶんと何度も首を振ふる。涙目になっている。そのようなことを本当に言ったと判断されれば、ただではすまない。苛か烈れつな罰ばつを受けることになるだろう。ギスタークは黒衣のメイドを睨みつけたが、リーチェの前で厳しく叱しつ責せきするのはやめておくことにしたらしい。

「貴族令嬢がそのような下品な言葉を口にするとは……田舎いなか育ちの熊将軍は、娘一人満足に躾しつけられぬと見える。よい、余が教えてやろうではないか、都の流りゆう儀ぎを、じっくりとな」

　ギスタークはひとり頷うなずきながら、リーチェに向かって右手を伸ばした。リーチェが、王の畏い敬けいに対する畏れと選ばれた光栄のあまりに小刻みに震えながらそっと手を取る……と、疑っていない様子だった。

　リーチェは上品な白い寝ね間ま着きに身を包つつんでいる。ギスタークは、薄い生き地じの包む少女の身体の曲線をなぞるようにねっとりと見つめた。まるで王に捧ささげられるためにやってきた贈おくり物もののようだ。奇き跡せきのように美しい。

「都会育ちの花には、飽あきが来ていたところだ……さァ、怖こわがることはない。おとなしく余に身も心も委ゆだねよ」




「黙だまれ、この薄気味悪い化粧男が」




「…………へっ？」

　おかしな声を上げたのは、少女の背後のメイドだった。壁に背を向けてたつ数人のメイドたちもまた、顔色を失う。

　右手を伸ばしたままのギスタークもまたぽかんとしていた。しかしそれは、リーチェの口にした言葉が耳に入って頭に届いてもなお、意味を理解するのに時間がかかったからだった。

　リーチェは傲ごう岸がん不ふ遜そんな眼まな差ざしを王に向けている。この部屋に入ってきたときのおとなしい様子は微み塵じんもない。

「私に指一本触ふれるな、寒気がする」

「…………」

　ギスタークの顔がどす黒く染まった。憤ふん怒どの表情を前に、メイドたちはみな息を飲む。ギスタークの気き性しようの激しさは、下々に知しれ渡わたっているほど有名だ。逆らう者を許さない。だが少女は、全く恐れている様子がない。

「ふ、ふ、不敬罪であるぞ、小こ娘むすめ……！」

　誰もが恐きよう怖ふに震えている。このギスタークを、ここまで愚ぐ弄ろうした人間は今までいなかった。だがこのリーチェは、高こう慢まんに微笑ほほえんで見せた。

「陛下におかれましては、言い返されたこともおありにならない？　そのように動どう揺ようなさらずともよろしいのでは？　確かに私は単なる小娘なのだから……」

　ふわり、と少女の身体から風が吹ふき出でたように、髪が浮ういた。ぱちり、と空気が爆はぜたような音がした。激しい光の粒つぶが生まれ、弾はじける。少女の目が、燃えるように輝かがやく。




「解放アース」




　その言葉を口にした途と端たん、少女を取り巻く空気が変質した。誰もが彼女から目を離はなすことができない。先ほどまでの人形めいた美び貌ぼうに、激しい色しき彩さいが加わったかのようだった。銀色の髪がみずから発光しているかのように見える。

　リーチェの胸むな元もとに、光ひかり輝く紋様が浮かび上あがった。身体の内側から輝きを放つ、まばゆい光。まるで百枚の花弁を持った花のような形をしている。あまりに印象的な形だ。一度見たら、二度と忘れることはないだろう。

　王は驚おどろきのあまり言葉を失っている。

　目の前で何が起こっているのか、分からないようだ。

「な、な、なんだ、なんなのだ貴様は！」

「……………………」

　魔ま力りよく解放。それはそう呼ばれる現象だった。

　リーチェの身体から力が放たれる。ばちりばちりと発光している光の粒が彼女の周りで数を増していく。それは、地上にある雷かみなりのように見えた。

　リーチェは薄く笑った。

「私が何者か、お分かりにならない？」

「お前など誰が知るか！」

「三眼王ウルガ・マギアならば、一目で私が分かるはずだ！」

　リーチェの声は、雷らい撃げきのような力を秘ひめていた。ギスタークは目を見開く。リーチェは軽けい蔑べつの目で彼を見ている。そんな目で彼を見る者など、この国にあってはならない。

「お前……竜りゆう紋もん師か！」

　黒衣のメイドが叫さけんだ。

　竜と契けい約やくし、人ならざる力をもつものを、この国では竜紋師と呼ぶ。身体に、竜との契約の証あかしである紋様が刻まれているからだ。彼らは魔法を使う。それは天変地異を呼ぶほど激しい力だ。

　メイドは抜ばつ刀とうした。

　しかしメイドは「王の気に召めした少女」に怪我けがを負わせることに躊ちゆう躇ちよした。少女の顔に一筋の傷でもつければ、美しいものを愛してやまない三眼王ウルガ・マギアは激げき怒どするかもしれない。それがたとえ命を狙ねらってきた者であっても。

　黒衣のメイドは一瞬たりとも油断するべきではなかった。その油断が一秒に満たないものであったとしても、リーチェが彼女を倒すのには十分な猶ゆう予よだった。

　リーチェの右手の周囲に、光る魔ま法ほう陣じんが現れていた。空中に立体的な絵を描えがいたようなその紋様は、魔法が可視化されたものである。

「地を走れ、雷鳴イルナ・バース！」

　三眼王ウルガ・マギアよりも、背後のメイドの方を片付けるのが先決だと、リーチェは判断した。詠えい唱しようがなされた次の瞬しゆん間かん、ばりばりと木が裂さけたような音がして、部屋の中に真っ白な光が弾けた。

　黒衣のメイドは全身に雷撃を受け、弾き飛ばされた。彼女の身体は球のように壁に激げき突とつした後、床ゆかを転がった。息はあるようだった。

　壁かべ際ぎわに立っていた他のメイドたちもまたほとんどが気絶し、床に倒れてしまっていた。意識のある者がいたとしても、動ける者はいなかっただろう。

　ギスタークはゆっくりと自分のもとに近づいてくる少女を前に、目を見開いた。額に汗あせをかいている。その汗は、彼の顔に塗りたくられた白粉おしろいを含ふくんだ色をしていた。

「……神将よ！　おらぬか！」

　はっと気を取り直して叫ぶ。

　しかし、今から楽しいことがあるのだ、と護衛たちを下がらせたのは彼自身だった。今すぐに助けは来ない。

　リーチェは肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮かべた。極きわめて上品に。

「無ぶ粋すいな見物客などいりませんわ、陛下」

「糞くそ……糞っ！」

　少女はゆっくりと近づいていく。その素す足あしが分厚い絨じゆう毯たんを踏むたびに、ぱりぱりと音がして空気が爆ぜた。銀色の髪がふわりと浮いている。

　民に憎まれ、どれほど多くの者がこの王を殺してやりたいと考えているか。それを恐れているからこそ厳重に自分の身を守らせているというのに、こんな形で命が危険にさらされるとは。王は唇くちびるを噛かみ、瞬まばたきもせずに考えた。

　どうすれば生き延びられる？

　この銀色の光を帯びた死から逃のがれられる？

　……どうすれば？　……どうすれば？

「……………………」

　ギスタークの沈ちん黙もくを前にして、すっ、とリーチェの目に冷たい光が宿った。それは殺意と呼ぶべきものだったかも知れない。

　少女の襟えり元もとは大きくあいており、そこに浮かんだ光は今も輝き続けている。燃える百枚の花弁のような形。まるで太陽を模したような……。

　ギスタークが目を見開いた。

「太陽、の、魔女……」

　そうだ、と冷たい目をしたままリーチェが頷いた。

「この竜紋を前に所有していた娘は、太陽の魔女と呼ばれた。よく知っているだろう？　初代三眼王ウルガ・マギアのそばで、この国のために尽つくした娘だ……この紋様を受うけ継ついだ私には、彼女の記き憶おくがある。分かっているのだ、三眼王ウルガ・マギアという存在がどのようなものかを。……お前はなぜ、そこにいる？」

「…………」

　王は黙った。その目に恐怖が浮かぶ。ゆっくりと、額に手を伸ばす。サークレットによって隠れた王の紋様を、重ねて隠そうとするかのように。

　リーチェは不快感に満ちた表情でギスタークを見下ろした。

「まさか偽ぎ王おうとは、想像もしていなかった。……これも運命だ。偽王ギスターク！　お前はどうやってその地位を手に入れた？　真の王はどこにいる？」

　少女の問いには答えず、王は絶ぜつ叫きようした。

「誰か、おらぬのかあぁぁっ！　余の命が、危ないのだぞ！　役立たずの神将どもめ、余が死んだらいいと思っているのか間ま抜ぬけどもめが。余の命を救えたとしてもお前たち一人ずつ殺してやるぞ、早く来ないかああああっ！」

　リーチェは唇を噛んだ。頭の中で素す早ばやく計算する。

　このままこの男をどうすべきか？　偽にせ者ものであると分かった以上、真の王を見つけ出すためにも真実を広く公開しなければならない。だが今の状じよう況きようをどう乗り切るべきか？　駆かけつけてきた兵たちを倒し、この男を捕とらえ、父のところに駆け込む……。

　可能か？

　可能だ。自分ならば。

　リーチェは薄く笑った。人形じみた容貌なのに、人間らしい微び笑しようがとてもよく似合った。

　リーチェの呪じゆ文もん詠えい唱しようは、まるで歌のようだった。全身に金色の光を帯びる。その情景を前に、ギスタークは呆ぼう然ぜんとした。あまりに美しかったのだ。

　そのときギスタークは、この魔女に恋こいをした。

　だがそれは彼の命までも燃やし尽くしかねない。ギスタークは動けなかった。彼は一ひと振ふりの剣けんを持っている。だがそれを持ち、この少女に立ち向かうことも考えられなかった。

　少女の身体に重なり、銀色をした竜の姿が見えた。雷の力を鱗うろこにまとわりつかせた、光の竜だ。とても美しく、猛たけ々だけしく、おそろしい。

「お前は、災厄そのものだ……」

　王の口から、そんな言葉が漏れた。

　少女は嗤わらった。




「金色の永遠よエスタ・ハーク」




　リーチェの詠唱はわずか十秒に満たず、完成した。

　王を捕らえるための呪法が発動しようとする、その刹せつ那な。この部屋にいる誰もが予想だにしないことが起こった。

　爆ばく音おんが響ひびいた。地面が揺ゆれ、リーチェはたたらを踏んだ。戸と惑まどったその一秒にも満たない瞬間に、彼女の背後の壁が崩ほう壊かいした。

　破は裂れつするような音が響いた。壁の石を叩たたき割わりながら現れたのは、槍やりの刃先だった。まるで巨大な金かな槌づちで叩かれたように壁は崩壊した。それをしたのは、「赤き黎明ルースター」と呼ばれる赤い槍だった。

　振り返ることもできないリーチェの背中に向かって、黒い槍が投とう擲てきされていた。その穂ほ先さきは、リーチェの柔やわらかい身体を背後から簡単に貫つらぬいた。

「あ、ぁ……っ？」

　槍の穂先はそのまま床に突つき刺ささり、リーチェは後ろから長槍で地面に縫ぬい止とめられるような格好となった。

　一瞬にして、情勢が一変した。

　リーチェは自分の腹を貫いている槍を見た。

　漆しつ黒こくの装そう飾しよくの槍。刃先は長く鋭するどく、獰どう猛もうな銀色をしている。

「冷厳なる死の指先ヤグ・デイルナツク」、その名をした槍のことをリーチェはよく知っていた。それは初代三眼王ウルガ・マギアが作り上げた宝具ヴアイセ。貫かれた者の時間を止める力を持つ槍だ。それが証しよう拠こにリーチェは指一本動かすことができない。身体を貫かれたというのに一ひと滴しずくの血も流れていない。まさか自分の身体で宝具の力を確かめる日が来るとは、想像だにしていなかった。

　普ふ通つうの槍ならば、貫かれたのが心臓でなければ、いや心臓であったとしても彼女は魔法を完成させていただろう。

　発動しそこなった魔力が空中に雲うん散さん霧む消しようしていく。魔女の印である黄金の光は消きえ失うせ、リーチェは蝶ちよう々ちようのように磔はりつけにされていた。




　はぁ、はぁと王の呼吸音が部屋に響いていた。

　槍を放ったのが誰だったのか、すぐに知ることができた。

　駆けつけてきた男を、リーチェは振り返って見ることはできなかった。時間が完全に止まってしまえば見ることも聞くこともできないのだろうが、まだ声を聞くことができた。徐じよ々じよに身体が凍こおりついていく感覚は不快だったが、もうすぐ不快も感じられなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、陛下」

　若い男だった。主君の危機をいち早く察知し、見事にリーチェを止めてみせた。

　彼は、三眼王ウルガ・マギアを守護する「神将」の一人、黒こく緋ひの槍の使い手フェルナンドだった。姓せいはない。生まれたときから真っ白な髪を長く伸ばし、一つにくくっている。精せい悍かんな顔立ちをしているが、年はまだ十代だ。神将の中でも一番若い青年だった。だが才能は折り紙付きだった。王の危機を察知してそれを振り払はらおうとした、その手段はあまりに乱暴だったかもしれないが、見事にギスタークの命を守ってみせた。

　ぽかんと呆ほうけたような表情をしていたギスタークは、フェルナンドに助け起こされてもまだ呆然としていた。支えられ、ぼんやりと槍に貫かれたリーチェを見て、ようやくのことで悲鳴を上げた。

「ひ、ぃぃいいいいいっ」

「陛下！　お気を確かに」

「きっ、きっさまぁぁ！　聞いたか、聞いたのか！」

「な……何を、でございますか？」

「聞いたのか！　この娘が語ったことをだ！」

「…………いえ……なにも……聞こえておりません。俺おれは、陛下の命を狙おうとしている者の気配を」

「お前は！　お前は聞いたのか！」

　倒れていた黒衣のメイドを王は蹴けりつけた。彼女はぼんやりとした顔をして起き上がった。そして部屋の中の有様を見て悲鳴を上げた。

「ギ、ギスターク様……っ」

「お前は聞いていたな？　この娘の話を聞いていたな？」

　メイドは悲鳴を上げた。混乱の極みにあり、ギスタークの質問は全く届いている様子は無かった。ただギスタークの血走った目の形相に怯おびえて悲鳴を上げていた。

　ギスタークは、

「ならば死ね」

と剣を振るった。王の護身用の剣は、あまりにあっさりと彼女の命を奪った。喉のど元もとから血を流しながら彼女は目を見開いたまま床に倒れた。

「陛下！」

「止めるなフェルナンド。この国を守るためだ……、これは正しいことなのだ！」

　真っ赤な目をして、真っ青な顔をして、ギスタークは血ち濡ぬれた剣を手にして部屋の中を歩いて行く。壁の所にいたメイドたちは意識を失ったままだったが、ギスタークは容よう赦しやなく彼女たちの命を奪った。

　フェルナンドは武術を鍛きたえることばかりに生いき甲が斐いを見いだしている男だった。そんな彼から見てもギスタークは問題のある主君ではあったが、さすがに部屋仕えの女官たちを殺さつ戮りくして国のためと吠ほえるのは、頭がおかしくなったようにしか見えなかった。

「……大丈夫だフェルナンド。余は、正気だ」

「は……」

　フェルナンドが考えていることを読んだかのように、ギスタークは言った。部屋の中に血の臭においが満ちている。

「……どうなのだ。この娘は、ちゃんと死んだのであろうな」

　槍に貫かれてぴくりとも動かなくなった少女に向かって顎あごをしゃくり、ギスタークは尋たずねた。死んだと言うには、少女の姿には躍やく動どう感がありすぎた。誰かが指でつつけば、今にも動き出しそうだ。

「いいえ。陛下。この娘は生きております」

　王は目を見開いた。なんだとぉ？　とねっとりと問い返す。

「この長槍ヤグ・ディルナックは我わが一族の宝。初代三眼王ウルガ・マギアに賜たまわった、刃先で突き刺した者の時を止める、奇跡の槍です。恥はずかしながら、私はまだ、使いこなすことができておりません。時を止める力を発動させることはできますが、解放することはまだできないのです」

「ならば、自ら動き出すかも知れないということか？　この娘がまた余の寝ね首くびをかくかもしれんということか！」

「い、いえ……！　この槍の力は絶対です。この槍はもとは三眼王ウルガ・マギアの支配下におかれていたもの。その血を引く陛下であれば、この槍を抜ぬくことはかないましょうが、この娘が自ら槍を抜くということは考えられません」

　王はかすかに息を飲んで、磔にされた少女を眺ながめた。蟷かま螂きりの鎌かまに貫かれた蝶ちようを思わせる、無残でありながら可か憐れんな有様だ。

　初代三眼王ウルガ・マギア以外に宝具を作り出すことはできない。貴重な宝具を、娘一人を封じるために浪ろう費ひしたと思われるだろうとギスタークは考えた。あまりにももったいなさ過ぎる。王の命を守る為ためだったのだから、フェルナンドの行動は非難されないだろうが。

　王よ、その槍を抜いて下されば、次の瞬間この少女の命を奪ってみせましょう、などと言い出す者が現れることは想像に難かたくない。

「お……っ」

「陛下？」

「お前の言うことなど信用できるかッ！」

　ギスタークは唾つばを飛ばしながら叫んだ。見開かれた目は充じゆう血けつしており、化粧の溶とけた顔にだらだらと汗をかいている。

「余はたった今、殺されかけたのだぞ？　この娘は、呪のろわしい竜紋師だった。お前の言うことが正しよう真しん正しよう銘めい絶対不動の真実であると誰が言える？　この娘の力が、槍に及およばないと何故言えるのだ？　そのために余にこの命を賭かけろと申すか！」

「…………」

「殺せ、心臓を貫けばいいだろう？　すぐにこの少女を切きり裂いて殺せ！」

「時の止まった者を殺すことはできません。それならば、まず陛下にこの槍を抜いていただかなければ……」

　その言葉を聞いてギスタークは激昂した。

「なぜ余がそんなことをしなければならないッ！　この糞女に近づくだけでも吐はき気けがすると言うのに、お前がこの槍を使えないのが悪いのだろうが！　違ちがうか、この糞がぁぁっ！」

　部屋が震えるほどの大声だった。このギスタークが本気で激怒すると、誰も止めることはできない。ほとんど狂きよう気きすら感じさせる勢いで、ひどい決断を下すのだ。

　王は、そうだ、と小さく呟つぶやいた。

「よいことを思いついた。この王宮を、この娘の棺かん桶おけとするのだ」

「はっ……？」

　フェルナンドは耳を疑った。その言葉をいきなり理解することは不可能だった。ギスタークは得意げに笑っている。

「二度と誰も、この娘に触れることは許さない。この部屋は立ち入り禁止だ。二度と、誰も入れぬ。この城を捨て、新しい城を建てる」

「陛下……！　それは、あまりに」

「うるさい。余はもう決めた。もともとこの都は古くてじめじめしていて厭いとわしかったのだ。余はこの都から移動する！　遷せん都とだ！」

　フェルナンドは二の句を継げることはできなかった。ギスタークは言い出したら他者の意見を耳に入れない。必ず実行するのだ。

　ギスタークはくくくと喉のどで笑った。

「魔女め。動けずにさぞ、悔くやしがっているだろうな。……そうだ、お前の父からは身分もなにもかも奪ってやろう。娘のせいで貴族から廃はい民みんに堕おちる奴やつの顔を見せてやろうか？　その石のような目にも、映るか？　余の命を狙う者は、皆みな、破は滅めつするのだ！」

　ギスタークは笑った。笑って、笑って、笑い続けた。それでいて、魔女と呼ぶ少女に近づこうとは決してしなかった。

　少女の封ふう印いんを解くことができるのは三眼王ウルガ・マギアの血族だけ。つまり自分には決して解くことができないことを彼はよく知っていたが、それでも近寄ることはできなかったのだ。

　メイドたちは、「災厄の魔女」に殺された、ということになった。

　婚こん姻いんという祝事のすぐあとに起こった襲撃に国民たちは動揺したが、この時代にはまだギスタークの無事を喜ぶ者の方が多かった。その後すぐ発表された「遷都宣言」には国中が驚きよう愕がくしたのだが……。




　そして王の決断は最速で実行に移された。

　歴史書には「僭王ギスタークによる湖月宮から太陽宮への遷都」と書かれる。ギスタークは伝統ある城を捨て、新しい場所に自分の気に入る城を造った。気に入った場所が千年以上の歴史がある神しん殿でんの建つ場所であったことも彼には関係なく、軍を出して神官や巫女みこを追い出し、神殿をぶち壊こわして城を建てた。聖職者達たちは彼の無道なふるまいに非難の声を上げたが、次々に投とう獄ごくされるに至っては国中に気味の悪い沈黙が満ちることとなった。

　少女の父、エストギア王国の領土を守る武人である青せい狼ろう公こうもまたすぐに失しつ脚きやくすることとなった。娘が国王の命を狙ったとなれば、彼が死罪とならなかっただけ運が良かったというべきかもしれない。ほとんどそうなるところだったのだが、彼は姿を消した。再び歴史上に彼の名前が現れるのは、「革命軍」が登場するのと同時期である。

　銀髪の少女の棺桶と化した王宮は無人の場となり、旧王都は急速にさびれた。




　そしてギスタークは捨てられた旧王都を、罪人を送り込んで閉じ込めるための牢ろう獄ごくとして使うことにした。彼の治世下では反逆者があまりに多く、牢獄施し設せつは全すべて満員御礼状態だったのだ。

　王は旧王都の唯ゆい一いつの出入り口に凶きよう悪あくな護まもり手を置き、一度そこに送られたものは二度と外に出ることができないようにした。

　黒緋の槍の使い手フェルナンドは牢獄都市の守護者たることを命令され、受じゆ諾だくした。それは口くち封ふうじであり、「余に二度と顔を見せるな」という意味の命令であった。彼はおとなしくその命令に従った。彼は、ギスタークに今まで通り忠誠を誓ちかうことができない己おのれのことをよく知っていた。

　それから十年。牢獄都市ヴェントーリアは、狂くるった竜の守る場所として、人々に恐れられている。







一章　牢獄都市ヴェントーリア







　それは夢だった。少年はそのことをよく知っていた。




　自分はその少女のことをよく知っている。その髪、その目、彼女以外にそんな色彩を持った者はいない。見み間ま違ちがうはずもない。知っている。

　だが、どうしても少女の名前を思い出すことができない。

「……………………」

　少女はまっすぐに自分を見ている。なにもかもを見み抜ぬいてしまうその「叡えい智ちの目」……運命も宿命も、彼女の前には明快すぎるほどに明快だ。

「見つけた」

と彼女は言った。

「……あなたです」

「え？」

　問い返す自分の声が、なんとも愚おろかしく感じられた。

「私が探していたのは、あなたです」

「…………」

「お願いです……」

　少女が自分の前にひざまずいた。

「どうか、助けて下さい……」

　凍りついたように動けない自分に向かって、少女の綺き麗れいな顔が近づいてくる。頭の中にもやがかかっているように感じられる。よく知っている顔だ、だが相手が誰だれなのか、その名前がよく分からない。

　その背筋が凍りそうなほどの美貌を、ずっとそばで見続けてきたというのに。

「……よ」

と、少女はなにか特別な言葉で彼かれに呼びかけた。自分を、なんと呼んだのだろう？　戸惑っているうちに、少女は睫まつ毛げの一本一本まではっきり見えるほどの距きよ離りにまで近づいた。

　そして、とても冷たい唇が……。




　いや、温かい。

　少年は変な物が顔の上に載のった感かん触しよくで目を覚ました。温かい。ちくちくする。毛が生えている。なんだこれは？　口が塞ふさがっているせいで、疑問を口に出すことはできなかった。

　とても狭せまい場所にいる。足を伸のばしたくても、伸ばせないほどだ。ついでに、腕が縛しばられているようだ。

「目が覚めたか」

　声が聞こえる。びゅうびゅうと風の音がしている。この無感動な男の声は、誰のものだったか。分からない。

「さて、着いたぞ。旧王都、牢獄都市ヴェントーリアだ。歓かん迎げいされるか殺されるかはお前次し第だいだ、せいぜい気をつけるんだな」

　ぶつり、と何かが切れたような音がした。ぶつり、ぶつりと続く。音がしたと同時に全身が空に投げ出だされるような感じがした。地面が傾かたむいている。このままでは、落ちる。

　どうなっているんだ？

　頭の中に疑ぎ問もん符ふが浮かぶと同時に、少年の乗った籠かごは空中で紐ひもを切られ、地面に向かって落ちていった。

　落下は数秒だった。

　どぽーん！　と激しい水音がした。全身が水に浸ひたされていく。このままではすぐに沈しずむだろう。ミギャアー！　という悲鳴を聞いた。

　火事場のくそ力というやつか、縛られていた腕の紐を外すことができた。がむしゃらに全身を動かし、水面に顔を出す。そして思い切り空気を吸い込んだ。しばらくの間、息を整えることに専念した。

　自分が入っていたのは、大人が一人二人入れる程度の籠のようなものだったらしい。そしてあの運び手はきちんと着地する手間を惜おしみ、空中でつながっていた紐を切って籠を水面に落としたようだ。乱雑にもほどがある。今から喧けん嘩かを売りに行きたいくらいだ。

　陸はすぐ近くだった。たとえ少年が泳げなかったとしても、簡単にたどり着けただろう。

　靴くつの裏に砂の感触を感じたときは、ほっと胸をなで下ろさずにはいられなかった。全身が水みず浸びたしだ。特にマントなどという水を吸いやすいものを身につけているため、重い。

　すぐそばで、ずぶ濡れになった短毛種の青い猫ねこが全身の毛をふくらませるようにしてぷるぷる震ふるえ、水すい滴てきを飛ばしている。

　空を見上げると飛竜が飛んでいくのが見える。アレが籠を運んだのだろう。急いで退散しているようで、もうその姿は豆まめ粒つぶほどの大きさにしか見えない。運うん搬ぱん人は、ほとんど逃にげるような格好で飛び去っていった。

　背後では籠が水中に沈んでいく。中に荷物を忘れたわけではないが、なにか心細いような気持ちになった。

「あーー、最悪ね。まさか放ほうり出されるなんて思わなかったわよ、なんなのこの扱あつかい。罪人だから？　罪人だから水中に捨てて良いっての？」

　口を開いたのは、自分ではない。すぐそばにいる青い猫だった。けほ、と可愛かわいい口から咳せきを漏もらすと、猫は大きな目を少年に向けた。

「なにぼさっとしてんのよ。しっかりしなさいよ、まさか頭打って自分の名前も忘れたとか言わないでしょうね？」

　猫が喋しやべっている。

　などという事態を前に、少年がびっくりすることはなかった。当たり前のようにその現象を受け入れている。

「……なんだったっけ」

「な、なんですって！」

　慌あわてた猫の様子を見て、少年は笑い出した。からかわれていることに気づいた猫は全身の毛を逆立てて怒おこり出した。

　からかうと楽しい彼かの女じよの名前は、ラウナシカ。「口をきくことができる奇跡の猫」にしか見えないが、もとは人間の少女だった。そして、ヨアキムの姉だった。今の二人を見て、まさか姉と弟だと思う者はこの世にはいないだろうが。

「俺が自分の名前を忘れるわけないだろ？」

「ど・う・だ・か！　あんた、杖つえはどうよ。まさか籠の中に忘れてきたとか言わないわよね？　見当たらないみたいだけど」

　ラウナシカはつん、と鼻を持ち上げた。人間の時には憎にくたらしく見えるような仕草も、猫になってみるとなんとも可愛らしく見える。

「…………」

　少年は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。

「ヨアキム！　あんたまさか、ほんとに忘れたんじゃないわよね？」

「忘れるかよ」

　ヨアキム・ヴァンデローグ。それが少年の名前だ。

　ラウナシカの指し摘てき通り、ややぼんやりしていたのは事実だ。

　なにか良い夢を見ていたような気がする。だが、どんな夢を見ていたかは思い出せない。ぼんやりする頭をぶんぶん振った。

　懐ふところを確かく認にんする。ここに運ばれる前に意識を失わされたようだが、用意していた道具の数々は奪うばわれずにすんだようだ。ほっと安心して胸をなで下ろす。そのために賄わい賂ろを使ったのだから当然かも知れないが、この国では賄賂を受け取るだけ受け取って知らんぷりする者など珍めずらしくない。隣りん国ごくでは役人が賄賂を受け取らないというが、このエスタギア王国では賄賂無しではなにも変えられないし、動かないのだ。

　ヨアキムは周囲を見み渡わたした。

　絵にしたくなるほど、見事な廃はい墟きよだ。この城下に住んでいた人々の家は十年前に捨てられたときのまま建っているが、住んでいた住人は全員よそへ移動させられてしまった。

　人ひと影かげは一いつ切さい無い。ここには罪人が何百人と送られているときいていたが、落ちた籠に興味を持ってここまでやって来るような者は一人もいなかったようだ。

　ならば都合が良い。

　ヨアキムは懐から大事な道具を取り出した。小さな剣のような形をしたそれは、「魔術の目ヴエドル」と呼ばれる特殊な形をした杖だ。それはヨアキムが自分のためにつくりあげた道具だった。「杖」ではあるが、その形を見て杖だと思う者は少ないだろう。三つのパーツを組み合わせた形をしており、中の空洞に魔力を秘めた石を入れることができるようになっている。ヨアキムにとってこのヴェントーリアにおける命いのち綱づなであり財産であり、無二の味方である存在だった。

　杖を持ちこむのには苦労したが、これがなければヨアキムは戦うことができない。ヨアキムは杖を前につきだすように構え、目を閉じた。
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「第六位術式ルーメン、発現ガード。熱風具現フイリーチエ。第八石グラージ、崩壊オロ」




　ヨアキムが口にしたのは、力を解放する呪じゆ文もんだった。ヨアキムの呪文によって魔力が解放され、杖に設定されていた魔術式が発動する。

　杖の先端の「目」から力が放たれ、ヨアキムの周囲に温かな風が発生する。ずぶ濡れだった全身を乾かわかすことができた。温度調節がうまくできなければ全身大おお火傷やけどをするところだ。そこは細やかなセンスを必要とするところだった。ラウナシカは密ひそかに舌を巻いていたが、口から出たのは賞賛ではなく文句だった。

「……なんで私も一いつ緒しよに乾かしてくれないのよ」

「え、いらないだろ」

　文句を言うラウナシカだったが、猫の毛はすでに水をはじき飛ばしてつやつやしている。

「まあいいわ。頭を打った衝しよう撃げきで魔ま法ほうを忘れてたりなんかしたら、尻しりに三本傷作ってやろうと思ってたけど、必要なさそうね」

「俺が魔法を忘れるわけないだろ？　この前の試験でまた昇しよう級きゆうしたしな。……あれ？　そっちは確か、級、据すえ置おきだったっけ？」

と嫌いやみっぽくニヤリと笑われ、ラウナシカは全身の毛を逆立てた。

「言っときますけど、次の昇級試験までに絶対人間の姿に戻もどるんだから！　見てなさい、そしたらあんたの鼻っ柱を叩き折ってやるんだからねっ」

「そりゃあ楽しみだなぁ～」

「あ、あんたなんか授業料免めん除じよのために頑がん張ばってるだけじゃないっ」

　ヨアキムの目がぎらりと光った。

「そのお陰かげで無む駄だな支出が減ってるんだ、感謝しろよな？　それに、学長に交こう渉しようして猫の姿で試験が受けられない誰かのために休学手続きを取ったのは誰だと思ってるんだ？　休学中は学費半額のところを、交渉で免除にまでもっていったのは誰だろうなぁ？」

　ラウナシカはフーッと全身の毛を膨ふくらませた。

「感謝してるわよ！　でもそれも私のためって言うよりあんたが守しゆ銭せん奴どなだけな気がするんだけどっ？　小こ銭ぜにと私、どっちの方が大事なのか言ってみなさいよ！」

「………………」

「なんでそこで沈黙するのよーっ？」

「猫がいても借金は返せないが、小銭は借金返済の足しになるよなあ……」

「悪かったから！　だから私を売り飛ばしそうな目で見るのはやめてっ！　あんた借金返済のためならわりとなんでもしていいと思ってるでしょ！」

「悪いか。……ん？」

　ヨアキムは目を細くして遠くを見つめた。

　自分の見ているものが信じられず、目をこする。

「なに首を傾かしげてるのよ」

「いや、あれ。……景色の一部みたいになってるけど」

　ヨアキムが指さすのに従ってそちらを見たラウナシカが、全身の毛を立ててミギャアアアーーーーー！　と声を上げた。

　この牢獄都市から唯一外界につながっている橋。その先に、それはいた。

　山のように巨きよ大だいな緋ひ色いろの竜……今までどれだけの人間の命を奪ってきたか知れないその竜は、「狂きよう乱らんのイビスゲイル」と呼ばれている。

　この牢獄都市ヴェントーリアには鉄てつ格ごう子しはないが、まさしく檻おりだ。この都市は一度入れば、二度と出ることができない。

　それはこの都市の構造も関係している。ヴェントーリアは背後を山、目の前を湖に囲まれた天然の要害だ。攻せめられにくく守りやすいため、初代三眼王ウルガ・マギアが都として選んだ場所だ。

　背後の山は、人の足で登ることを許さない凄すさまじい急きゆう傾けい斜しやの山だ。しかも、魔ま物ものが何万と住んでいるという。昔、この王都を攻めようとした他国の軍や蛮ばん族ぞくたちが山を登って背後から攻め込もうと挑ちよう戦せんしたが、いずれも失敗した。人の足で登ることができるような、生やさしい山ではないのだ。

　都が栄えていた頃ころは、今のように出る方法が湖を渡わたす橋一つだけ、などということはもちろんなかった。湖には幾いく筋すじにも橋が渡り、毎日何百、何千隻せきもの船が出入りする美び麗れいな都だった。その姿は、今では絵画でしか確認できない。

　橋はひとつを残し全て壊されてしまっており、今ではこの場所から脱だつ出しゆつするためにはあの緋色の竜が出口を守っているあの橋を通るしかない。

　昼も夜も一いつ睡すいもせず、人の呼吸音を聞いた瞬しゆん間かんに戦せん闘とう体勢になる「狂乱のイビスゲイル」……あの竜を倒たおさなければ、ここから出て行くことは不可能だ。

　イビスゲイルを目まの当あたりにすれば、普通の人間ならば一歩も動けなくなるだろう。大きさは、小さな山をも思わせる。細長い蛇へびのような形をした竜ではなく、四し肢しのある獣けものの形をした竜だ。「古代原種」に分類されるその巨きよ竜りゆうは、人の役に立つよう使し役えきされ飼育される竜とは一線を画する存在だ。

　尾おの一振りで大木をへし折り、顎の一噛みで人間の胴どうを簡単に引きちぎることができ、その背には巨大な四枚の羽があり、イビスゲイルは飛ぶこともできる。

　罪人たちは、決してこの場所から出ることができない。唯一の出入り口をあの竜が塞いでいる限り、脱出は不可能だ。そこを通ろうとする者は、誰だれ一人ひとりたがうことなくあの竜と戦うことになるだろう。竜には人と違う知覚能力があるという。出し抜くことはまず不可能だ。

　二人はこのヴェントーリアに来るにあたり、「イビスゲイルを絶対に甘あまく見みるな」と言われたのだが、そんなことは頼たのまれてもできそうにない。景色の一部として感じられるほど巨大なその姿を見て、なおも闘とう志しを持つことができる人間はほとんどいないだろう。その姿を確認するだけで背筋に寒気が走った。あちらはこちらを見ていないにもかかわらず、だ。




　不思議なことに、ヨアキムたちが見ていることを知覚したかのようにイビスゲイルが身を起こした。こんなに離はなれているのに、イビスゲイルの呼吸音まで聞こえる気がする。イビスゲイルの黄金の目には狂気が、殺意がある。近づいた人間を全て食い殺すという、意志が。

　突とつ然ぜん、イビスゲイルが吠えた。

　その轟とどろきは地面を揺らし、湖の表面が激しく荒あれた。生き物は全て怖おじ気づき、逃げ出すだろう。あまりの迫はく力りよくに、ラウナシカはヨアキムの背中に爪つめを立てて張りついた。

　ヨアキムも、左手の杖を確認せずにはいられなかった。

「……もっと礼金、ふんだくってやればよかったな……」

　イビスゲイルはしばらく周囲を確認した後、橋を眺める格好のまま彫ちよう像ぞうのように固まり、動かなくなった。その目は決して脱だつ走そう者を見み逃のがさないだろう。

「勝てると思うか？」

「あんた私より級が上の優等生なんでしょ？」

　ふたりは沈ちん黙もくし、イビスゲイルを眺めた。







　ヨアキムとラウナシカのいたヴィブロス魔術学院は、この国唯一の魔ま術じゆつ師し育成機関である。そこでは様々な魔法に関する研究が行われている。ヨアキムとラウナシカは、幼いときにこの学院に来ることになった。そして成績優ゆう秀しゆうな生徒として前ぜん途と有望視されていた。

　だがあの日から全ては狂ってしまった。

　ヨアキムは突とつ然ぜん猫ねこになったラウナシカのため、元に戻す方法を探している。

　今のところラウナシカを人間に戻すための方法は不明だ。あまりにも分からないので、色々な手段を試ためしているところだ。

　だがそれには非常に金がかかった。ヨアキムの貯金はあっという間に使い尽つくすこととなり、借金をしなければならなくなるまではすぐだった。そこから雪だるま式に借金は増え続け、今ではゼロの数を確認するたびに心臓が縮み上がる有様だ。

　そのために、ヨアキムはヴィブロス魔術学院の学長ワードホッズに頼み、色々な仕事を受けている。資金を得るためであればどんな仕事も受ける覚かく悟ごだった。

　ワードホッズは魔術研究家であり、ヴィブロス学院の創始者である。長身で禿とく頭とうという印象的な容よう貌ぼうをしており、彼と会った者は二度と忘れることがない。筋肉まみれの強きよう靱じんそうな身体をみて彼が魔術師であると思う者は少ないだろう。巨大な戦せん斧ぷでも振ふり回まわしているのが似合いそうな男だ。

　彼は国から魔法の才に秀ひいでた子どもを集め、彼らを魔術師に育てあげている。




　数日前、ヨアキムはそのワードホッズの部屋に呼び出された。

　金稼かせぎのために連日仕事を引き受けていたので疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが、学長の前でだらだらするわけにもいかない。ヨアキムは背筋を伸ばして学長室の扉とびらを叩いた。

「失礼します……」

　室内に入り、ヨアキムは絶句した。

　肩かたに乗ったラウナシカもびくりと硬こう直ちよくした。

　山？　と思った。ワードホッズの部屋にいきなり山が現れたように見えた。

　物は多いが整せい理り整せい頓とんされた部屋だ。中央に客用のテーブルと椅い子すが置かれている。が、その男は巨体ゆえにその椅子に座すわることができず、立っている。

　その山は、人間であり、男である。と認にん識しきしたときヨアキムは瞬まばたきを数回しながらその男を見上げていた。

「この少年が？」

　その体形は、人と言うより熊くまに近かった。

　ワードホッズは長身禿頭という印象的な風ふう貌ぼうの男だが、その男はワードホッズよりも背が高く、また横よこ幅はばもあった。贅ぜい肉にくの一切無い、筋肉の塊かたまりのような身体だ。顔立ちは猛たけ々だけしく、向かい合っていると頭から食われそうな心地ここちがした。

「……そうです。あなたの娘むすめさんを助けられる実力の持ち主ですよ」

とワードホッズが頷うなずいた。

　依い頼らい人にんか、と悟さとったヨアキムは背筋を伸ばした。

　そしてヨアキムとラウナシカは、旧王都の城の中に閉じ込められている「魔ま女じよ」の話を聞いた。

　災さい厄やくの魔女と呼ばれる存在のことは知っていた。十年前、三眼王ウルガ・マギアギスタークを襲しゆう撃げきした少女だ。旧王都で大暴れした彼女は幾いく人もの死人を出し、そして封印されることとなった。今でも旧王都では魔女の怨えん嗟さの声が聞こえるという……。

　そしてこの巨大な男は、その「災厄の魔女」の父親ということだった。

　魔女はものすごい美女だったという話だったが、この男の娘ならば美び貌ぼうには期待できそうにない。綺麗な熊……くらいだろうか。

「色々な噂うわさがあることは知っている。だが、そのほとんどは嘘うそだ。ギスタークの野や郎ろうは俺の娘を襲おそうために呼び出し、返かえり討うちにあった。その醜しゆう聞ぶんに耐たえられないから、娘を悪者にしたのだ」

　男……ガルド・ベルガスタイン青せい狼ろう公こうは低い声でそう言った。

　ヨアキムは、青せい狼ろう公こうの語る「真実」を黙だまって聞いた。魔法を使う少女、時を止める槍やり……荒こう唐とう無む稽けいな昔話に聞こえるが、それは全て十年前の真実だった。

　しかし、夜中、青せい狼ろう公こうの前に幽ゆう霊れいとなった娘が現れ、逃げろと告げたという話を聞いたときには眉まゆ唾つば物ものの話だと思えた。語っている相手がこの重じゆう厚こうな男でなければ、とても信じられなかっただろう。

　ワードホッズに視線を送る。すると彼は、考え込みながら口を開いた。

「話を伺うかがっていると、娘さんは……」

「リーチェという」

「……リーチェさんには、なんらかの魔法の能力があったようですね」

　ああ、と青せい狼ろう公こうは頷いた。

「昔から、おかしなことばかり言い出す娘だった。三眼王ウルガ・マギアがどうとか、自分は太陽のなんとかの生まれ変わりとか。火を出したり水を出したり雷かみなりを打ったりと、幼児の頃からやんちゃだった」

　それはやんちゃですまされる範はん囲いだろうか。ヨアキムがそう考えた隣となりで、ワードホッズは難しい表情を浮かべていた。

「火、水、雷……ですか。小さな頃から修練せずに魔法を使うことができたのであれば、彼女は竜りゆう紋もん師であったと想定します。しかしそうならば、使える魔法の種類は一種類のはず。できれば彼女が自由な頃にこの学院に連れてきていただきたかったですねぇ……実に興味深い。しかし、彼女は幽霊になってまであなたに危機を告げに来てくれたのですか」

「ああ。ギスタークに襲われ、返り討ちにしたが魔法の槍により封印されてしまった。このままではあなたは殺される。どうか逃げてくれ、と」

「ふむぅ……愛ですねえ。父だけは逃がすために魂たましいとなった、と」

「そんなことが可能ですか、学長」

　ヨアキムが尋ねると、ワードホッズは笑いながら頷いた。

「可能です。なんなら今晩、魂となってあなたの眠ねむる寝しん台だいに現れてみせましょうか」

　寝台に禿頭の男が現れた光景を想像すると、魂がやせ細りそうな心地になった。

「いえ、いりません」

「冗じよう談だんですよ、そんなこと私にできるわけがありません。ですが、可能な人たちもいますよ。リーチェさんは未知数の魔法の使い手のようですし……それに、彼女の忠告は、青せい狼ろう公こうの命を救ったのですから。私は信じますよ」

「でも、娘さんが旧王都に封印されて……もう十年ですよね。なぜ、今なんですか？」

　ヨアキムの問いは、当然のものだっただろう。時が止まる槍によって、青せい狼ろう公こうの娘は年も取らずにずっとその場所に封ふうじられている。

「娘が夢に出てきたのだ。もう時間がない。このままでは宝具が力を失い、自分は死んでしまうと。どうか、助けて欲ほしい、と。……急がなければ、二度と娘には会えなくなるだろう」

　ヨアキムも、ワードホッズも、そしてラウナシカも押おし黙った。

「本来であれば、もっと早く助けたかった。領地から家族を救い出し、追っ手をかわし、俺おれの軍を解散させ……色々とやっているうちに十年たってしまった。何回か旧王城に赴おもむこうとしたのだが、あいつに阻はばまれた」

「あいつ……？」

「イビスゲイルという名前の、狂った竜だ。旧王都は今、罪人たちを閉じ込めるために使われている」

　青せい狼ろう公こうは懐から紙を出した。その分厚い紙には、赤茶けたインクで旧王都の図面が描えがき出されている。うまくはないかもしれないが、分かりやすい図だった。

　旧王都と外界をつなぐ一本の橋、そこに竜の絵が描かれている。

「入るためには、この竜を倒さなければならない。それと、俺が行ったときにはフェルナンドという槍の使い手がいた。竜とそいつを両方倒すのは無理だった。二度目は人数を引き連れていったが、やつが口から吐く炎ほのおによって全員大火傷を負って敗走することになった。三度目は、まだだ」

「旧王都への侵しん入にゆう方法については、私に提案があります。正面突とつ破ぱだけが策ではありませんよ」

　ワードホッズがそう言った。そしてヨアキムを横目で眺め、ウフフフと笑ったので、ヨアキムはいやな予感に背筋を震わせた。ワードホッズという男は、結構他人に無む茶ちやをさせるのだ。

「俺が行きたいのは山々だが……」

「私が止めたのですよ。青せい狼ろう公こうは見るものが見れば一目で正体が知れる。ヨアキム君は我わがヴィブロス魔術学院の誇ほこる英才ですからね。任せておけばいいんです」

　この青せい狼ろう公こうが旧王都に向かうとしたら、正面突破以外にはありえないだろう。この身体ではひそかに旧王都の中に入り込むのは不可能だ。

　城に眠るという魔女を助け出すこと。そして、魔女を連れて、牢獄都市から無事に脱出すること。青せい狼ろう公こうの依い頼らいは、簡単な任務ではなかった。

　だがワードホッズは、ヨアキムならばできると太たい鼓こ判ばんを押した。

「ですが学長、俺は竜と戦ったことはありません」

「そんなの私もないですよ、はははは」

「はははは。じゃなくて、いくらかかると思ってるんですか。今までの任務では使用する魔石の代金は礼金でまかなえってことでしたから、爪に火を点ともすようにして魔石を節約してきたんですよ。すみませんが、節約なんかしていたら竜を倒せる気がしません」

「ほう？　そうですね……ヨアキム君は確かタイドニーク家に結構な額の借金をしていましたね……」

　ヨアキムは苦虫を噛かみつぶしたような顔になった。

　こんな言葉がある、「杖使い、魔石無ければただの人」。ヨアキムは生まれつき魔ま力りよくを持たない。つまり、魔法を行使するためには「魔石」という道具を必要とする。

　魔石は高価なものだ。もちろんピンからキリまであるが、クズ石では初級魔術すら行使することができない。ヨアキムは、魔法を使うために資金がかかる身なのである。

　それに加え、ラウナシカを人間に戻すために色々な手段を試している。金はいくらあっても足りず、節約に節約を重ねてもなお足りない。生活費を切り詰つめてなんとかなるレベルではないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、青せい狼ろう公こうはケチな方ではありません。礼金の他に、経費を先にくださるという話です」

「……そうですか」

　ヨアキムがぎらりと目を光らせた。任務へのやる気が数万倍に跳はね上あがった。

「ちなみに礼金は五百万ドラム、ですよ。もちろんこの任務、受けますよねヨアキム君」

「…………いえ、しかし……たぶん、ものすごく魔石を消費すると思うんですよ。最高等級の石を二百、二等の石を五百は欲しいです」

　青せい狼ろう公こうは、深く頷いた。

「構わない。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな数ではなく、最高等級の石とやらが五百もあれば十分か？」

「そんなにあっても重くて持っていけなフギャッ？」

　何か言おうとしたラウナシカの口をヨアキムの手が高速で塞いだ。顔をえぐりそうな勢いだった。ヨアキムの全身からどす黒いオーラが出ている。

「そうですね、商人とも相談します。あっちに在庫があるかどうかも確認しなければなりませんし。代金は全てそちらが持っていただくということで」

「ああ。そうしてくれ」

　ヨアキムはひそかに両拳を握にぎり締しめた。革かわ手て袋ぶくろがぎゅっと音を立てた。

「それに、この仕事で『魔女』の救出に成功すれば、あなた方にもいいことがあるかもしれませんよ？」

「……なんでしょうか」

　ヨアキムは眉まゆをひそめた。このワードホッズの持って回ったような言い回しは、時にとてもじれったくなる。

「生まれながらにして古いにしえの魔法の知識を持っている、そんな人が存在します。私もそんな力があればいいなぁと口くち惜おしく思ったことがありますよ。いえね、もしかしたら青せい狼ろう公こうの娘さんは、ラウナシカさんが元に戻る方法を知っているかもしれないと思いましてね」

「にゃあ！　ほんとにっ？」

　ラウナシカが人間の言葉を喋るのをはっきりと耳にした青せい狼ろう公こうは、かすかに目を見張ったが、声に出しては何も言わなかった。

「それにヨアキムさんの両手のことも分かるかも知れないですね」

　ワードホッズが言うと、青せい狼ろう公こうがヨアキムの両手を見つめた。

「……それはもう、どうでもいいんですけど」

　ヨアキムは室内だというのに、両手に革手て袋ぶくろをはめている。両手の指先の部分だけ露ろ出しゆつするよう切ってあるので、つけたままで生活するのになんの不都合もない。

　青せい狼ろう公こうが好こう奇き心しん丸出しの目で凝ぎよう視ししているので、ヨアキムは手袋を外してみせた。そこには、真っ黒な紋もん様ようが浮かんでいた。手の甲こうのそれは、植物や、蛇、鎖くさり……そのようなものに似ており、非常に目を引く。

「それは……？　君は竜紋師なのか？」

「いいえ。残念ながら、彼は竜紋師ではありません。彼は竜紋師を超こえる魔術師ですよ。魔石魔術の使い手としては、この大陸で三本の指に入ります」

　ヨアキムの手にある紋様は生まれながらのもので、正体が不明なのだとワードホッズは話した。

　ヴィブロス魔術学院に来て十年近くがたっている。ワードホッズは何度もヨアキムの両手の紋様について解明しようとしてくれたが、それでも明らかにはならなかった。今ではヨアキムの中で、自分の紋様は「どうでもいい」ものになっていた。

「私はヨアキム君と出会ってからずっとこの紋様について調べ続けているんですが、いまだに正体は不明なのです。青せい狼ろう公こう、もしあなたがこれを……または似たものをご存じであれば教えていただきたいのですがね」

「いや、俺はこういうものを見たことがない……すまないが」

　ヨアキムはいえ、と応こたえながら手袋をはめた。「災厄の魔女」とやらがこの紋様について知っているかどうかも、期待はしないことにする。ラウナシカが戻る方法さえ教えてくれれば万ばん々ばん歳ざいだ。礼金だけでもかなりの助けになる。




　そして青せい狼ろう公こうは言葉通り、全く準備金を惜しまなかった。ヨアキムは容よう赦しやなく魔石の商人から在庫を根こそぎ買い取ったが、その目玉が飛び出そうなほどの代金の請せい求きゆう書しよを顔色も変えずに受け取った。身体の巨大さに相応ふさわしい胆たん力りよくと頼たよりがいと甲か斐い性しようの持ち主であることは確実だった。

　ヨアキムは任務を受け、そしてワードホッズの「策」によって罪人になりすまし、このヴェントーリアに送り込まれることになった。

　今の時点では、とりあえず潜せん入にゆう成功といったところだ。ここまで来るのに苦労したが、ここから脱出する苦労に比べればそれは大したことがないだろう。




「できれば魔石は余らせて次の任務に回したり、売り飛ばして返済の足しにしたいと思ったんだけどな……」

「あんた、あの竜を見てまだ魔石を節約しようとか思えるわけ……？」

　ヨアキムは、古い階段を上りながら、もう一度後ろを振り返った。

　まるで山かなにかのような迫力で、緋色の竜はそこにたたずんでいる。非現実的すぎて幻まぼろしのようにも見えるが、決して幻ではない。あの竜は、この牢ろう獄ごく都市を脱出しようとする者を全すべて、焼やき払はらってきた。ここから出たければ、あの竜と対面しなければならないのは確実である。

　黙って竜を見つめているヨアキムの肩に、ずしりと重みが加わった。ラウナシカが乗ってきたのだ。ラウナシカは鼻をあげてヨアキムの見ているものを一緒に見た。

　湖の上に渡された石造りの橋、その向こう、陸地との境目にいる悪夢。

「ねえ、あれ、見える……？」

　ラウナシカが目を細くして見ているのは、竜のそばにいる、鎧よろいを着た男だ。竜に比べてあまりに小さく見えるが、あれは噂に聞く「双そう槍そうのフェルナンド」であろう。二本の槍を自在に使う長身の男だ。

　あれがそうか、と感かん慨がいを覚える。彼が昔、王の命を奪おうとした魔女から王を守った英えい雄ゆうだというのは、有名な話だ。

　祭りの劇などでもよく演じられる。

『魔女はいずれ復活する。我はそれを止めるため、この城に残りましょう。王よ、我が忠誠は永遠です』

と、彼が床ゆかに膝ひざをつくシーンでは歓かん声せいが飛ぶくらいだ。

　その伝説の人物が、あそこにいる。彼はこの牢獄都市に住んでおり、あの竜も彼の命令はきくということだ。魔女が外に出ないように守っている。つまり、

「あの男とも戦わないといけないかもしれないって、ことよね……」

　ラウナシカが呟つぶやいた。その柔やわらかな身体がするするとヨアキムの頬ほおを滑すべり、ぽん、と軽く反動をつけてラウナシカは地面に下りた。

　壊こわれた石いし畳だたみの間に、小さな黄色い花が咲さいている。

「まあ、今はとりあえず情報収集といきましょ」

「ああ。じゃあ、行くか。……そういや、ラウナシカ。魔女の名前、確かリーチェ・ベルガスタイン・ゴッズっていったよな」

「んー？　そうだったはず……そんな長い名前、よく覚えてるわね」

　リーチェ。綺き麗れいな名前だ、とヨアキムは思った。美少女に相応ふさわしい。だが、青せい狼ろう公こうは熊のような大男で、その顔もまた熊に似ていた。その娘が名前に相応しい容よう貌ぼうである可能性はあまり高くないように思える。

　控ひかえめに想定しても、おそらくは子こ熊ぐまのような少女だろう。あの父の容貌が少しでも受うけ継つがれれば、その娘は花よりも斧おのが、ぬいぐるみよりも甲かつ冑ちゆうが相応しい存在になるだろう。立てば大木、座れば小山。歩く姿は……細やかに想像するとヨアキムは一人頷いた。どんな巨体少女が出てきても動どう揺ようするまい、と。

　青せい狼ろう公こうの用意してくれた地図は、ここに持ってくることはできなかった。代わりに、完全に記き憶おくしている。

　階段を上っていくと、旧王都の中央大通りに向かう道に入る。倉庫だった建物の間を抜け、一人と一匹ぴきは歩いて行った。







二章　潜入







　牢獄都市ヴェントーリアに何人の人間がいるかは、誰だれも把は握あくできていないという話だった。一つの村の住人が全て放り込まれたり、その中に妊にん婦ぷがいたり子どもがいたり、ヴェントーリアの中で減っている数もあり……青せい狼ろう公こうは、千人はいないだろうと言っていた。

　中に住む人間のために、定期的に馬車が橋を通ってやって来る。食料が無造作に捨て置かれ、馬車は去っていくらしい。その食料がどのように分配されているか、この牢獄都市がどのような秩ちつ序じよでもって治まっているのかは、ここに来る前に「囚しゆう人じんの心得」として説明を受けた。

　ヴェントーリアにはヴェントーリアの秩序がある。

　看守が罪人たちを統制しているから、指示に従うこと。看守たちには決して逆らわず、また逃にげだそうとは考えないこと。

　長々とした説明をまとめると、そういう話だった。

　ワードホッズは、牢獄都市についてこんな説明をしていた。

「ヴェントーリアは、三眼王ウルガ・マギアに反乱の意志をもったとされる一いつ般ぱん人じんたちが放ほうり込まれる場所ですが、実際のところそこまで重大な罪を犯おかしたものは送られていません。おそらくは、中にいる監かん視し人にんたちはそこまで強くはないでしょう……かといって、無用な戦いをしてはいけませんよ。目立たず、模も範はん囚しゆうを気取りながら、城に忍しのび込んでください」

　何度も念を押された。

　ヨアキムとしても、できれば騒さわぎを起こさずに平和裏に魔女を救出したい。模範囚を気取るくらい、なんでもないことだ。




「看守がすぐ迎むかえに来るかと思ったら、来ないな」

「そうね。やる気あるのかしら」

「……まあ、ゆるい方がこちらとしては楽だけどな」

　ふたりが今いる道は目め抜ぬき通りであり、城に向かってまっすぐ延のびる石畳の道である。往年には馬車が何台も行いき違ちがっていただろう。

　しかし今では閑かん散さんとしている。店てん舗ぽだったであろう建物すら、朽くちている。崩くずれた石と雑草ばかりで、人が住まなくなった場所というのはこんなにも荒れるものか、と考えさせられる光景だった。

　青せい狼ろう公こうの話によれば、囚人たちはこの大通りを進んでいった先にある、大きな教会に集まって住んでいるらしい。

「あ……！　ヨアキム、誰か来たわ」

　ラウナシカが慌あわててヨアキムの足元にくっついた。

　大通りの向こうから白い服を着た女が、ゆっくりと歩いてくる姿が見えた。ヨアキムは無言で相手を見つめた。女はヨアキムを見つめながらすぐそばまでやって来た。

　女は髪かみを全部、頭に巻いた布の中にまとめている。その特とく徴ちよう的てきな形をした帽ぼう子しは、聖職者のみがつけることを許されるものだ。

　このような場所に、シスター？　ヨアキムの問いを見み透すかしたような優やさしい眼まな差ざしをした女は、にこりと微笑ほほえんだ。

「こんにちは」

　女は二十代後半、あるいは三十代かもしれない。老成した雰ふん囲い気きは、聖職者に特有のものだ。静かな落ち着いた声でそう語りかけられると、ここが牢獄都市であることを一いつ瞬しゆん忘れてしまいそうになった。

「……こんにちは」

　犯罪者たちにこそ救いが必要だ、ということで送られたのかも知れない。しかしこんなに綺麗な人をそんな場所に送り込むのは、あまりに危険ではなかろうか……。などと考えてしまうほどの美貌だった。

「私は、シスター・マチルダです。ここの教会において、神の道を説いております。あなたの名前を教えていただけますか？」

「ヨアキムです。……これは、ラウナシカ」

「み、みぎゃあ」

　ラウナシカはヨアキムに持ち上げられ、変な声で鳴いた。ヨアキムが常々思っていることだが、ラウナシカは猫ねこの真似まねが下手だ。猫のくせに。時折本当の猫みたいに鳴くが、演技するときはもれなく下手だ。

　猫ねこの名前まで紹しよう介かいしたヨアキムに、シスター・マチルダは目を丸くした。そしてふっと肩の力の抜ぬけたような微笑みを浮かべた。泣きぼくろがずいぶん色っぽい。シスターでなければ……と思う男はたくさんいるだろう。

「どんな方が来られたのかと緊きん張ちようしていましたが、ずいぶん可愛かわいらしいお客さまですね。ヨアキム、あなたはもちろんこの場所のことを理解していますわね……？」

　シスター・マチルダの眼差しが、意外なまでの鋭するどさでヨアキムを射た。

「もちろん」

　なにかの間ま違ちがいでこのヴェントーリアに無実の者が紛まぎれ込むことなどあり得るんだろうか？　ヨアキムは尋たずねたくなったが、やめておいた。

　シスター・マチルダが訊きこうとしているのは、こういうことだ。つまり、「あなたはどのような罪を犯したのでしょうか？」。

　彼かの女じよはその問いを口にしなかったが、言葉以外の全てで問いかけていた。シスターの緊張を前に、ヨアキムもまたごくりと喉のどを鳴らした。

「俺がここに来ることになったのは、不注意だったからだ」

「………………」

　一応冗談だったのだが、シスターは笑ってくれなかった。

「えーと、俺は殺人とか盗ぬすみとか、そういう罪でここに来たわけじゃない。……なので、俺たちに刃やいばを向けようとしている人たちに、さがれと言ってもらえますか」

　シスター・マチルダは目を丸くした。そして無言のまま、右手を上にあげた。

　その仕草がなんのサインか分からず、ヨアキムはさっと緊張した。懐ふところに手をやるような真似はしない。そこに武器があると教えるようなものだ。

　ヨアキムを見て、剣けんだの槍だのを振り回すようなタイプに思う者はいないだろう。実際その通りだ。マントでだいぶ誤ご魔ま化かされてはいるが、体型はやせ型で、背もそこまで高くはない。シスター・マチルダがひとりで来たのは、おそらくヨアキムがそこまで恐おそろしい存在に……ひどい罪を犯した罪人にはとても見えなかったからだろう。

　周囲には十人以上の武装した人間がいる。襲いかかられたら、杖つえを使わずに対処はできないだろう。気配を感じ取ったのは、ラウナシカだ。猫になってから嗅きゆう覚かくが鋭くなっている。ヨアキムの肩に爪を引ひっ掛かけ、小さな声で囁ささやいたのだ。囲まれている、と。

　息を止め、じっとシスター・マチルダを見つめていた。シスターも迷っていたようだが、挙げた手を下ろすことなく大きな声で告げた。




「……みなさん、出ていらして。この人は、悪い方ではなさそうです」




　ヨアキムはほっと胸をなで下ろした。

　そしてぞろぞろと、壊れた建物から現れたのは、一見してあまりガラはよくなさそうな男たちだった。と見えたのは表に立っている男たちのみで、後ろの男たちはかなり普ふ通つうに見える。普通にそこらで畑を耕してそうな。

「シスター、大だい丈じよう夫ぶかい」

「ええ。みなさん、ありがとう。大丈夫です」

　ヨアキムは周囲を男たちに囲まれた。シスター・マチルダは大丈夫と言ったものの、男たちは警けい戒かい心しんたっぷりにヨアキムを睨にらんでいる。見たところ、そのへんの村や町の強面こわもてといった感じの男たちだ。

「なんだ、籠かごが湖に落ちたと思ったら、来たのはこいつだけか？」

「お前、なにやってここに来たんだ」

　ヨアキムはできれば壁かべを背にして彼かれらを迎えたかったが、そうもいかなかった。また、そうしていれば男たちにヨアキムが戦闘態勢になったと判断され、手て荒あらい歓かん迎げいを受けることになったかもしれない。

　ヨアキムはシスター・マチルダをじっと見つめた。リーダーは、男たちの中にはいない。シスターこそが彼らのリーダーであり、心のより所であるようだとヨアキムは見て取った。そして彼女は、男たちが今にもヨアキムに襲いかかりそうなのを見て、両手をあげて止めた。

　聖職者として、戦いは決して望まない。そういう態度だった。

「俺は、ヨアキム。ここに来たのは、罪を犯したからじゃない。……六花公の屋や敷しきでツボを割ったからだ」

　男たちもシスターも、ヨアキムの話を聞いてぽかんとしていた。

　六花公というのは、三眼王ウルガ・マギアの腰こし巾ぎん着ちやくであり、品性下げ劣れつな最低最悪な人間だと国中に評判の貴族だ。この中に彼をよく思っている人間がいて、逆にヨアキムを責めるという可能性はほぼゼロに等しい。

　ちなみにそれは、ワードホッズの設定したストーリーであり、ヨアキムがここで瞬しゆん時じに口から出任せを吐はき出だしたわけではない。

「彼の噂は耳にしたことがあります。大変でしたね、ヨアキムさん」

　シスター・マチルダはそっと白い手を伸ばしてきた。

　ヨアキムが彼女の手を握にぎり返そうとした、そのときだった。




「……きゃああああーーーっ」




　唐とう突とつに聞こえたのは、高く澄すみ切きった少女の声だった。ヨアキムは即そく座ざに声のした方を向いた。つまり、上方向だ。そして顔面に向かって落ちてくる少女の姿を見た。

　避さける間もなく、ヨアキムは顔面から少女の突とつ撃げきを受けるはめになった。

　どすっ。ぼぐっ。という重い音がして、ヨアキムは視界が真っ暗になるのを感じた。後頭部に猛もう烈れつな痛みが走る。身体が動かない。手が、土に触さわっている。後ろ向きに転んだのだ。実に派手に。受け身も取らずに。

「プリムローズ！　あなたはなにを！」

「す、すみません私……！　滑ってしまって」

「……あら？　ヨ、ヨアキムさん……大丈夫ですか？」

「えっ。あ……動かない……わ、私、殺すつもりは」

　とても柔らかな感かん触しよくがして、ヨアキムは一瞬それに気を取られた。ふわふわしている。それでいてもちもちしている。なんだこれは。

「みぎゃあああ」

　心配そうに鳴くラウナシカの声を聞いたのが最後だった。ヨアキムの意識はそのまま黒い闇やみの中に落ちていった。







　気絶をしたのは生まれて初めての経験だった。ヨアキムが目を覚ましたとき、すぐそばにいたのはラウナシカだった。

「にゃー」

と鼻先を顔に近づけてくる。ヨアキムは慌てて飛び起きた。

　小さな部屋だった。ベッドに机を置けば、それ以外の家具は置けそうにない。ヨアキムが寝ねかされていたベッドのシーツは清潔なものだった。

「ラウナシカ？　俺はどうなったんだ？」

　ラウナシカがなにか慌てているように見える。後足で立ち、左右の前足を振っている仕草は人のもののようで、ヨアキムは笑いそうになった。

「なんだ、その……」

「あのう」

　ヨアキムはびくりと肩を浮うかせた。寝ね起おきだったせいで、すっかり油断していた。今のラウナシカを相手に会話できて当たり前だと考えるのは、ここではヨアキムただ一人だ。それ以外の者からしたら、今のヨアキムの姿は。

「猫ちゃんと、お話をされるんですか……？」

　単なる猫好きだと思ってもらえたら御おんの字じだった。怪あやしい頭の持ち主だと危険視されても仕方がない。こんなに近くにいたのにどうして気づかなかったのか。ヨアキムは背中に汗あせをかいていた。悲鳴を上げたくなる。しかしかろうじて耐えた。

　相手はシスター・マチルダではなかった。見覚えのない少女だ。泡砂糖でできたお菓か子しのようにふわふわとした、金色の髪。こぼれ落ちそうなほど大きな目は、青い色をしている。真っ白なドレスが似合いそうな美少女がヨアキムのそばの椅子に座り、看病をしていてくれたらしい。

　お礼を言おうとしたヨアキムは、不意に記憶に引っかかるものを感じた。今の少女の声と、さっきヨアキムを圧殺しそうになった何者かの悲鳴……完全に一いつ致ちした。

「お前か、この頭痛の原因は」

「ごめんなさあああああいっ」

　少女はわっとベッドの縁ふちに泣なき伏ふした。猫に語りかけられているところを見られた劣れつ勢せいは一瞬で取り返すことができ、ヨアキムはひそかに胸をなで下ろした。

「ごめんなさい……。こ、このお詫わびは、どうすればいいですか？」

「……いいよ。君に怪我けががないのなら」

　少女はびっくりしたように目を大きく見開き、ヨアキムを見つめた。小動物のようで、とても可愛らしい。

「すみません……お優しい方だったのですね。皆みなさんがあなたのこと、怪しいと言っていたので、とても心配だったのですが……入り口をちゃんと通ってきてないし、湖に落ちたし、なのに化け物に襲われてないし」

「……化け物？」
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　聞き捨てならない単語だった。

「湖の中には、巨きよ大だいな蛇へびみたいな化け物が何なん匹びきもうじゃうじゃしてるんです。この前間違って湖に落ちた牛さんが、あっという間に飲み込まれてしまって。ほ、骨が浮かんで」

「………………あの運うん搬ぱん人」

　賄わい賂ろをもらって運んだはいいが、後々面めん倒どうなことになったらたまらない、と考えてヨアキムをわざと湖の中に落としたのだろう。化け物が処理してくれれば万々歳というわけだ。彼の思う通りにいかなくて良かった。水の中で襲われていたらさすがにヨアキムも呪じゆ文もんを唱えられずに無む抵てい抗こうで食料と化していただろう。今いま頃ごろは化け物の胃の中だ。

「俺が化け物に襲われなかったのは、たまたまだ。そんなのがいるのも知らなかった」

　少女はええ、と頷うなずいた。

「運が良かったのですね。入ったら数秒の命だと言われているのですが」

「………………」

　今さらながら、背筋に寒気が走った。竜りゆうと戦う前に死ぬところだった。

「自分で言うのもなんだけど、別に怪しい者じゃない……と思うから、身構えないでくれたら嬉うれしい」

「そうですね！　猫ちゃんと仲が良いみたいだし」

　違うと叫さけびたかったが、でもおしゃべりしてたじゃないですか？　などと問い返される率が十割を超えていそうだったので、ヨアキムは耐たえることにした。

　少女はふんわりと微笑んだ。

「私も好きです、猫ちゃん」

と言ってラウナシカをそっと抱だき上げた。油断していたのだろう、ラウナシカはあっさりと抱かれてしまった。びっくりして全身の毛が逆立っている。

「そいつ、俺以外のやつにあんまり懐なつかないから……。それはともかく、君は誰だ？」

「あ。わ、私は……プリムローズといいます。ここで囚人をしています。よろしくお願いいたします」

「………………」

　あまりといえばあまりな自己紹しよう介かいだった。

　囚人をしています、とは斬新すぎる。

　このプリムローズという少女は、見るからに上品で育ちが良さそうだ。言こと葉ば遣づかいにも、振ふる舞まいにも現れている。おそらくは、貴族だ。服装は質素だが、こんな場所で総レースのドレスなど着ているわけにはいかないだろう。年はヨアキムよりも年下に見える。十六より下……おそらくは十三、四というところだろう。

「俺はヨアキム。……新入りの囚人だ」

「シスター・マチルダから、あなたにこの周辺の案内をして差し上げるよう、頼たのまれています。なので、分からないことがあったらなんでも聞いて下さい」

「………………よろしく」

　俺は頼んでいない、と言いたかったが、とりあえず親切は受けておくことにした。なにしろ美少女だ。にっこり笑う様子はまだまだ子どもっぽいが、数年後には美女に成長しているだろう。それに、とても聡そう明めいそうなところが好みかも知れない。

「ぎゃあっ？」

　突とつ然ぜんヨアキムの頬に強きよう烈れつな打だ撃げきが入った。それは、俗ぞくに猫パンチと呼ばれるものだった。プリムローズの腕うでの中を飛び出したラウナシカがヨアキムの頬に思い切り決めたのだ。

「フーッ」

　怪しいことを考えてるんじゃないわよ、という声が聞こえる。別に怪しくなんかない、と目で言い返す。するとラウナシカはぴしっと爪つめを伸ばしたのでヨアキムはベッドから飛び出した。

　運の良いことに、ベッドに寝かせるならマントを脱ぬがしてやろうと考えた者はいなかったらしい。装備は全てそのままだった。服の上から杖の所在を確かく認にんしてほっとする。




「じゃあ、行きましょうか。ついてきて下さいね」

　ヨアキムをうながしつつ、プリムローズはにこりと微笑み先に歩き出した。ヨアキムは慌ててついていく。

　プリムローズは小こ柄がらなので、身長はヨアキムの胸辺りまでしかなかった。細く小さな身体を後ろから見ていると、この少女が罪人でこのヴェントーリアに運ばれてきたというのが信じられない。

「どうかしましたか？」

　視線を感じたらしいプリムローズが階段のところで振り返かえった。金きん髪ぱつがふわりと揺ゆれる。光を受けると、綺麗に光を放つ。

「いや……君が犯罪者なんて、信じられないなと思って」

　プリムローズは目を大きくした。ぽっと頬が赤くなる。

　しかし犯罪者に見えないという言葉は、女の子にとって特に褒ほめ言こと葉ばでもなんでもないことに気がついたのだろう、難しい顔になった。このプリムローズという少女、考えたことが全て顔に表れるタイプのようだ。

「君が何の罪を犯したのか、知りたいんだけど……」

　ヨアキムは遠えん慮りよがちに問うた。このプリムローズであれば、

「掃そう除じの当番を無視しましたの！」

などとあっさり教えてくれるかと思ったのだが。

　階段の下の段からヨアキムを振り返って見上げたプリムローズは、少し考え込んだ後、にやりと貴族令れい嬢じようらしくない笑えみを浮かべた。悪女というよりは、悪わる巧だくみをしている子犬のような表情だった。

「秘密、ですわ」

「………………そう」

　これはどう押おしても引いても伸ばしても引っ張っても、全然教えてもらえそうにない。ヨアキムはあっさり引くことにした。

「追つい及きゆうしませんの？」

などとプリムローズは少しつまらなそうにしたが、ヨアキムが乗らないと見て取ると、ほんの少し肩かたをすくめた。

「シスター・マチルダは、もしかして看守か？」

「看守たちは、ここの暮らしが不便だからと言って外に遊びに行ったまま帰ってきません。ほとんど姿は見ないです」

「そうなのか？　じゃああのシスターもなにかの犯罪を……？」

　あの温おん厚こうそうな女性が罪を犯したとは、にわかには信じがたい。

「シスター・マチルダがどうして囚人となったのかは、私も存じません」

「そうか……」

　ヨアキムが寝かされていたのは、建物の二階部分だった。寝しん台だいしか置けない狭せまい部屋は安宿みたいだと感じたのだが、実際そこは旅はた籠ごとして使われていた建物だったらしい。一階部分は食堂として使われていた大部屋だった。

　そこには何人かの男たちが集まっていた。なにか飲み物を飲んでいるようだが、こんな場所で酒が手に入るんだろうか……とヨアキムは首を傾かしげた。

「おう、気絶してた坊ぼつちゃんが目覚めたかい」

　大きなコップを持ち上げたのは、斧や棍こん棒ぼうがとてもよく似合いそうな巨きよ軀くの男だった。短い髪は灰色、浅黒い肌はだの色。眼帯などをつけていて、一見してカタギではない。他ほかの男達たちの様子からして、この男がこの場のリーダーだな、とヨアキムは当たりをつけた。

　男は、「カダムス・ボーリィだ」と名乗った。ヨアキムは、カダムスの水色の目が驚おどろくほどまっすぐに自分を見つめていることに気がついてひそかに息を飲んだ。この男の眼差しには、ヨアキムが隠かくしていることを全て見み抜ぬいてしまうような鋭さがあった。人好きがするように見せかけておきながら、その実油断無くこちらを観察している。

　周りの男たちも、会話に興じるフリをしてヨアキムを見ている。敵意すら感じるほどだ。

　新入りは歓迎されないようだ。

「ふーむ。シスター・マチルダが言った通り、犯罪者には見えねぇツラだな。隣となりのプリムと似たり寄ったりだ」

「え」

　ヨアキムは嫌いやそうな声を出してしまった。

　いかにも貴族令嬢然としていて、世間知らずのオーラをぷんぷんさせているプリムローズと同列に扱あつかわれるのは少し、いやかなり抵てい抗こうがあった。これでも苦労はしているのだ。借金の苦労、生活の苦労、借金の苦労、学生としての苦労、借金の苦労、猫になったラウナシカを助けなければならないという心労など……。

「なんだか嫌そうに聞こえましたけど」

　プリムローズは軽く睨んできたが、ヨアキムはそっぽを向いた。

　カダムスは二人を見て快活に笑った。

「ま、褒めてるんだ。気を悪くするな。というわけで、ここでは一応俺おれがリーダーということになっている。西にもめ事があったら行って両方ぶん殴なぐり、東にもめ事があれば行って全員ぶっつぶす。そんな感じでまとめているから、よろしくな」

「……よろしく」

　カダムスはがははと磊らい落らくに笑った。色々と突っ込みたいところはあったが、とりあえずこの男と友好的な握手を交かわすことに異存はなかった。

　なんといってもここは囚人の住むところだ。平和な町の平和な学校のように「喧けん嘩かはいけませんよ」などと言っても通じないことの方が多いだろう。

　しかし、牢獄都市ということでヨアキムはもっと薄うす汚ぎたなく荒あれた場所を想像していたのだが、実際はそこまでひどくないようだ。シスター・マチルダやプリムローズが平気な顔をしてそこらを出歩けるのだから。

「ここには、俺みたいに濡ぬれ衣ぎぬで連れてこられた奴やつばかりがいるって、噂うわさで聞いたけど」

　ヨアキムの言葉に、カダムスは目と口を丸くした。

「……ま、濡れ衣の奴もいるだろうし、実際なにかの罪を犯してやって来た奴もいるだろうさ。そこのプリムみたいに、可愛い顔して前科百犯の極ごく悪あく人にんもいるしな」

「まあっ、カダムスさん！」

　プリムローズは小さな拳こぶしを振り上あげて怒おこった。カダムスは笑いながら可愛い攻こう撃げきを避けた。かろうじてプリムローズの手が届くカダムスの胸むな板いたは、厚みがすさまじかった。この男であれば、巨きよ獣じゆうとも対等に戦えそうだ。

　ヨアキムの視線に気づいたカダムスが、どうした？　と問うた。

「いや、あんただったらあの竜とも戦えるかな、と思って」

「……まさかそれはあのイビスゲイルのことを言ってるのか？」

　ヨアキムが頷くと、カダムスは「あり得るかあぁっ！」と部屋中に響ひびく大声を上げた。周囲の男たちがげらげらと笑う。

「カダムスさんが十人いてもあの竜には勝てないよ」

「百人いればなんとかなるかもな」

　ひとしきり笑った後、カダムスはテーブルの上のコップをあおり、中のものを全て飲み干した。

「まさかお前みたいな小こ僧ぞうが、あの竜を倒たおして外に出ていく野望をお持ちだとはな」

「い、いや。俺はそんなこと考えてない」

　ヨアキムは否定したが、聞いている様子はなかった。

「イビスゲイルの周囲……足元に、白いものが転がってるのはもう見たか？　別に本当に見なくてもいいが、あれは全部、骨だ。このヴェントーリアにきた囚人も、最初は脱だつ出しゆつを考えていたのさ。強面が何十人と集まれば、竜とだって戦える……そう考えたらしい。前にリーダーをしていた奴は、俺よりでかくて強くて好戦的だったらしいからな。で、集まった戦士達は、イビスゲイルの口から吐かれた炎ほのおの一浴びでほぼ全ぜん滅めつ。あの竜は残ざん虐ぎやくで、生き残ったやつらを丁てい寧ねいに殺していったらしいぞ。最後に生き残ったリーダーは、四し肢しを食われても死ぬことができずに苦しんで、殺してくれと頼み込んだらしい。やつは獲え物ものをなぶり殺しにするんだ」

「……………………」

　ヨアキムの隣で、話のどぎつさのあまりプリムローズが青ざめている。

「そのときの教訓さ。イビスゲイルには何があっても手を出すな。死にたいなら、湖に飛び込んだ方がよっぽど楽だ。中にいる化けもんは、あっさりひと飲みにしてくれるようだからな」

「そうなのか……」

　いやな情報を収集してしまった。

　ヨアキムの肩にラウナシカの爪が食い込んだ。カダムスの話を聞いて、焦あせっているのかも知れない。ヨアキムはラウナシカの背中を持ち上げた。痛すぎる。

「お。猫か、珍めずらしいな」

「野の良ら猫ねこくらい、ここにもいるだろう？」

　ヨアキムは何気なくそう訊いたが、返事は想像もしないものだった。

「いやあ？　ここは魔ま物ものがいっぱい出るしな。猫や犬は一いつ切さい住んでいないぞ」

「……魔物？」

「ああ、気をつけろ。城の向こうの山から、時々……最近はだいぶ頻ひん繁ぱんだな、魔物が下りてくる。山に住んでいる奴らが腹を空すかせてやって来るんだ。どんな荒あらくれ者ものも、一時休戦、温和に協力していかなきゃいかんと思うような」

　カダムスは軽く言ったが、裏腹にその声こわ音ねには深刻さがあった。

　ここに住まなければならない者たちにとって、自分から戦いを挑いどまなければ手を出してこないイビスゲイルよりも、山からやって来る魔物の方が現実的に差さし迫せまった脅きよう威いであるようだ。

「もともと王都だったような場所に、なんで魔物なんかが出るんだ？」

　ヨアキムの問いに、カダムスは肩をすくめた。

「三眼王ウルガ・マギアの神将の中に、都を魔物から守る封ふう印いんをつくりだす道具をもったやつがいたらしいぜ。確か、『完全無欠のエラータ』とかいう二つ名だったかな。そういうありがたい道具はぜぇ～んぶ三眼王ウルガ・マギア様が新しい王都に持っていきなすったから、このヴェントーリアは魔物が入り放題になっちまったってことだ」

　カダムスの説明によると、カラスに似た肉食の鳥とオオカミに似た大きな犬が、普ふ段だん現れる魔物らしい。時折巨大なサルのような形をした魔物も現れるらしい。それが出てくるときには、たくさんの人が死ぬ、と。

「だけど、そんな魔物が出るならどうすればいいんだ？　ここには武器なんか無いだろう？」

　ヨアキムの問いに、カダムスはいや、と首を振った。

「看守はいつもいねえから、門のところに時々やってくる役人の所まで行って、どうにか武器をもらえないか頼み込んだ。最初は断られたし、イビスゲイルに睨まれてそりゃあ恐ろしかったが、連続百時間土下座でどうにか武器を手に入れることができた。役人どもはしぶっていたが、フェルナンドがな、囚人は殺されるだけの餌えさではないと言ってくれてな……どうせ武器を持ったところでイビスゲイルには敵かなわないということもあるんだろうが」

　それを成なし遂とげたからこそ、カダムスはこの牢ろう獄ごく都市におけるリーダーなのだろう。あのイビスゲイルに睨まれながら土下座を百時間。想像しただけで震ふるえが来る。殺されなかったのが不思議だが、出て行こうとさえしなければ、殺されないのかもしれない。ヨアキムはそのことを記き憶おくに刻んでおくことにした。

　カダムスは相当の人材のようだ。ヨアキムはカダムスを見つめた。腕っ節ぷしだけの男ではないようだ。ここにいるからには、罪人なのだろうが……。

　そしてカダムスはフェルナンドに恩を感じているようだった。

　守護者としてあそこに立ち続けるフェルナンド。このヴェントーリアから脱出しようというときには、戦わなければならない相手だろう。……その前に、竜と戦わなければならないのだろうが。

「……あんたは凄すごい人だな」

「ん？　ほめても何も出ないぞ！」

　カダムスはヨアキムの背中を叩たたいた。巨大な手によってヨアキムは前方に吹ふっ飛とびそうになった。

「ま、そういうわけで、武器ならある。お前のその細ほそ腕うでで使えるものがあるかどうか分からないが、武器はシスター・マチルダが管理しているから後で行ってみるといい」

「ああ。ありがとう」

　魔ま術じゆつ師しであるヨアキムに、武器は不要だ。武器をもらうつもりはなかったが、とりあえず前向きな返事をしておいた。

「じゃあ行きましょうか」

　プリムローズに促うながされ、肩に猫を乗せたヨアキムはその建物を出ることになった。ふと思い立ち、ヨアキムは振り返った。

「そういえば、王城には魔ま女じよがいるって噂を耳に挟はさんだんだけど」

　するとカダムスは目を丸くした。

「魔女のことは聞いたことがある。三眼王ウルガ・マギアを殺そうとしたやつのことだろう？　今も城にいるという話だが……俺は詳くわしい話は知らない」

「そうなのか」

「王城には近づく者はいないな。中から嫌な声が聞こえてきたり、誰もいないはずなのに人ひと影かげが見えたり、あまりろくな話は聞かねえ。もしかしたら魔女が中に住んでいるのかもしれないが……十年も閉じこもって出たことがないとなれば、あれだろ、確実に……幽ゆう霊れいだろう？」

「……………………そうだな」

「俺は、そんなものには近づかないようにしている」

　本気で恐れているようだ。これが演技であれば、彼はすごい役者だ。

　リーダーである彼が何も知らないとなれば、外で聞き込みをしたとしてもはかばかしい収しゆう穫かくは得られないだろう。あまり変わった行動をとって、怪しまれても困る。

　ヨアキムは、魔女救出に関しては、実際に自分で城に行こうと考えた。すると、

「行くな」

と、見透かしたようにカダムスが言った。

「え？」

「城には近づくな。……城にいる魔女は呪のろわれている。近づく者を殺すという話だ。いいか、俺はちゃんと助言したからな」

　そしてカダムスはヨアキムに背を向けた。ヨアキムは重ねてなにか訊こうとしたが、やめた。カダムスの背中はヨアキムを拒きよ否ひしているような雰囲気があった。

　魔女を恐れているのか？　とヨアキムは思った。

　プリムローズについて出て行くとき、一度だけ振り返った。カダムスの水色の目がヨアキムを映していた。周囲の男たちは静まりかえっており、居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくの中ヨアキムは早足で歩いて行った。

　この場所では誰だれも信用することはできないと、悟さとった。







　外はまだ陽光が城下を照らしていた。二人が出てきた建物は、大通りをかなり下った位置にある。

　ヨアキムはところどころ壊こわれている石いし畳だたみの道を見上げた。この都市の中心にある旧王城に向かう全すべての道は、上り坂になっている。住人からすれば生活は大変だったかも知れない。とりあえず老後には住みたくないところだな、とヨアキムは考えた。

「カダムスさんたちが、使える建物をどんどん修復しているんですけど……でも道具とかが足りなくて、あまり進んでいないみたいです。何千という建物があるんですけど、使われているのはほんとに一部で。もしどこか好きな建物に住みたいと思ったら、まずカダムスさんに報告して下さいね。良い場所はもう取られちゃってますけど」

　人が住まなくなった場所は、本当に荒れるようだ。ヨアキムがざっと見ただけでも、古くて壊れた建物がほとんどだ。湖が近くにあるせいで湿しつ気けが多いため、カビの温おん床しようになっているとプリムローズは言った。

　この旧王都が牢獄都市として使われるようになってまだ数年だというから、住居としての機能を取とり戻もどすまでに至っていないのだろう。

「プリムローズはどこに住んでいるんだ？」

「私は、シスター・マチルダさんと一いつ緒しよに教会に住んでいます。一番大きい建物なので、たくさん人が住んでますよ。ここにいる女性は、ほぼそこに」

「へえ……二人以外にも女性がいたのか」

「三眼王ウルガ・マギアのせいです」

　プリムローズは厳しい声で言った。

「たくさんの人が冤えん罪ざいで牢ろうに送り込まれました。私の知っている人も、何人か……一つの村の人間が全員送り込まれたこともあると聞いています。私、三眼王ウルガ・マギアは救いがたいロクデナシのバカだと思います」

「……危険発言、だな」

　ヨアキムは意外だった。プリムローズは堂々と王を批判している。牢獄都市の中ではどれだけ三眼王ウルガ・マギアを悪く言っても許されるのだろうか。ヨアキムはプリムローズの後ろ姿を見つめながら、彼女がどのような決意でもってここに来たのか、想像した。

「大だい丈じよう夫ぶです。私、ちゃんと相手を選んで発言していますわ」

「へぇ。そうは思えないけど」

　プリムローズは文句を言おうとした。ヨアキムは右手を挙げてプリムローズの言葉を止めた。とんでもないものが見えているような気がする。

「……なんだありゃあ……っ？」

　城まで続く大通りの上の方から、巨大な体たい躯くをしたオオカミのようなものが走ってくる。速い、かなりのスピードだ。

　ヨアキムはプリムローズの腕を取り、自分の背後に移動させる。プリムローズもまた目を見張った。

「牙が狼ろう……あんなに大きなのは、見たことがありません！　でも、魔物は昼には現れないはずなのに！」

　悲鳴が聞こえる。通りに顔を出していた男たちが、蜘蛛くもの子を散らすように逃にげ出している。あのオオカミの突とつ進しんを受けてまともに受けきれる盾たてはこの世にないのではないか。こちらめがけて一直線に駆かけてくるように見える。

「プリムローズ、こっちに……」

「ちょいあすっっっっ！」

「ぐはぁっっ？」

　ヨアキムは後頭部に衝しよう撃げきを受けて前のめりに倒れることになった。ラウナシカが警告を飛ばす暇ひまもないほどの素す早ばやい襲しゆう撃げきだった。プリムローズの腕を掴つかんでいたヨアキムの手が何かの武器でぶん殴られ、離はなしてしまう。

「お前、今プリムローズ様を盾にして魔物の餌にして逃げようとしましたね、卑ひ怯きよう者ものっ！　今からお前とオオカミを倒しますから覚かく悟ごなさい、下げ郎ろうっ！」

　小気味よく罵ののしられながら、ヨアキムは襲しゆう撃げき者しやを見た。

　プリムローズの腕を取っているのは、小柄な少女だった。ふんわりと丸く膨ふくらんだ袖そでと、たっぷりとひだのついたスカートのワンピースを身につけているのが、なんともこの場所に不ふ釣つり合あいだった。

　ほっぺたが、思わず触りたくなるほど丸くぷりぷりしている。背が低いので幼く見えるが、プリムローズとそう年ねん齢れいは変わらないかも知れない。右手には鞘さやをつけたままの短刀を握にぎっている。それでヨアキムを思い切りぶん殴ったのであろう。かなり痛かった。

「エリィ……！　ぜ、全然違ちがうのですけど」

「……プリムローズ」

　ヨアキムの声にびくりとしたプリムローズが背筋を伸のばして、はい！　と返事をする。

「こいつはなんだ」

「あ、あの、私の身を守るよう、私の兄に命令されている子で、エリィと言います。す、すみません、悪い子じゃないんですけど、早とちりで」

「プリムローズ様っ？」

　エリィは素すっ頓とん狂きような声を上げた。主人の言葉に心底吃驚びつくりしている。

「……主従揃そろって人の頭を狙ねらいやがって」

　吃驚したのはこっちだと言いたいが、今はそんな余よ裕ゆうはない。フゥッとラウナシカが「その子たちに関かかわってる暇はないわよ！」という意味を込めた警告音を飛ばしてきた。




　牙狼は運良くというべきか、一匹ぴきだけだった。だが大きい。オオカミと言うよりクマと言った方がいい体格をしている。一いつ般ぱん的てきなオオカミと違うのは、口が異様に長大で、獲物に食くらいついたらそれを真っ二つにするだけの顎あごの力を持っているところだ。金色の目はぎらぎらと光っており、非常に空腹なようだ。口から唾だ液えきを垂れ流しながら、逃げ遅おくれた男に襲おそいかかろうとしている。

「ひ、ひぃぃぃいいい！」

　見ていると、ここに住んでいる囚しゆう人じんたちは、戦せん闘とう力りよくのない民たみの方が多いようだ。三眼王ウルガ・マギアの猜さい疑ぎ心しんによってこんな場所に送られることとなったが、そうでなければ土地を耕して一生を平和に送っていた者もいるだろう。男は戦うすべもなく、獣けものを目の前にして腰こしを抜ぬかしている。いや、背を向けて逃げていれば一いつ瞬しゆんでその背中を爪で引ひき裂さかれただろう。

「武装したやつは、いないのかっ？」

「カダムスさんに連れん絡らくが行って……それからだと思います！」

　待っていたら間に合わない。犠ぎ牲せいは今狙われているあの男だけではすまないだろう。ヨアキムは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、走り出した。

　こんなところで魔ま法ほうを使うことになるとは思わなかったが、しかしあの男が殺されているのを黙だまってみているわけにはいかない。

「……やるの？」

　そばを駆かけるラウナシカが問いかけてくる。ヨアキムは返事をしなかった。プリムローズとエリィは動どう揺ようしていたが、驚いてはいなかった。きっと、珍しいことではないのだ。

「魔石を消費することになるわね……この討とう伐ばつで礼金は誰からいただけるのかしら」

「…………」

　誰からも、もらえない。

　ヨアキムはそう思ったものの、馬ば鹿か正しよう直じきに答えるのはやめておくことにした。




　ヨアキムは走りながら、杖つえを振った。

「風撃デイズイツト！」

　それは『短呪』と呼ばれるものだ。杖に事前に組み込んでいた術式を、短い言葉で起動させるよう設定している。効果は弱いものがほとんどだが、数秒で実現する魔法だ。

　ヨアキムの声に杖が反応し、魔石が光る。解放された力が、魔物の前で炸さく裂れつした。

　牙狼に狙われていた男は、道に敷しかれた石が大きな音を立てて破は裂れつし宙に舞ったのを見て、それまでの緊きん張ちようから逆に解放されたらしい。ひ、ひいぃ、と声を上げながら後退する。そして、

「逃げなさいっ！」

と叫んだのが猫ねこであった事実も知らず、牙狼に背を向けて一目散に逃げていった。

　牙狼は顔面に石つぶてがぶつかり、どこかが切れたらしい。顔面に血を滴したたらせていた。かれには大したダメージではなかっただろう。ただ、その襲撃はかれを非常に怒らせたようだ。

　走ってきたヨアキムを見つけた牙狼は、前足を伸ばし、ぐっと身体を屈かがめて、戦せん闘とう体勢に入った。一瞬の油断もなく、近づいてきたヨアキムが敵であると判断したのだ。

「余計な真似まねはするなよラウナシカ。今のその身体で一いち撃げきでも浴びたら、即そく死しだろうからな」

「ふん。猫の姿のままでも簡単な魔法くらい、使えるのよ」

「いらないから下がってろ。それに、嘘うそだろそれ」

「……ニャー」

　剣けんでもなく、槍やりでもなく、斧おのでもない。

　ヨアキムが手にしているのは、誰も見たことのない形をした杖だ。

　牙狼に対たい峙じしているヨアキムを目にした者は、なにを命知らずな……と恐きよう怖ふすら覚えただろう。痩やせた身体をした少年が魔物に向かう様はあまりにも無む謀ぼうすぎるように見える。牙狼の前足の一撃で簡単に胴どうが二つに千切れてしまうだろうことは、簡単に想像できる。




「エリィ……わ、私はどうすればいいのですか」

「プリムローズ様。ここを動いてはいけません。決して」

　プリムローズはヨアキムの行動を前に、目を白黒させている。その手をぐっと握り、エリィは告げた。

「で、でもエリィ。あの方は魔女のことを口にされていたのです。し、城の中にいるという……」

「……なんですって」




　二人の少女の会話はヨアキムの耳には届かなかった。

　ラウナシカはヨアキムの足元から離れない。ここでヨアキムを失えば、ラウナシカの運命は断たたれたも同然だ。……だが心配などしていない。ヨアキムには、あの男を助けるだけの力があることを、ラウナシカはよく知っている。

　グア、ルルァァァァ！

　牙狼は吠ほえた。小動物をすくみあがらせ、硬こう直ちよくさせる咆ほう哮こう。気の弱い者であればそれを耳にしただけで気を失っただろう。

　ヨアキムは凶きよう暴ぼうな魔獣と戦ったことがある。この牙狼はその中でも一番巨大で、一番強そうだ。事実、最強だろう。

　だが、負けるつもりはなかった。




「第二位術式ジユラメン、発現ガード。炎熱具現マウリツイオ……第一石マウト、第二石アウラ、第三石エント、崩壊オロ」




　本来であれば、牙狼の攻撃を止めることなどできそうにない杖の一ひと振ふり。ヨアキムの手で指揮された忠実な兵のように、放たれた炎熱が巨獣の全身を包つつんだ。

　牙狼は咆哮した。




「杖使い」が使うのは、鍛たん錬れんすれば誰でも身につけることができる技術、「魔ま術じゆつ」だ。

　魔ま力りよくを封ふうじ込める能力を持つ石が発見されたのは、初代三眼王ウルガ・マギアの時代だった。それまでは宝石でもないクズ石と見なされていたその石は、力を引き出せる者が手にすれば、すさまじい力を発揮した。

　それまでは魔法を使うことができるのは、異世界の竜と契けい約やくし、その魔力を行使して魔法を使う「竜りゆう紋もん師」だけだった。

　技術は革新され、魔法は選ばれた者だけのものではなくなった。

　少なくとも、ヨアキムとラウナシカの在ざい籍せきするヴィブロス魔術学院には、竜紋師と戦っても遜そん色しよくのないレベルに達した杖使いが何人か存在している。

　そしてヨアキムは学院の中でも指折りの実力者として目されていた。剣の道を諦あきらめてこの学園にやってきた少年には、学長が「恐おそるべき」と表現するほどの才能があった

　石から力を引き出す能力の速さ、確実さ。魔術の式を組む丁寧さ、間ま違ちがいのなさ。魔石を三つ消費した炎は、周りの家すら焦こげ付つかせるほどのものだった。先手必勝とばかりに容赦なく魔法を浴びせたのは正解だった。戦いを長引かせれば長引かせるほど、戦闘は魔獣に有利になっていただろう。

　牙狼は徐じよ々じよに動かなくなった。

「……な、大丈夫だったろ。ラウナシカ」

「ばっ……油断しちゃ」

　駄だ目め、とは言葉にならなかった。

　ラウナシカの位置から、牙狼が目を開けているのが見えた。絶命してのことではない。その目に爛らん々らんと殺意の光を宿らせている。倒れたふりをする知ち恵えが、この魔物にはあったのだ。

　油断したヨアキムは牙狼に背を向ける格好になった。そして牙狼は全身のバネのような筋肉でもって体勢を整える。そして、その一秒でヨアキムに襲いかかる……！

　振りかぶった前足を叩きつけようとする。ヨアキムは寒気を感じて振り返り、そして杖を構えた。先ほどの短呪を口にしようとする。

　寸前、ヨアキムと牙狼の間に割り込んだ影かげがあった。前足の一撃を、剣が受け止める。

　エリィと呼ばれていた少女だった。スカートを翻ひるがえらせながら、巨獣の一撃をその細腕で受け止めた。獣の一撃をこの小さな少女が見事に受けた事態にヨアキムは驚きよう愕がくした。だがそれも一瞬のこと、ヨアキムは礼を言うよりも先に呪じゆ文もんを口にした。

「第一位術式ジユラメン、発現ガード。炎火具現マウリツイオ、第七石サータ、第八石グラージ、崩壊オロ！」

　牙狼が少女に噛かみつこうとした瞬しゆん間かん、術が炸裂した。再び生み出だされた炎が、牙狼の身体を包む。

　牙狼は地面に転がりながら、顎を開き、がちりと閉じた。その憤ふん怒ぬの形相が完全に炎に包まれる。最初の炎でかなりのダメージを与あたえていたが、この魔術が決定打となった。

　眼前で牙狼の口が開かれるのを見、その生なま臭ぐさい吐と息いきを浴びることとなったエリィは、牙狼がずしんと地じ響ひびきを立てて地面に倒れた後、ずるずると地面に座すわり込んだ。怪我けがはしていない。ヨアキムは安心して息をついた。

「エリィ！　大丈夫ですか！」

　慌あわてて駆けつけてきたプリムローズがエリィの肩を揺さぶる。するとエリィはじんわりと目に涙なみだを浮うかべ、プ、プリムローズ様……と声を出した。

「私の命は！　プリムローズ様を守るためにあるんですからっ！　こんなどこの馬の骨か分からないような奴のために浪ろう費ひしていいわけないんですっ！　なのにプリムローズ様がこの少年を助けてとおっしゃるからああっ」

「ごめんなさい、ごめんなさいねエリィ。あなたなら大丈夫と思ったの。良かったわ、怪我一つなくて。ね、大丈夫だったんだからそんなに怒らないで。怖こわかったのは分かるけど……」

「怖かった！　怖かったんです！　もおお、ほんと意味が分かりませんこの」

「牙狼がこんな時間にこんな場所にいるなんて、確かに意味が分からないわね」

「違いますっ！　この男です、それにこの、猫っ」
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「猫ちゃん？」

　肩にラウナシカを乗せたヨアキムがぎょっとしてエリィを見る。ラウナシカは全身の毛をふわっとふくらませた。

「この猫ねこ喋しやべってるんです！　私、聞きました！　もう怪あやしいといったらほんと完全怪しいです！　意味が分かりませんっ！　こいつ、魔物かも知れませんよプリムローズ様ぁ！」

　ぽかんとしているプリムローズに向かって、エリィは言葉を炸裂させた。

「……………………」

「……………………」

　プリムローズは絶句し、ヨアキムもまた言葉を失っていた。どう言えば誤ご魔ま化かせるのか分からない。逃とう亡ぼうすべきかもしれない。しかし。

「牙狼はどこだああああああああああっ」

　後方から絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。カダムスだ。武装した男たちを引き連れて、魔ま物もの討とう伐ばつに来たのだろう。興奮したおたけびまで聞こえてくる。

　ヨアキムは「とりあえず、ここは逃げさせてもらう！」と叫さけんで走り出した。

「ちょっ、まっ、待って下さいっ！」

　プリムローズが叫ぶが、振ふり返かえることなく全力疾しつ走そうを始めた。







三章　協力







　実際のところ、坂道の全力疾走はかなりの困難をともなった。ヨアキムはあまり体力に自信がある方ではない。魔術学院では本を前に暗記作業がもっぱらであり、身体を鍛きたえる科目などほとんどなかった。

　とはいえ、年下の少女たちの足に追いつかれるほど虚きよ弱じやくでもない……はずだった。

　ヨアキムは肩かたで息をしながら壁かべに寄っかかり、完全についてきたプリムローズとエリィの二人を前にしてしばらく呼吸を整えた。

「なんで、追って、くるんだ……」

「逃げる、から、です……」

　二人は荒い息で短い会話をかわしてから、しばらく呼吸を整えるのに専念した。

　エリィはともかく、プリムローズは貴族令れい嬢じよう然としているから、ここまで足が速いとは思わなかった。エリィはあの時点で腰を抜かしていたはずだから、必死に主人についてきたのだろう。顔を青ざめさせ、吐はき気けと戦っているようだ。

　ラウナシカは疲ひ労ろう困こん憊ぱいなどしていない。すました顔でヨアキムの肩に乗っている。そうか、とヨアキムはラウナシカの首の後ろを掴んで肩から引きずり下ろした。

「……そうか。お前が乗ってたから追いつかれたんだ、デブ猫」

「ブニャー」

「その猫です！　その猫が、口をきいていたんですプリムローズ様！」

　息を荒げながらも、エリィはラウナシカを指さし、必死に主張した。プリムローズはどう対応して良いか分からなかったのだろう。きょろきょろと見比べている。

「………………」

　無言のままヨアキムと肩の上のラウナシカを見つめる。プリムローズは悩なやむ表情を浮かべているが、どこまでエリィの言うことを信じているのか不明だ。

「猫が喋しやべるわけないだろ？」

　ヨアキムは二人を説得すべく、堂々として見えるように言い放った。

「あんな化け物みたいなやつと戦っていたんだ、なにか聞きき間違いをしたとしても全然おかしくない」

「私は聞き間違いなんてしません、あなたは嘘つきですね！　怪しいです、その手て袋ぶくろもなにか怪しいし……顔もよく見たら怪しいです！」

　エリィは余計興奮し、そう主張した。丸い頬ほおを真っ赤に染めている。怪しい顔などと言われてしまい、ヨアキムは無言になった。

　プリムローズはまあまあ、とエリィの背中を叩いた。

「エリィ、猫は喋ったりしません」

「プリムローズ様！」

「ごめんなさい、ヨアキムさん。エリィが失礼なことを申しました」

　にこにこして礼れい儀ぎ正ただしくプリムローズはそう言い、ヨアキムに一歩近づいた。プリムローズはあまり背が高くないので、ヨアキムの肩に乗ったラウナシカの顔が彼かの女じよの目の前にある。プリムローズは目を細くしてラウナシカに微笑ほほえみかけた。ラウナシカが「にゃ」と鳴く。絶対にボロは出さないと決意しているのがヨアキムには分かった。

　だが。

「こんなに可愛かわいい猫ちゃんなのに……あら、でも尻尾しつぽにブリオ虫がついてます」

　ブリオ虫は、黒い表面がてらてらと光る昆こん虫ちゆうで、主に台所に現れる。女性に絶大な不人気を誇ほこる虫である。

　ご多分に漏もれず、ラウナシカもブリオ虫を嫌きらっていた。

「いやあああああああっっっ」

　ラウナシカはヨアキムの肩に爪つめを立てて飛び上がった。痛みのあまりヨアキムが体勢を崩くずしたところに、ラウナシカは突とつ撃げきした。

「取りなさいよ早く早くお願い取って取っていやああああ」

　顔面に飛びつき、大おお騒さわぎである。ヨアキムは体勢を崩しながら、プリムローズが上品に口に手を当てているのを見た。

　この少女はくせ者だ。

　エリィは「やっぱりほんとだったですよね！　私、全然嘘ついてませんしっ！」と騒いでいる。

　ラウナシカは大騒ぎをしていたが、プリムローズはそのラウナシカに顔を近づけ、小さな声で、

「ごめんなさいね、今のは嘘です。何もついていませんから、安心して」

と囁ささやきかけた。

「……………………へっ？」

「……………………」

　ラウナシカは苦虫を千匹くらい噛みつぶしたような顔をしているヨアキムと、すまなそうにしているプリムローズを見比べた。騙だまされた。完全に騙されたのだ。

「に、にゃー！　にゃー、にゃー！」

「今さら遅おそいよラウナシカ」

「………………」

　この場にいる全員の視線を浴び、ラウナシカはもうなにも誤魔化せないことを悟った。顔を洗っても、後足で頬をかいてみせても。どんなに可愛らしく鳴いてみせても。

　ラウナシカのヒゲは垂れ下がり、しおしおとうなだれた。仕方なくヨアキムは地面と同化しそうなほど脱だつ力りよくしているラウナシカを持ち上げ、肩に乗せた。まるで襟えり巻まきのようだった。

「……本当にごめんなさい、騙してしまって」

「いいんだ、こいつが間ま抜ぬけだったんだから」

　ラウナシカは間抜け呼ばわりにヒゲをぴんとさせたが、すぐにまただらりと脱力した。







　それから四人はエリィが普段出入りしているという建物に移動した。その場所が近かったのもあるが、誰かに話を聞かれる可能性をできるだけ排はい除じよしたかったのだ。

　建物と建物の間の細い道を抜けて歩いて行く時は、エリィが、

「上から崩れた建物の壁の石が落ちてくることがありますから、気をつけてくださいプリムローズ様」

　と注意した。プリムローズ以外の者は怪我をしてしまったらいい、という口調だったが、ヨアキムは特に気にしないことにした。

　エリィは裏表のない単純な性格に見える。プリムローズの方が意外と侮あなどれない。さきほどラウナシカがはめられたのは単純な手だったが、見事だった。あれは耐たえきれなかったラウナシカに文句を言いたいところだが。ラウナシカはいまだにへこたれている。人間時代のラウナシカは、確かあの黒い虫が大だい嫌きらいだった……。昔、父が台所に食べ残した食料を棚たなに隠かくしていたせいで幼いラウナシカが大量の黒い虫を目にすることになったという思い出がある。

　その建物はもともと酒屋だったらしく、床ゆかに空あき瓶びんや箱が転がっていた。壁に作り付けの棚が並んでいる。あまり広くないが、二階建ての建物であり、二階は居住部分だったようだ。四人は二階にのぼった。

　エリィは細やかな性格をしているようで、きちんと掃そう除じも行き届いていた。床にも椅い子すの上にもチリ一つ落ちていない。

　小さな窓から、灰色の壁へき面めんに蔦つたの取り巻いた旧王城が見える。日はだんだんと陰かげっている。今日は城に向かうのはやめておいた方が良いだろう。城の中がどうなっているか分からないし、危険があったら困る。陽光の下でならしっかりと防げたトラブルに巻き込まれて命を危あやうくするのはごめんだった。

「まあ、素す敵てきな場所ですわ」

　プリムローズが褒ほめると、エリィは嬉うれしそうにした。

「秘密の基地ですから！」

「なかなかいい場所だなあ。……でも一体ここで何をしているんだ？」

　ヨアキムに訊きかれ、エリィはえっへんと薄うすい胸を張った。

「拠きよ点てんはいくつかもっておくと、いざというときの隠れ場ば所しよになりますからね」

「……いざというとき？」

「それはもちろん、エルンダーク様の軍がここに攻せめ入いってきて戦いになったときの」

「エリィ」

　かなり口の軽い護衛だった。つるつると滑すべり出でてきたその言葉にヨアキムは目を見張った。

　エルンダークという名前には聞き覚えはないが、軍という言葉は穏おん当とうではない。ラウナシカの顔を見ようとするが、ラウナシカはまだヨアキムの肩でのったりとしている。ヨアキムは容赦なくラウナシカのヒゲを引っ張った。フギャッと悲鳴が上がる。

「その猫さんは、賢かしこい猫さんですの？　それとも、人間が変身しているのですか？」

　世の中には変身能力のある者がいる。意のままに動物にも色々な人間の姿にも変わることができる。そのことを、プリムローズは知っているのだろう。

　椅子に座ったヨアキムは、膝ひざの上にラウナシカを移動させた。

　プリムローズも椅子に座る。しかしエリィはプリムローズの背後に立ったまま、余った椅子に座ろうとしなかった。すすめられても頑かたくなに断った。

「私は人間よ。こうなったのは……まあ、事故みたいなものね」

　ラウナシカが口を開くと、プリムローズはびっくり顔になり、エリィはうげ、と顔を引きつらせた。猫が口をきくというのは、分かっていてもなかなか衝しよう撃げき的てきな光景だった。ヨアキムは慣れきっているのでもはや何とも思わないが。

「だいたい人以上の知能を持つ動物なんか、物語の中にしかいないわ。竜りゆうは別だけど」

「まあ……もしかして変身能力をお持ちなのかと思いました。聞いたことがあります、世の中にはなんにでも変身できる魔法を使えるひとがいると。もしそうだったら、私の姿になってもらったら面白おもしろいかなと思ったんですけど……」

　プリムローズは残念そうにしている。エリィはその後ろで、プリムローズ様……と情けない声を上げた。主人にはあんなおかしなものにはできるだけ関わって欲ほしくないようだ。

「おふたりはどういうご関係なのですか」

「見て分からないかしらー？」

「分かるわけないだろ」

　ヨアキムはラウナシカの頭を人差し指でぴんとはねた。

「俺おれが兄でこれが妹」

「違うわっ！　私が姉で、これが弟よ！」

　二人の掛かけ合いを見て、プリムローズはくすくすと笑った。

「私にも兄がおります。ここに来てから全然会えないのですけど……」

「プリムローズ様……そりゃ会えるわけありません」

　護衛につっこまれてプリムローズはやや恥はずかしげに頬を染めた。恥じらっている様子がとても可愛らしい。なんの罪でここに来ることになったのか、また気になった。

「お二人は、それでなんのためにここに来られたのですか……？」

　おずおずと切り出され、ラウナシカがふんっと鼻息を荒あらくした。

「貴族のツボを割ったって話、聞いてなかった？」

「いいえ、そんな作られた話はさておき、私はお二人がここに来られた目的をうかがいたいと思います」

「……………………」

　プリムローズは虫も殺さぬ微び笑しようをたたえている。

　ヨアキムは、この少女がやはり一ひと筋すじ縄なわではいかないことを悟った。プリムローズは、二人の目的についてなにか確信があるようだ。

「目的なんかない、と言ったら？」

「先ほどヨアキム様が、城の中に住む魔ま女じよの話をされたときから、もしかしてあなたは私たちと同じ目的を持ってこの場所に来られたのではないかと考えていました」

　ヨアキムが話をそらそうとするのを許さず、プリムローズはずばりと切り出した。

「じゃあ、君たちは」

　ヨアキムは注意深く応じた。

「ええ。王城の中に入り、災さい厄やくの魔女を救出するつもりです」




　災厄の魔女。

　十年前、三眼王ウルガ・マギアギスタークをその手にかけようとした存在は、国中の者が知っている。祭りの劇にもなるくらいだ。

　魔女の襲撃より十年。失政を繰くり返してきたギスタークに対する民の絶望は深く、今では「どうして魔女はあの男を殺してくれなかったのか」という声すらきこえるようになってしまっている。もちろん、そんな噂うわさをギスタークが聞きつければ、町に軍が送られてくることになるだろう。この牢ろう獄ごく都市に送られてきている者も、そのような罪ともいえないような罪科で送られてきた者が珍めずらしくない。




「もしかして、もう王城の中に入ったのか？」

「ええ、私、入りました」

　エリィが手を挙げる。ヨアキムが話を聞かせてくれと言って視線を向けると、エリィはべっと舌を出した。

「嫌いやです。何も教えません」

　とても子どもっぽい仕草だった。ヨアキムは少しイラッとした。

「…………エリィ。ちょっと黙っていて」

　プリムローズはヨアキムより年下だろうが、エリィを相手にしていると優ゆう雅がな貴族のマダム然とするのが不思議だ。護衛というが、エリィはプリムローズとそう年が離れていないだろう。牙狼の一撃を短刀で止めた、あの剣技は目を見張るものがあったが。

「提案なのですが、協力しませんか？」

　プリムローズの青い目が、しっかりとヨアキムを見すえた。

　ヨアキムは一瞬言葉を失った。言下に断る、ということができない迫はく力りよくがあった。

「君たちみたいな女の子がどうしてそんなことをするんだ？　……こんな場所、危ないじゃないか」

　ヨアキムから見て、プリムローズとエリィのふたりはとても危なっかしく見えた。たとえこの牢獄都市にいる人間が全員無実の者ばかりだったとしても、少女二人でのんびりと道を歩いて良いとはとてもいえない。

　どちらかというと、あり得ない。当たり前のように二人がここにいることが。

「危ない……というのは？」

「あ、あれですかねプリムローズ様。夕方にお城までの道を歩いていたら、いきなり数人の男に取り囲まれた……」

　ヨアキムとラウナシカは驚おどろきのあまり目を見開いた。

「危ないだろ！」

「危険すぎるわっ！」

　その反応をみても、プリムローズはきょとんとしている。エリィも、しばらく考え込んでいたが、うんうんと頷うなずきだした。

「……なんだ？」

「悪いですが、私とプリムローズ様を普ふ通つうの可愛い女の子と思わない方がいいです」

「はぁ？」

「私たちに戦闘で勝てる者は、今のところこのヴェントーリアにはいないですから！　プリムローズ様も貴族令嬢最強ですし！　私は同年齢の子に負ける気はしませんね！」

　エリィはえっへんと威い張ばっている。プリムローズはにこにこしている。

　平和な国から来た使者にしか見えない。特にエリィは頭が平和すぎるようだ。

「……頭が痛くなってきた。じゃあ、そんなに強いんだったら自分たちだけでなんとかすればいいじゃないか……？」

「そうよ。城の中に魔ま物ものがいるわけじゃあるまいし」

「そういうわけじゃないんですが、なんだか文字が書いてあって、どうしても開かない扉とびらがあるんですよ。私がここに持ち込んだ武器の数々の中から最重力級の、大魔都仕様粉ふん骨こつ砕さい身しんトンカチで百発殴なぐったんですが、木の扉のくせに揺ゆらぎもしなかったのです。あれは、なにか魔法的なニオイがします」

「私もエリィも魔法方面の知識はないものですから……」

「………………そもそもその、大魔都仕様粉骨砕身トンカチというものについて異議を申し立てたいんだが。トンカチというかお前がトンチキというか」

「ヨアキム、そういうどうでもいいことに関わり合ってると会話が進まないわ。まあいいわ、私たちもどうせ城に行くんですもの。どうしても付いてきたいって言うのであれば、そのくらい目こぼししてやらなくもない」

「プリムローズ様、私、この猫にとても失礼なことを言われているような気がするんですけども……」

「エリィ、細かいことは気にしなくていいのよ」

　ラウナシカはとん、とテーブルの上に飛び乗った。

　少女二人は猫が喋る現象にすっかり慣れてしまったようだ。

「というかあんたたち自分たちがどういう風に見えるか分かっている？　あなたたちの仲間は、どうしてよりにもよってあんたたちを送り込んだのかしら？　潜せん入にゆう捜そう査さにはまるで向いていないと思うんだけど」

「そ、それは……私が勝手にやってきたからです」

　プリムローズはもじもじと両手の指をこすり合わせた。恥じらうようにぽっと頬を染めている。

「知り合いの家の飛竜に許可無く乗って、ここまでやって来ました。空から来る分にはイビスゲイルにも襲われないかもしれないと思いまして」

　実際はイビスゲイルは飛ぶことができるので、プリムローズは襲われていたかもしれない。蛮ばん勇ゆうと呼ばれるべき行為だった。

「プリムローズ様が一人で行ってしまいそうになって、私が後を追いかけたんです。飛び立とうとしている竜にしがみついて、落ちないよう苦労しました……なんでそんな顔をしているんですか」

　エリィが気味悪そうにヨアキムを見る。

　ヨアキムは彼女たちの保護者に激しく同情していた。苦労が耐えなかったことだろう。

「護衛なら、止めるべきだろ……」

「私は主人にどこまでも付き従う型の護衛なのです。エルンダーク様は怒り心頭でしたけど。あ、プリムローズ様と私を追いかけて、地上で怒いかり狂くるわれていたのです」

「兄様は心しん配ぱい性しようですから……。飛竜に乗って魔女を助け出しますと叫んだとき、言葉を失ってらっしゃいましたものね」

「……そいつは飛竜に乗って追いかけてこなかったのか？」

「追いかけて来られないよう、他ほかの飛竜の餌えさに眠ねむり草を混ぜました。身体に有害なものではないのでご安心ください」

　ヨアキムは会ったこともないプリムローズの兄、エルンダークのことを思うと同情の涙が出そうだった。この二人には無む駄だに行動力がありすぎる。苦労が絶えなかったことだろう。

　ラウナシカがこほん、と咳せき払ばらいした。

「まあ、あんたたちのここに来た状じよう況きようは分かったわ。じゃあ、あんたたちが魔女を見つけた後どうするか、それを教えなさい。まさか、魔女を討伐するつもりじゃないでしょうね。というか、あんたたちのバックにいるのは何者なのよ？　さっき、軍とか言ってたけどどういうことなの？　それをはっきりしてもらわなければ、交こう渉しようは決けつ裂れつよ」

「うっ……プリムローズ様、なんだかこの猫ねこ賢かしこいです」

「そうですわね……こちらとしてはあなた方のことを先に知りたいところですけど……」

　ヨアキムたちは今のところプリムローズたちの助力など必要としていない。

　逆に、プリムローズたちは魔法の扉を前に行いき詰づまっている。

　そのことを考え、プリムローズは自分たちから情報を出すことにしたらしい。やはりこの少女は見かけ通りのぽやぽやではないようだ、とヨアキムは考えた。

　そして彼女が語り出した話は、あまりにも深刻なものだった。




「私の生まれた家は、三眼王ウルガ・マギアに奪うばわれてしまいました。そして、母も、三眼王ウルガ・マギアによって命を奪われました。人妻であり私と兄の母であった人に対し、三眼王ウルガ・マギアは口にするのもおぞましい、あまりに下げ劣れつな要求をしました。逃にげられないと知った母は、それでも逃げようとし……命を奪われたのです」

「プリムローズ様」

　エリィがプリムローズに寄より添そうと、プリムローズは大丈夫、というように微笑んでみせた。

「母に屈くつ辱じよくを加えられたと言い、三眼王ウルガ・マギアは我わがパシアヌス家から土地も財産も没ぼつ収しゆうしました。残ったのは、父と兄と……雇やとっていた者たちも、ほとんどは去っていきました。父は、地方にひとつだけ残されていた屋や敷しきを拠点に、三眼王ウルガ・マギアにご意見申し上げる団体をつくることにいたしました」

「ご意見申し上げる……」

　穏おだやかなのかなんなのかよく分からない表現だった。

「つまり、革命を起こす、ということか？」

「ギスターク王の御み代よがこのまま続けば、必ずこの国は衰すい退たいするでしょう。その前になんとかしなければなりません。ですが、今はあまりに力が無くて、革命などという言葉すら口にするのもおこがましい状態です。彼かれを王座から引きずり落とすにしても、その後は？　この国の民たみは、三眼王ウルガ・マギアという存在そのものを大事に思っています。初代三眼王ウルガ・マギアがあまりに偉い大だいだったからですが……」

　プリムローズはまっすぐにヨアキムを見つめた。

「災厄の魔女は、彼の命を奪おうとした存在です。私は……私個人の我が儘ままですが、彼女と話がしてみたいのです。彼女の話を詳くわしく知れば知るほど、その思いは強くなりました」

「……どうやって詳しい話を聞いたのよ？」

　ラウナシカが問う。すると、プリムローズは、

「災厄の魔女の、お父様からですわ」

　と答えた。

　ヨアキムはかすかに目を見張った。

「青せい狼ろう公こう、か」

「ええ。そもそも魔女の襲しゆう撃げきを原因に家を取りつぶしにされ、死罪になるところだった青せい狼ろう公こうを秘ひ密みつ裏りに助けだしたのは、私の父です。青せい狼ろう公こうであれば、魔女と呼ばれている方のことをきちんと知っていても、なんの不思議もありませんわよね？」

「…………そ、そうね」

「私は、あなた方は青せい狼ろう公こうの依い頼らいによって来られた方達たちではないかと考えております。もし、あなた方が依い頼らい主ぬしと思っている人が青せい狼ろう公こうでないとしても、結局のところその依頼主の後ろにいるのは青せい狼ろう公こうではないかと。……違ちがうでしょうか」

　プリムローズは賢い娘むすめだ。それなのに、エリィのようにあまりにも口が軽く革命のことを喋りすぎるとヨアキムは思っていた。それは、ヨアキムたちがここに来た理由についても、ちゃんと推測していたからか。

「………………」

　ラウナシカはちらりとヨアキムを見た。ヨアキムは肩をすくめた。

「まあ、そうだな。うん。そういうことなら、誤魔化すのはやめておく。そうだよ、俺たちの依頼主は、青せい狼ろう公こうだ」

　驚きの表情を浮かべたのはエリィだけだった。

「ガルドおじさまは、お元気でしたか？」

「ああ。殺しても死ななそうな感じだった」

　プリムローズはふわりと微笑んだ。

「そうですか。ガルドおじさまと連れん絡らくが取れなくなって、心配しておりました。お元気そうであれば、良かったです」




　ガルドおじさまなどと、可愛く呼ばれるような男ではなかった。

　ヨアキムは、ガルド・ベルガスタイン青せい狼ろう公こうと顔を合わせることになったときのことを思い出す。一言で言えば、巨きよ漢かん。たとえるならば、熊くまだった。

　青せい狼ろう公こうは戦せん斧ぷを持てば戦場に竜たつ巻まきを起こすと言われたほどの武人で、先代の三眼王ウルガ・マギアの時代には数々の殊しゆ勲くんをあげてきた。撃げき退たいした敵軍の数は千にものぼる。国境を守る守護神として長年つとめてきた、生きる伝説ともいえる存在である。

　本来であれば、十年前の時点で即そく位い後二年しかたっていなかった三眼王ウルガ・マギアギスタークが辞やめさせたり、死罪にできるような存在ではありえなかった。それでもギスタークは、

「お前の娘が余の命を狙ねらったのだ！」

と指先を突つきつけ、神将の中から「憤怒のヘムルート」、「魂たましい縛しばりのグリフォス」、「外げ道どうのエフィ」という二つ名で知られる神将たちを向かわせて、青せい狼ろう公こうを生いけ捕どりにした。

　そして天幕のない馬車の荷台の上で、見世物にするように、縛られたままの青せい狼ろう公こうを運んだ。王都の民たちのうち、何人かは青せい狼ろう公こうに石を投げたという。王の命令に従ったのだ。民の多くは青せい狼ろう公こうの傷まみれの身体をみて目を逸そらした。

　そんな中彼を助け出したのがプリムローズの父である、という。

　ヨアキムは、プリムローズの言葉を疑う必要はない、と判断した。

「分かった。協力しよう。よろしく、プリムローズ」

　ヨアキムが手を伸のばすと、プリムローズはぽっと頬を赤らめ、そしておずおずとヨアキムの手を握にぎった。

「ありがとうございます……！　嬉しいです」

「ああっ、この男、プリムローズ様の手を握ろうとして手を伸ばしてくるなんて、なんて悪あく辣らつな！　プリムローズ様、早くその汚きたない手を離はなして下さいっ」

　エリィが慌てて文句を言う。

「君のところでは握あく手しゆっていう習慣は、なかったのか」

とヨアキムが聞くと、プリムローズはなおいっそう赤くなった。

「あの……、エリィ。これから一いつ緒しよに行動する方ですから、失礼なことは言ってはなりません」

「ぷ、プリムローズ様ぁ……！」

　エリィは情けない声を上げてふらふらと後退した。ラウナシカは猫ねこらしく目を細くしてエリィを眺ながめていた。視線が雄ゆう弁べんに語っている、バッカねぇこの子、と。

「で、相談なのですが」

　プリムローズは、にこにこしながらぱんと手を合わせ、首を傾かしげた。

「ああ、王城に行くときの……」

「いえ、そうではないのです。実は、私とエリィがここに来るときに、私の兄エルンダークが言いました。必ずお前たちを助けに行くと」

「助けるって……どうやって？　まさか、入り口のところで中に入れろって騒ぐのか」

　ヨアキムの言葉に、大事な兄が愚ぐ弄ろうされているように感じられたのだろう。プリムローズは少しだけ頬を膨ふくらませた。

「ダーク兄様はそんなこといたしません。いきなり話が変わるようですが……マゼラム公ってご存じですか？」

「マゼラム？」

　おうむ返しにしながら、ヨアキムは頭の中を探した。

　マゼラム公はこの国エストギアの貴族であり、地方領主の一人である。フォートナグ森林地帯を領土とするカイゼルム家の主君で、鬼き竜りゆう公こうとも呼ばれている。

　彼は黒い巨きよ竜りゆうと心を通じ合わせた支配者であることでも知られている。森林地帯に住む飛竜を捕とらえて騎き竜りゆうとしての訓練を受けさせ、人じん竜りゆう一いつ体たいとなる騎竜兵団をもっていることで有名だ。この国に生まれた男子であれば、一度は必ず騎竜兵に憧あこがれる。飛竜に乗って戦場を駆かけるのは、ロマンだ。

　ヨアキムの披ひ露ろうした知識を聞きながら、プリムローズは頷いた。

「ええ！　その通りです。マゼラム公は、とても親切で温かい方です。そして兄は、マゼラム公にとても気に入られていまして……」

　プリムローズはここに来るのに飛竜に乗ってきた。

　ヨアキムの頭の中で情報がつながる。まさか、

「……騎竜兵団の飛竜を盗ぬすんだのか」

「盗むだなんて！　ここに運んでもらった後は、ちゃんと帰しましたよ。兄様は、準備が整い次し第だい、ここに軍とともに乗り込んでくると思います。多分、精せい鋭えいの黒影騎竜兵団が来るかと思います。そうなれば三眼王ウルガ・マギアと全面戦争となることは間ま違ちがいありません。挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけるようなものですから。ですから……できれば私は、ダーク兄様がここに来る前に魔女を救い出し、ヴェントーリアから脱だつ出しゆつしたいと思っております」

　ヨアキムは、しばらくの間ぽかんとしていた。

　プリムローズは兄のすごさを語りながら、嬉しそうにしている。

　かなり頭が痛いのだが、これはもちろんプリムローズの話を聞いたせいだろう。ここに、軍がやってくる？　しかも、騎竜兵団が？

「イビスゲイルをいざ目まの当あたりにしてみると、私とエリィだけでは倒たおすのは難しいなと思っておりました。ですので、私たちが魔女を助け出したタイミングで軍が来てくれるのが一番いいのですが……」

「その、兄様とやらが来るのは、一体いつだ……？」

「分かりません。私たちがここに来たのは一週間前ですから、もうそろそろだとは思うんですが……」

　ヨアキムは立ち上がり、前まえ髪がみをぐしゃりと握って考え込んだ。

　騎竜兵団が来る。しかも精鋭が。

　どれだけの数が来るかは不明だが、百は下るまい。そうなれば、イビスゲイル相手に大戦争となる。

　これを幸運といっていいのだろうか？

　騎竜兵団とイビスゲイル、どちらが強いのかは頭のどこかで気になった。どちらかといえば、自分たちが戦うよりも、騎竜兵団とイビスゲイルの戦いを見物したい。

　しかし、そんなことになれば、あっという間にこの牢獄都市に三眼王ウルガ・マギアの軍がやってくるだろう。そして、そのとき逃とう亡ぼうに失敗した囚しゆう人じんたちは、一人一人余すところなく調べ上げられるだろう。そのような状態になってしまえば、魔女を連れて逃げ出だすことは不可能だ。

　騎竜兵団がここに来たとして、三眼王ウルガ・マギアのもとにその知らせが届き、討とう伐ばつ軍がやって来るまでどれほどの時間の余よ裕ゆうがあるだろうか？

　全く楽観視できない。




「まさか、今すぐ大至急お城に行くとか言い出すんじゃないでしょうね」

　まさにそう言いかけていたヨアキムだった。ラウナシカは、テーブルの上に載のせられたヨアキムの手の上に、自分の前足を載せた。

「確かにのんびりしてていいわけじゃないけど、焦あせってもいいことないわよ。私たち、今日ここに来たばかりなのよ」

「…………」

「それにこのままだと困ったことになりそうなのよね」

　いつになく深刻そうなラウナシカの言葉に、ヨアキムは眉まゆをひそめた。

「困ったこと……？」

「お腹なかがすいてしまったのよ」

　きっぱりと言ってのけたラウナシカの頭をぐいと押おさえるヨアキムだった。

「いたた、いたたい、フギャアー！」

「マタタビでも食ってろよ！　口いっぱいにしてやらあ！」

「あんた口悪いの直せって言ったでしょー！　ミギャー！」

　腹を立てたヨアキムだったが、窓の外の景色はもう夕暮れと言っていい時間帯だった。確かに、自分の腹具合も頼たよりない。もう少しすれば胃が「空っぽです」と主張し始めるだろう。何時間も飛竜の運ぶ籠かごの中に入っていたので、身体の節々が痛んでいる。さっきの狼との戦せん闘とうのせいで疲ひ労ろうもした。少し休んで回復するのは、必要なことかも知れない。

「いや、でもな。もし、城の中でなにかの化け物に襲おそわれているうちに騎竜兵団が到とう着ちやく、イビスゲイルと大戦争、三眼王ウルガ・マギアの軍もやって来て……なんて展開になったらどうするんだ」

「うぅぅうんとぉ、腹ごしらえするくらい、いいでしょ。大だい丈じよう夫ぶよ、あんたなら！　なんたってヴィブロス魔ま術じゆつ学院が誇る天才ですもの。魔石がきらっと光ったときには、敵はもう爆ばく発はつしているわ」

「さっき牙が狼ろう一匹ぴき倒たおすのに七千五百二十ドラムもの魔石を消費したからな？　当たり前だが、手持ちの魔石には限りがあるんだぞ、分かってるよな？」

「なによなんで十ドラム単位まで魔石の値段把は握あくしてるのよ！　細かい男は嫌われるわよっ」

「お前は借金の利息のことを考えたことがあるのか！　それに一日でも返済が遅おくれたらあのタイドニーク家が『身体で払はらって下さい』って言ってくるんだぞ？」

「わ、分かってるわよう……」

「分かってねぇ。俺が楽しく節約生活してるとでも思ってるのか？」

「それはちょっと思ってる！　あんた、小こ銭ぜにを貯ためるときものすごく嬉しそうな顔してるもん」

「だ・れ・の・せ・いだと思ってるんだこのクソ猫……！」

「私よ、私が悪いのよ分かってるわよう！　だからなんでも手伝う覚かく悟ごでいるわよ。でもなんかお金の計算してるときのあんたの顔が怖こわいって思うくらいは許されると思うんだけど」

「うるさいな。おまとめ返済とか言ってくるから短期返済と長期返済の利息計算でどうにかあのタイドニーク家の奴やつらを騙して返済額を減らせねぇか戦略を練ってたんだろうが」

「なんか息づかいが荒かったのよ」

「うるせぇ空気はタダなんだから好きに吸わせろ！　だいたいなんでも手伝うって言うんだったらちょっとは食費を減らしたらどうだこの大食い」

「それはなんでものうちに入らない……もう心の底からチプカ菜は飽あきました……」

「俺だってもうあのくそ不味まずい草ばっかり食うのは勘かん弁べんだよ！　煮にるにしろ焼くにしろ茹ゆでるにしろ、もうレシピが尽つきてるしな！　でも一日で利息がいくら加算されるか考えたら食欲もちょっとは失うせるだろうが」

「失せないからこれが不思議なのよね」

「不思議、じゃねええ！」

「わ、悪いと思ってるわよぉ……」

　ラウナシカはテーブルの上でおいおい泣き出した。

　二人の様子を黙だまってみているエリィは曰いわく言い難がたい顔をしている。プリムローズは、首を傾げている。貴族令れい嬢じようには、利子や返済やチプカ菜など、全く身近な単語ではないのだった。つまり、異世界の会話である。生まれたての子こ猫ねこのようにぽやんとしている。

　本当に猫の姿になってしまったラウナシカは雑ぞう巾きんのようにすり切れ続けて、その状態は「ぽやん」どころか、「ぎりぎり」あたりが相応ふさわしい。




「あのう、ヨアキムさんの持っている杖つえを使えば誰だれにでも魔ま法ほうが使えるんですか？　私にも？」

　会話の収しゆう拾しゆうがつかなくなったあたりで、プリムローズがヨアキムに問うた。

「いや、これは俺が俺用に式を組んだものだから……」

　プリムローズが首を傾げたのを見て、ヨアキムは言い方を変えた。

「あんたの身体の形に合わせたドレスを、他のやつが着れないのと同じだ」

「プリムローズ様の身体の形って……！　いやらしい言い方をしないで下さいこのケダモノめっ！」

「お前の考え方の方がいやらしいだろ！」

　エリィは鋭するどく文句を言ったが、それ以上の鋭さで返ってきたのでぐぬぬと言葉を失っている。

　ヨアキムは、懐から杖を出した。長さはヨアキムの手の平よりやや長い程度だ。

　指無し手て袋ぶくろをつけた手の平に握られたその杖は、細かい模様がびっしりと描き込まれている。魔ま力りよくをもっている石は、見かけは全く華はなやかさはない。光っているわけでもなければ、綺き麗れいな形をしているわけでもない。

「じゃあこの杖を私があとで盗み出したとしても、魔法は使えなかったのか……チッ」

　エリィの小声をヨアキムは聞きき逃のがさなかった。

「お前なに呟つぶやいてるんだ？　簡単に盗ませるか、おととい来やがれ馬ば鹿か野や郎ろう」

「野や郎ろうっていうのは男に対する言葉です私は見て分かる通り女ですぅーぶぶー残念ですねっぷひゃー」

　エリィは女としての自分を完全に捨てきった表情を浮うかべている。

「てめぇ……早く思い出せ。女である前に人間であることを」

「えっ、今の私の顔そこまでひどかったですかっ？」

　ヨアキムは同レベルに落ちるのはやめることにした。この従者、挑ちよう発はつがうますぎる。今にもヨアキムの右手の指先が彼かの女じよの額を突いてしまいそうになる。高速で何度も。

「エリィ、あなたは大人しくしていてね。……えっと、きいたことがあります。魔法を使えるのは、異世界の竜と契けい約やくを結んだ者だけだって」

　竜りゆう紋もん師のことだ。この国の竜紋師の数は現在、数十人ほどだろう。もともと少ない上、前々代の三眼王ウルガ・マギアが竜紋師の弾だん圧あつを行った。彼らは別の国に逃れたりして数を減らした。

　代わりというわけではないが、魔ま術じゆつ師しの数は比ひ較かく的てき多い。ヴィブロス魔術学院の他に魔術師の養成学校が二つあり、どちらも数百人の生徒を抱かかえている。

「ああ。俺が使っているのは竜紋師の使う魔法じゃない。訓練すれば誰でも使えるようになる術だ」

「わ、私も？」

　エリィが目を輝かがやかせる。どうも、魔法に憧れを抱いているようだ。

「そんなわけないわ。生まれついての要素が大きくものを言うわね。右手で竜の絵を描きながら、左手で数式の計算をし、同時に歌を歌えるくらいの器用さが必要とされるわね」

「………………」

　さっきまでおいおい泣いていたラウナシカが口を挟はさんだ。そりゃ極きよく端たんな話だろ、とヨアキムが言うが、ラウナシカはなによホントのことじゃない、とつんとした。

「ま、わりと努力で何とかしようとしている人もいるけど……隣となりの誰かが一分でできることを、こちらでは三年かけてやってたりする」

「だが、竜紋師よりはいい」

「そうねー、あっちは竜に選ばれなければ、どれだけ才能があったとしても無駄だし。選んでくれた竜が大した力を持っていなければ一生弱小。完全に運うん次し第だい……」

「おい待て。今の声誰だ？　竜紋師よりはいいって」

　しん、とした。

　ヨアキムは、視線を動かした。プリムローズはそんなことは言わないだろう。エリィも同様だ。ラウナシカでもなく、自分でもない。

「……………………」

　ヨアキムは、背後に気配を感じた。

　ぞくりとする。だが、振ふり向むかずにはいられない……。

　首の後ろをひやりとした手で触さわられたような感覚がした。




　銀色の、長い髪かみ。夢む幻げん的てきな不思議な光を宿した、紫むらさき水すい晶しようの目。

　人形のように生きている熱が感じられないほど、非現実的なまでに美しい少女がそこにいた。

　しかし非現実的なのはその美び貌ぼうだけではなかった。その身体が、透すけている。向こう側がかすかに見える。生きていない。確実に、生きた人間の身体ではない。




　ヨアキムは自分の口から変な声が出たのを自覚した。したが、止められなかった。他の少女たちも同様だった。あまりにも堂々とした幽ゆう霊れいの登場に、部屋の中に悲鳴が飛とび交かった。

　ヨアキムが気づいたときには、プリムローズとエリィはあちらの壁かべまで後退し、身体をぴったりくっつけてこちらを見ていた。ラウナシカときたら、プリムローズに抱っこされている。緊きん急きゆう時には女たちは結けつ託たくするものらしい。

　これは自分に行け、ということか。

　一人で行け、ということか。

　男だから！　男だから一人で行けってか、この女どもめ！　とヨアキムは怒りを奮い立たせて、腰こしの力が抜ぬけていきそうになるのを必死でこらえた。

　尻しり餅もちをついたところをラウナシカに見られたら、自分が逃げたことは棚たなの上にあげて、からかってくる。一生そのことをネタにして笑われ続ける。賭かけてもいい、あれはそういう女だ。あまりにも確定的な未来過ぎて、泣けてくるほどだ。

「おや。どうしたのだ？」

　そして幽霊は気さくな態度で腕うで組ぐみをし、首を傾げた。

「…………お前、なにものだ？」

　ヨアキムが質問すると、幽霊は目を大きくした。

「ああ！　すまない。いきなりのことでびっくりさせてしまったか」

　びっくりしたのはいきなりだったからではない。身体が透とう明めいなせいだ！　とヨアキムは文句を言いたかったが、とりあえず様子を見る。

　少女はたっぷりと余裕のある態度で、貴族令嬢らしい礼をしてみせた。

「私は、リーチェ・ベルガスタイン・ゴッズ。こう見えても、幽霊ではない。ちょっと身体から魂たましいが抜けただけだ。動かぬ身体を動かそうとしたら、ひょいっと魂が出てしまっただけだ。よくあることだ」

　無い。

　ヨアキムは心の中で叫さけんだが、その言葉は口からは出なかった。

　透明な少女の名乗ったその名は、間違いない。青せい狼ろう公こうガルド・ベルガスタインの娘。「災厄の魔女」という二つ名を持つ少女のものだ。

　探していた相手が、向こうから来てしまった。

　リーチェは堂々と、威い風ふう高らかに腕うでを腰に当て、えっへんと胸を反そらせている。

　……ヨアキムはあまりの事態に、頭とう髪はつが抜け落おちていくような心地ここちになった。とりあえず、想像していたような父に似た小こ熊ぐま的容よう貌ぼうの少女ではなく、どこをとっても文句のつけようのない美少女であることは間違いなかった。

　向こう側が透けていなければ、おそらくは完全無欠の。







四章　災厄の魔女







　なぜか、初めて会ったような気はしなかった。ヨアキムは少女が自分を呼ぶ声を聞いた気がして頭を振った。なんと呼ばれたか、思い出そうとしても記き憶おくが遠ざかっていく。

　いや。

　リーチェ・ベルガスタイン・ゴッズとヨアキムが会うのは、これが初めてだ。




「あの……この方が、『災厄の魔女ヴエルデ・エスタテイア』……ですの……？　この方をお連れすればいい、んでしょうか……？」

　プリムローズはおそるおそる、といった風ふ情ぜいで近づいてきた。

　リーチェ本人は幽霊ではないと言うが、その様子は幽霊以外の何ものでもない。エリィはプリムローズを盾たてにしてぶるぶる震ふるえておびえている。おい護衛、とヨアキムは表に引っ張り出したくなったが、しかしエリィはあまりに怖がっていたので、そんなことをしたらただではすまなそうだった。返す刀でたたっ切られかねない。

「しかし、『災厄の魔女』か……。城の中に閉じ込めている間に、大げさなあだ名がつけられたようだな。そなたたちはなぜここにいる？」

「私たちは全員、あなたを助けるために来ました。リーチェさん！」

「ぷ、ぷぷぷプリムローズ様ダメですこんなものに近づいては！　絶対ダメです！」

　リーチェは口を尖とがらせた。リーチェが腕組みをすると豊満な胸が持ち上がり、柔やわらかそうな重量感がヨアキムの視線を招き寄せた。リーチェはそんな視線には気づかなかったが、気分を害した表情を浮かべた。

「人をこんなもの呼ばわりするな」

「ひっ」

「あの城から私の身体を解放してもらえるのならば、とても嬉うれしいのだが。今のままだとなんだか裸はだかで歩いているような気がするのでな」

　ヨアキムは魂になったことがないので、リーチェの感想はいまいちぴんと来なかった。ついでに、リーチェは華やかな白いワンピースを着ている。

　リーチェ・ベルガスタイン・ゴッズという長々しく重々しい名前の少女は、話しながらどっかりと椅い子すに座すわり足を組んだ。

　幽霊のくせに椅子に座ることができるのかとヨアキムは感心した。いや、幽霊と言うべきか魂と言うべきか。

「しかし災厄の魔女、か。なにをもって災厄というのやら」

　プリムローズがなにがしか答えようとすると、エリィが主人の前に出た。

「……三眼王ウルガ・マギアの命を狙い、この国を滅ほろぼそうとした魔女として、そう呼ばれている！　どうせやるならどうして成功しなかったんですか！」

　顔を蒼そう白はくにしてそう叫んだ。身体からだ中じゆうの勇気を雑ぞう巾きん絞しぼりにして発揮したらしい。その勇気は、リーチェを吹き出させた。

「はははは。すまなかった。私としても是ぜ非ひ成功したかったんだがな。しかし……なかなか洒落しやれた二つ名を考えてくれたではないか。糞くそギスタークめ」

「あなたは死んでしまったんですの？」

　プリムローズがあまりにも直接的な質問をぶつけたので、リーチェは眉を曇くもらせた。

「いや。私の身体は、今も王城にある。私の身体には、貫つらぬかれた者の時間を止める、魔法の槍やりが刺ささっている。そのお陰かげで私はあの場所に、文字通り釘くぎ付づけにされているんだ……どうかしたか？」

　視線を感じたリーチェが首を傾げる。

　ヨアキムは、頭痛のする頭を振った。

「いや、君とは初対面じゃないような気がして……」

　ヨアキムからすれば事実をそのまま答えたのだったが、周囲の反応は激しかった。

　ラウナシカが鋭く猫パンチをヨアキムの横よこっ面つらに決める。プリムローズとエリィはびっくりしているし、リーチェは右手で口を押さえ、両目を細くしてヨアキムを見つめ返している。

「こんなときにナンパとか、あんたいい加減にしなさいよね！」

「い……今のめちゃくちゃ痛かった」

「魂の身で口説かれるとは思わなかった。しかしこのままではなんとも返事をいたしかねるので、まずは助けてもらえないだろうか」

「ヨアキムさんって……そういう方だったのですね」

「プリムローズ様！　だから申し上げたでしょう、この男、危険人物ですうう！」

「いや、違うから。ここに来る前に夢に見たんだ、君のことを……っ？」

　猫キックがヨアキムの頬ほおに炸さく裂れつした。ラウナシカの動きは、普ふ通つうの猫の範はん疇ちゆうをやや超こえている。

「いってえええ！」

「バカ！」

「このような身でふらふらしてはいるが、人の夢の中に出るまでの力はないぞ。なぜこんなふうに動けるようになったのか、私も知りたいくらいだ。まあ、そなたがそのように思うのは、なんらかの理由があるのかもしれん。もしかしたら、私とそなたにはなんらかの縁えんがあるのかも知れないな……？」

　リーチェは薄うすく微笑ほほえみながら、ヨアキムの顔をのぞき込むように近づいた。

　そうすると魂であるリーチェの姿は淡あわく薄く見え、ヨアキムは混乱した。夢に見たように思ったのだが、気のせいだっただろうか。

　幻げん想そう的てきな紫むらさき色いろの瞳ひとみを至近距離で見ると、胸がざわめくような、落ち着かない心地になる。ヨアキムは動どう揺ようのあまり額に汗あせをかいた。もしかしたら顔もやや赤くなっていたかもしれない。眼まな差ざし一つで男を落とす傾けい国こくの美女の話はきいたことがあるが、それはこんな少女ではないだろうか。

「どうしたのだ？」

　口調は女らしくないのだが、それもまた不思議な雰ふん囲い気きをつくりあげている。

　なぜあの熊からこんな美人が生まれたのか。

　十年前三眼王ウルガ・マギアギスタークが考えたことを、今ヨアキムが考えていた。




「なにニヤニヤしてるのよ！」

「ふばっ？」

　また顔面に猫パンチをくらい、ヨアキムはしばらく言葉を失い苦しむ羽目に陥おちいった。

「もう、こいつは縛るしかないわね。ナンパ男封ふう印いんよ」

　ラウナシカが言うと、エリィが元気よく右手を挙げた。

「はい。私、縄なわを持っています！」

「なんでだよ！　ちょ……」

　ヨアキムの抵てい抗こうは数秒しか許されなかった。エリィは見事な捕ほ縛ばく術を見せた。ヨアキムを無む理り矢や理り椅い子すに座らせ、縄で縛り上あげたのだ。ヨアキムの自由になるのは舌だけという有様となった。しかも、ラウナシカが容赦なく指示を出し、猿さるぐつわを噛かまされた。

　エリィがどうしてラウナシカの手足となって動いているのか、全く納なつ得とくできない。できないが、ヨアキムは動けなくなってしまった。




「じゃあ、とりあえず……遅れたけど、自己紹しよう介かいさせてもらうわ。私はラウナシカ、猫の姿をしているけど本当は人間よ。このナンパ師は弟のヨアキム。放置しておいて頂ちよう戴だい。そしてこちらがプリムローズとその護衛のエリィよ。私たちは協力してあなたを助け出すという、同盟を結んだわ」

　エリィはまだ、リーチェに視線を向けられただけで飛び上がりそうになっている。だが徐じよ々じよに慣れてきたようだ。

「私とヨアキムは、あなたのお父様の依頼を受けて来たのよ」

「父上の……」

　リーチェはかすかに目を見張った。

「……息災であられただろうか」

「ええ。そうね、小こ脇わきに丸太を抱えてそのままへし折れそうなくらいには元気」

　ラウナシカの表現の通りの情景を、ヨアキムは想像した。この少女と血けつ縁えん関係にあるとはにわかに信じられないような、人と言うより熊に近い巨漢だった。ものすごい美女と結けつ婚こんし、娘が生まれたのだろう。娘が父親に似なくて本当に良かった。

「あなたのお父様は、あなたが夢の中に出てきて助けて欲ほしいと言った、と言っていたわ。だから私たちにあなたを助けるよう、依頼をしたの」

　リーチェは目を丸くした。

　腕組みをして、考え込む。

「いや……人の夢の中に登場する技術はさすがに会え得とくしていない……。まあでも、もしかしたら出たのかも知れないな。私の中にいるもう一つの魂がそれをしたのだろう」

「もう一つの魂……？」

　リーチェは肩かたをすくめた。その言葉について詳しく解説してくれる気はないようだ。ラウナシカがじっと見つめると、リーチェは小さく呟いた。

「そうか。父は無事だったか……よかった」

　リーチェはそのとき初めて表情を緩ゆるめた。

「あなたは魔ま法ほう使つかいなのよね？」

　ラウナシカが問う。リーチェは、見えるだろうか、と言いながら右手で着ている服の襟えり元もとを少し押し下さげた。

　向こう側が透けて見える身体ではあるものの、胸むな元もとに刻まれている印がおぼろげに見ることができた。まるで百枚の花弁を持った花のような形をしている。

「竜りゆうとの契約の印だ。この竜紋を私の前に刻んでいたのは、初代三眼王ウルガ・マギアのそばにいて、彼かれに栄光と勝利をもたらした『太陽の魔女』だ。私には、彼女と同じ力がある……そして、彼女の魂は私とともにある」

　初代三眼王ウルガ・マギアにはたくさんの勇者が仕えていたが、その中でも一、二を争あらそうほどに有名なのは「太陽の魔女」だ。彼女の名前は知られていない。だがその美貌、その知ち恵えが王を正しい道へ導き、孤こ児じだった彼を初代三眼王ウルガ・マギアにした。
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「じゃあ……彼女が持っていたという、『叡えい智ちの眼め』も？　魔女は見ただけで相手がどんな運命の持ち主か知ったと言うわ。全すべての竜紋を読み解いたとも。あなたのお父様は、あなたは竜紋の知識があると言っていたわ。紋もん様ようを見ただけでどんな力か分かるって」

「む……」

　リーチェは難しい顔をした。

　ラウナシカは必死な様子で言葉を続けた。

「見て欲しい紋様があるのよ。それが刻まれてから十年以上たつけど、どんな力があるのか、いえそれが竜紋なのかどうかも不明。発動したことのない力なの。……あなたなら、その紋様を見ただけで分かるわよね？」

　ラウナシカが語っているのは、勿もち論ろんヨアキムの両手に刻まれた紋様のことだ。ラウナシカは自分が人間の姿に戻もどることよりも、ヨアキムのことに一いつ生しよう懸けん命めいになってしまっている。縛られたままヨアキムは眉をひそめた。

　ヨアキムは、この紋様にどんな力があるかなど、もうどうでも良くなってしまっている。今さらすごい力があると分かったとしても、これまでヴィブロス魔術学院で学んだ魔術はどうなるのだ。杖使いとして生きていこうとしているのに、ラウナシカもワードホッズもヨアキムの紋様の解明に必死になりすぎる。

　しばらく黙っていたリーチェは、答えた。

「叡智の眼は魔法ではなく、太陽の魔女の目に宿っていた力だ。……残念ながら、私の目にはその力はない」

「そ、そんな……」

　ラウナシカは見るからにがっかりした。うなだれた猫を見てリーチェは罪悪感にかられたらしく、しかし、と言い足した。

「だが、私には太陽の魔女の知識はある。彼女がその生しよう涯がいで見聞きした紋様についてなら、ほぼ分かると思う」

「だっ！　だったら見て欲しいわ」

「だが。私もそなたたちの救出を待つ身。祈いのりを捧ささげて待つだけの、哀あわれな魂だ。ここは、お前たちが私を助け出してから、ということにしても構わないか？」

　リーチェは首を傾げてにこりと微笑んだ。硬こう質しつの、宝石でできた花がきらめいたような美しさだ。間違っても、太陽の下で咲さく花のような明るい美ではない。

　その微び笑しようは言っている。

　私を助けろ、そうしなければお前の望む知識は与あたえない、と。

　ラウナシカは自分がどう交こう渉しようしても、今ここでリーチェにヨアキムの両手を見せ教えてくれと詰つめ寄よっても、リーチェは決して答えないだろうということを悟さとった。

「……分かったわ。その話は、あなたを助け出してからにしましょう」

「話が早くて助かる」

「あ、ついでに私を人間の身体に戻してもらえたら嬉しいんだけど」

「要求が多いな。それも後で対応しよう」

「助かるわ」

　二人はあっさりと納得し、互たがいに頷うなずいた。

　そしてラウナシカはリーチェに現状を簡単に説明した。リーチェは、自分が封ふうじられてから十年もの時が流れていることに驚おどろいていた。一年か二年くらいだと考えていたらしい。十年もあの男が王座を温めていたのか、と拳こぶしを握りしめている。




「お前たちは双そう槍そうのフェルナンドという男を知っているか？」

「知っているも何も、この場所から外に出るためには、その男を倒さないといけない」

　ヨアキムの言葉にリーチェはびっくりしている。魂だからといって、あちこち歩き回ってなんでも承知しているというわけではないようだった。

「ふむ。あのあと、腐れギスタークの野郎がなにをしたのか教えて欲しい。この都は、まるで廃すたれきっているように見えるのだが。腐くされ王おうが巨きよ大だいな失政でもやらかして国が滅んだのかと心配していたところだ」

　見かけは絶世の美少女なのに、きわめて口が悪い。ヨアキムははじめ非常にもったいなく感じたが、それと同時に不思議な小気味よさも感じていた。この少女がなよなよとした言こと葉ば遣づかいをしているとしたら、それはとても似合うだろう。しかしそうだったらこの性別を超ちよう越えつした不思議な魅み力りよくはないだろう。

「あなたがギスタークを襲しゆう撃げきして王城に封じられたあと……、あの男は遷せん都とを宣言しました。場所はイスチア地方の南部です」

　説明するのはプリムローズだ。猿ぐつわをかまされているヨアキムをちらちらと見ているが、助けてくれる様子はない。ラウナシカが、ヨアキムが動こうとするたびにしゃーっと威い嚇かく音を放っているからだ。

「イスチア地方か。あそこには大きな神しん殿でんがあったはずだが……」

「彼は神殿を奪うばいました。反対した者は全て投とう獄ごくされ、あるいは殺されました。そしてこの旧王都から人を移動させ、空っぽになったところを有効活用するといって、牢ろう獄ごく都市として使っています。今この場所にいるのは、罪人ばかりです。……もちろん、ほとんどが冤えん罪ざいです。無実の者たちが閉じ込められているのです」

「……そこまでするとは……」

　リーチェは柳りゆう眉びを曇らせ、右手の親指を噛んだ。

「そしてこの王都の唯ゆい一いつの出入り口に、イビスゲイルという名前の巨きよ竜りゆうをおいています。もとは、三眼王ウルガ・マギアに忠誠を誓ちかっていた存在でしたが、今は狂くるってしまっています」

「イビスゲイルのことはよく知っている。初代三眼王ウルガ・マギアの時代に支配下におかれた竜だ」

「今では狂きよう乱らんのイビスゲイル、という二つ名の持ち主です。近づく者を全て焼やき払い、殺してしまう。ここから出たければ出口を守るあの竜と、フェルナンドをどちらも倒さなければならないのです。この牢獄都市から逃にげることができたものは、いまだ一人もいません」

「……そうか。フェルナンドめ、門番にさせられたか」

　リーチェは薄く笑った。だがその表情は苦く、一いち概がいに自分をこんな境きよう遇ぐうに陥おとしいれた男を笑っているという感じではなかった。

「どうか、リーチェさん。私たちがあなたを救出した後は、私たちの活動に協力していただきたいのです。私たちは、三眼王ウルガ・マギアに反逆します。そのための力を貸して欲しい……」

　プリムローズが言いつのる。リーチェは右手を立てた。断られるのか、と思ったプリムローズが悲しげな表情になると、リーチェはそうではない、と首を左右に振った。

「ギスタークに復ふく讐しゆうするのは、私も望むところだ。だいたいあの男は、本当の三眼王ウルガ・マギアではない。偽にせ者ものだ」

「えっ……」

　リーチェの言葉に、全員が動揺した。

「ど、どういうことですかそれは？　そんな話、聞いたことがないです！　だって、あの男は三眼王ウルガ・マギアで……違ちがうのなら、私の母はなんのために……」

　プリムローズがリーチェに手を伸のばすが、その手がリーチェの身体に触ふれることはなかった。エリィがダメですと止めるが、プリムローズは「私は大だい丈じよう夫ぶです！」とエリィを黙らせた。

「残念ながら、証しよう拠こがあるわけではない。だが確信がある。彼には三眼王ウルガ・マギアの力はない。私の紋様が太陽の魔女のものであることも見て分からなかった」

「でも、ギスタークは三眼王ウルガ・マギアとして神聖教皇にも認められたではないですか？」

「だが偽者だ。あの男は絶対に三眼王ウルガ・マギアではない」

　プリムローズは両手を胸の前で握にぎり、かすかに震えている。

「早く、外に出たい。その話を国中に伝えたいです……」

「ああ。できれば、早く私も脱だつ出しゆつしたい。だが、話を聞いていると、私の身体を解放してもらってから、しなければならないことがかなり大変そうだな。初代三眼王ウルガ・マギアの力もなく、イビスゲイルに対たい抗こうするのは至難の業だ」

「…………ええ」

「そして、残念だがそろそろ時間切れだ。すまないが、戻らなければならないようだ。魂の身でいくらでも移動できるものでもないらしい。なにか……寿じゆ命みようを削けずっているような気がするのだ。それにあまりに身体から離はなれていると、あちらが危険な気がする」

　リーチェがふわりとした動きで立ち上がった。

　その身体がより透明に、色しき彩さいが薄くなっていく。エリィがひいいと喉のどの奥おくで悲鳴を上げた。

　消えながら、リーチェは言った。

「王城では私が案内しよう。城に着いたら、私の名前を呼ぶがいい。忠告しておくが、城の中にはギスタークの野郎が放った魔ま物ものがいる。それなりの準備をしておいて欲しい。……では、失礼する」

　リーチェがすっと目を閉じると、その身体の色彩が空気に溶とけるように儚はかなく消えていった。時間切れという言葉通り、魂の身ではそれ以上存在し続けることはできなかったようだ。

　彼女がいなくなった後、部屋にはしばらくの間沈ちん黙もくが満ちていた。







「じゃ、行きましょうか」

　ヨアキムは椅子に縛しばられたまま動くことができず、ばんばんと足の裏を床ゆかにぶつけた。少女たちは顔を見合わせたが、プリムローズに言われたエリィがいやそうな顔をしつつヨアキムの紐ひもを切ってくれた。

「ここまですることは、なかったのでは……？」

　ヨアキムはそう言ってくれたプリムローズの親切さを忘れないようにしよう、と心に決めた。できれば縛られる前に言ってもらいたかったが。

「ここまでするのは理由があるのよ」

　ヨアキムが両手をぶらぶらさせているのを横目で見ながら、ラウナシカがきっぱりと答えた。

「この子の女運の悪さには定評があるの」

「……女運……」

　プリムローズはきょとんとしている。いきなり言われても、分からないのは当然だった。ラウナシカはふう、とため息をつく。

「変な女を呼び寄せる力があるのよ。今まで、嫁よめにしてくれと言ってきた女が七人。そのうち武器を持って迫せまってきた女が三人、薬を盛ろうとした女が二人」

「言っておくけど、俺おれは別に求きゆう婚こんしまくったとかそういうことはないからな」

「もてる、のですか？」

「プリムローズ様、この男がそんなにもてるはずありません！　作り話ですっ！」

　ヨアキムは、そこまで女性の気を引くタイプには見えない。主人が言葉を濁にごしたことを、従者ははっきり言ってのけた。

「なんといえばいいかしら……とにかく変な女に限ってこの子を好きになって嫁にしろと騒さわぎ出すの。別にヨアキムと話したことが無くても、すれ違っただけでも。いえ……顔を見たことが無くても、いきなり迫ってきた人もいたわね。あれ、なんだったのかしら」

　学院長ワードホッズは、ナイフで刺されそうになったヨアキムに、「あなたほど女運が悪い人を私は見たことがありませんよ……」と言った。彼が言うのならば、相当である。

「わ、私は嫁にしろなんて言いませんからね絶対っっっ！」

　エリィが両手を頬にあてて叫んだ。

「いらねえよ！　言わないならいいじゃねぇか！」

　さすがにヨアキムに怒おこられ、む……と考え込む。

「さっきの魔女なんて、二番目に求婚してきた女とそっくり。いざ思い込んだら誰も止められなさそうだわ。ヨアキム、あんたできるだけあの人には近づかないようにするのよ」

「あ……そうだ。さっきラウナシカさんがリーチェさんに言われていた、竜紋がどうとかいう話は、なんなのですか？」

　プリムローズが尋たずねる。

　ラウナシカはしばらく沈黙していたが、

「……こちらの事情だから」

と短い答えを返した。プリムローズは知りたそうではあったが、その好こう奇き心しんを上品に抑え込み、

「はい……」

と静かに頷いた。

　プリムローズは賢かしこい少女だ、会話の内容からある程度の予測はしているかもしれないが、それを口にすることはなかった。

　しん、とした空気の中、

「じゃあ、行くか」

とヨアキムが促うながした。

　少女たちは返事はしなかったものの、静かに部屋を出始めた。







五章　閉ざされた扉







　ラウナシカの一休みという案は却きやつ下かしたヨアキムだったが、

「教会まで、大事な荷物だけ取りに行かせて下さい」

とプリムローズがぺこりと頭を下げたため、全員で教会に戻ることになった。プリムローズに穏おだやかで丁てい寧ねいな態度で頼たのまれると、どんな気むずかしい人間も頷いてしまうだろう。

「……どうして私の顔をじっと見てるんですか？」

　そう問われて、ヨアキムは自分がプリムローズを注視していたことに気づいた。

「いや。良いお嫁さんになりそうだなと思って……いてぇっ？」

　ヨアキムは首筋に爪つめを立てられ声を上げた。

「どうして牙きばでいかなかったんですか。もっとこう、食いちぎる感じで」

　エリィが剣けん呑のんなことを呟つぶやいている。

「えっと……その、私は……ダメなんです。おてんばすぎて、よく叱しかられていますもの」

「そういうふうには見えないけど」

　プリムローズは頬を赤く染めている。

　さきほどのリーチェのような神こう々ごうしい美貌ではないかもしれないが、とても可愛かわいらしいことは間ま違ちがいない。

「恥はずかしいです……でも、ヨアキムさんもとてもお強いですね。私、魔ま法ほうというものを初めて見ました。呪じゆ文もんを唱えると大きな火が現れて。杖つえを振るだけで魔物を倒たおすことができるなんて、奇き跡せきみたいです。私もあんなことができたらって、憧あこがれてしまいます」

「ああ……簡単な魔ま術じゆつだったらいつでも教えるけど」

「本当ですかっ？」

　プリムローズが目を輝かせる。隣でエリィもびっくり顔をしている。

「魔女を助けた後……もし時間があれば。あと、数秒後に俺の首が食いちぎられなければ」

「………………」

　ラウナシカがぱっくりと口を開けてヨアキムの首筋を狙ねらっていた。




　教会に着いたときには、すでにあたりは真っ暗になっていた。人が住んでいるというのに、やはり夜の旧王都は恐おそろしげな雰囲気をそこかしこにただよわせている。朽くちた建物はやはり恐きよう怖ふ心しんをかきたてる。

　その教会は、かなり大きなものだ。ヴィブロス魔術学院のある町にある、三つの塔とうをそなえた教会に比べて何倍も大きい。元々はかなり豪ごう華かな建物だったのだろうが、今では朽ちた部分が多く、やはり廃はい墟きよのような印象は否いなめない。

　その昔は何千、何万もの民たみの祈りの場として機能した場所だったのだろう。

　白い壁に赤い屋根という色彩をまとう、三階建ての建物だ。中庭があり、中央に人々の祈りの間があり、中庭と祈りの間を囲むように聖職者たちの生活の部屋が作られている。

　一部屋一部屋は小さく、机と寝しん台だいを置けばそれでいっぱいになるくらいの大きさだが、数があるとのことだった。

　そしてシスター・マチルダはこの教会で、毎日食事を作り、やって来た者に振る舞まっているという。食料は決められた日にちに外から持ち込まれる。男所帯に野菜や肉などがそのままあっても仕方がないので、食料はほとんど全てカダムスたちが教会に持ってくる。それを調理するのがシスターたち女じよ性せい陣じんだ。

「ここ、女の人はどのくらいいるの？」

　ラウナシカが尋ねると、プリムローズははい、と頷いた。

「正確な人数は分かりませんが……百人以上いますよ。ギスタークは性別も年ねん齢れいも構わずにここに送り込んでいますから」

　シスター・マチルダ、そしてカダムスがこの教会にいる者たちのリーダーとしての役目を負っているとプリムローズは言った。







「プリムローズさん……！　大丈夫だったのですね、良かった……！」

　プリムローズの顔を見たシスター・マチルダは、急いで駆かけ寄って来て、プリムローズの細い身体をひしっと抱だきしめた。

「シスター・マチルダ？　なにかあったのですか？」

「さきほど、通りで牙が狼ろうが出たと聞きました。あなたが帰ってこないから、巻き込まれたのではないかと思って……」

　それはもちろん、ヨアキムが倒した牙狼のことだろう。すでにここにも話が来ていたらしい。

　綺き麗れいな女の人が可愛い女の子を抱きしめている光景は、見ていて癒いやされる。などとヨアキムが考えたとき、エリィが二人を引ひき離した。

「プリムローズ様に触さわらないで下さいっ」

「あ、あら……あなたは確か、エリィさん……」

　乱暴に引きはがされ、シスター・マチルダはびっくりした顔のまま固まっている。プリムローズは少し怒ったらしく、

「もう、エリィ、シスターに失礼ですよ」

と厳しい声を出した。

　エリィはややひるみ、申し訳ありませんとすぐに謝あやまったものの、反省をしている様子はない。

「良いのですよ、プリムローズさん。いきなりでびっくりさせましたね、こちらこそごめんなさい。あら、後ろにいるのはヨアキムさんですね。プリムローズさんがこの周辺をご案内したのですね」

「シスター・マチルダ、ヨアキムさんの分もこの教会に部屋を用意してあるんですよね？」

「え？」

　シスター・マチルダは目を丸くした。

「いいえ。西の棟とうは部屋が埋うまっていますから、取り急ぎカダムスさんの酒場の二階をヨアキムさんの部屋にしよう、ということになっていたのですが。東の棟は大おお掃そう除じしなければなりませんし」

　プリムローズにぶん殴なぐられ気絶した後目覚めた部屋がそれだったのだろう。ヨアキムが「だったらそれで……」と言い出す寸前にプリムローズが慌あわてて地面にいたラウナシカを無む理り矢や理りに抱っこし、

「私、猫ねこが大好きなんです！　ぜひ、今日は一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入って、同じ部屋で寝ねたいと思います。気むずかしい猫ちゃんらしいので、飼い主であるヨアキムさんには近くにいていただければと思いまして！」

　と無理矢理ひねり出したような言い訳をした。

　おそらく、明日ヨアキムがプリムローズたちを置いて勝手に行ってしまわないように、と考えたのだろう。

　ラウナシカはびっくりしていたものの、プリムローズの腕うでの中で「にゃ、にゃーん」と鳴いた。

「まあ……。猫……。そうですね、そういうことであれば……」

　何故なぜかシスター・マチルダは納得し、ヨアキムが教会に泊とまることを了りよう解かいしてくれた。それが今日だけか、数日か、それより長い期間の話かは、シスター・マチルダが明日カダムスに相談して決めるという。

　ヨアキムは城に行った後、そのまま帰ってくることはないだろう。どこに住むのかはおそらく決めるだけ無む駄だになりそうだが。

「東棟の三階の端はしの部屋が空いていたと思います。ではヨアキムさん、私がご案内いたしますね。プリムローズさん、食事時間はもう終わりましたが、食堂に行けばなにがしか残っているでしょう。エリィさんもお腹なかがすかれているのではないですか？」

　そのとき初めて強く空腹を意識したらしい、エリィの腹がぐうとなった。エリィは赤くなった。

「では、ご案内いたします」

　シスターが先導し、歩いて行く。ヨアキムは少し早足になってその後を追った。ラウナシカがにゃーと鳴いた。ヨアキムは、

「すぐ戻るよ」

　と答えた。

　そう口にした後で、シスターにはヨアキムがプリムローズにそんなことを言ったように聞こえたのではないかと心配したが、シスターは特に反応せず、先に歩いて行く。ほっとしつつ後についていく。

　視線が自然にシスターの丸みのあるお尻しりのあたりに行こうとするが、ヨアキムはさっと目をそらした。

　そちらには、この建物の中央にある中庭がある。柱の並ぶ廊ろう下かから、外に出るためには数段の階段を下るだけで良い。寒い季節であれば、冷気がそのまま中庭につながる廊下から部屋までやって来るようなつくりだ。

　かつての庭園も、もちろん今では草が生え放題のひどい状態だ。蔓つる植物が建物の中にまで浸しん食しよくしてきている。

　もとは、陽の光の下にいくつもの彫ちよう像ぞうが照らされ、綺麗に整えられた植物がそれを囲む、綺麗な庭だっただろう。月の光の下では、崩くずれた彫像はやや恐ろしく見える。

「ひどい状態でしょう？」

　曲がり道のとき、こちらですと言いながらシスター・マチルダが振ふり返かえり、ヨアキムが庭を見ているのに気がついた。苦く笑しようしつつ、手入れしようと思っているんですけど……と言う。

　廊下を歩いて行った先には、細い階段があった。ヨアキムはシスター・マチルダについて階段を上っていく。

「シスター・マチルダはいつからこのヴェントーリアにいるんですか？」

「私ですか？」

　階段は規則正しく灯あかりがともされている。しかし間かん隔かくが広いので、かなり薄うす暗ぐらい。灯りとして使われているのは、水に濡ぬらすと発光する石だ。簡単に入手できる上に、濡らすだけで一晩ほどは明るく光り続けるので、松明たいまつよりも重宝されている。この教会にはかなりの数の石が設置されていただろうが、おそらくは遷都のときにほとんど持って行ってしまったのだろう。
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　一つか二つほど借りていくか、とヨアキムは考えた。明日、城の中を探たん索さくするのはいいが、もしかしたら夜になるかも知れない。また、昼でも城の中は薄暗いかも知れない。シスターがこちらを見ていないのを良いことに、数個懐ふところに入れた。

「……一年ほど前に」

　シスター・マチルダは静かな声で答えた。

「私は失敗ばかりしていたので、君主の不興をかいまして……本当に私は、間ま抜ぬけな失敗作なのです」

「………………」

　なんと言っていいか分からず、ヨアキムは沈黙した。そんなことは無いと言うのは簡単だが、シスター・マチルダがどんなつもりでそんなことを言っているのか分からない。彼かの女じよはヨアキムに振り返らないまま答えているので、表情が見えない。

　一階から二階へのぼる階段と、二階から三階へのぼるための階段は、別の場所に作られていた。廊下を歩いて行く。

「静かですね。何人くらいの人たちがここに住んでいるんですか」

「こちらの東棟は、あまり使っていません。老ろう朽きゆう化かが激しくて、掃そう除じも行き届いていませんし。二階ならともかく、三階には誰だれもおりません」

　確かに、三階の廊下はかなり汚よごれていた。古い埃ほこりのにおいなのか、あまり長時間いたくない臭においがする。それにこちらにはあまり灯りがなかった。先を歩くシスター・マチルダの白い服が、いやに明るく見える。

「俺の部屋、どこまで行けばいいんですかね」

「……こちらですよ」

　シスターの足が止まった。そして、振り返る。

　初めて会った時には美人だと思った。今もその思いは変わらない。だが、こんな風に凄すごみのある表情を浮うかべる女性とは思わなかった。シスター・マチルダは、妖あやしい笑えみを浮かべながら、頭に巻いているフードを取った。赤い髪かみがぱらりと落ちる。なまめかしい表情に、ヨアキムはどきりとした。シスター・マチルダはゆっくりと歩いて、ヨアキムを壁かべ際ぎわに追おい詰めた。

「な、なんでしょう、か……」

　肩までの長さの赤毛は、シスター・マチルダの印象を変えた。シスターのフードをつけているときは聖職者らしい厳おごそかなイメージだったものが、髪の赤さと潤うるんだ目がシスターらしからぬ雰ふん囲い気きを醸かもし出だす。

「ヨアキムさん……どう思われていますか？　私のこと」

「えっ……と……」

　シスターはなまめかしい視線をヨアキムに向け、くっつきそうなほど身体を近づけてくる。

　思わずその細い腰こしに腕を回してしまいたくなるが、そんなシーンをラウナシカなどに見られようものなら顔に消えない傷をいくつもつけられてしまいそうだ。ヨアキムが引けば引くほど、シスターはぐいぐいと身体を押しつけるようにするのだ。

　甘あまいにおいがした。

「ヨアキムさん？」

「……悪いが、迫るなら剣けんを捨ててからにしてくれ」

　ヨアキムは口調を変えた。シスター相手に乱暴な口をきくわけにはいかないと考えていたが、この女はおそらくシスターではない。

　聖職者の衣服を身につけただけの、武人だ。

「あら」

　シスター・マチルダはにこりと微笑ほほえんだ。その手にはいつの間にか、短刀が握られていた。

　ヨアキムは後ろに飛び退き、距きよ離りを取った。急いでマチルダの攻こう撃げき範はん囲いから離れなければ危険だった。

　マチルダは口元に笑みをしたたらせながら首を傾かしげる。

「いつから気がついていたのかしら……？」

「後ろからあんたの動きを見ていて、いやに綺麗な動きだなって思ったのが初めかな。全身に筋肉がついてそうな動きだ。祈るのが仕事の聖職者じゃ、なさそうだ」

「神なんて虫酸が走るわ。私に不合理と不都合と不幸と不利益ばかりもたらす」

　シスター・マチルダからは初めの親切で穏やかそうな雰囲気が消えてしまっている。代わりに、殺伐とした、血に餓えたような乾いた目をしている。

「あんたが牙狼を倒したという報告を受けたわ。怪しげな魔法を使ったとも。あんたは本当に囚しゆう人じんなの？　もしかして、何か目的があってここに来たのかしら」

「………………アンタは一体なんなんだ？」

「質問に質問で返さないで。お前の頭を切り取って花瓶に飾ってやろうか」

　ヨアキムの感じている寒気は、彼が臆病だからとか、怖じ気づいているから、ではなかった。単にシスター・マチルダの身体から発している殺気が、あの牙狼と比べても段違いだったからだ。完全に目が逝っている。道ですれ違ったときにこの状態の彼女を見れば、確実に後ろを向いて全力疾しつ走そうしていただろう。

「素直に、答えると思うか……？」

　シスター・マチルダは薄うすく笑った。

「答えてもらうわ。だってあなたは私の愛しい子ペツトを殺してしまったんですもの……従順で可愛らしい、ようやくあそこまで育った子だったのに」

　愛しい子？　殺した？

　何を言っているのだろうか、と考えたところでヨアキムの頭に浮かんだのはとんでもない解答だった。

「まさかあんた、あの牙狼を……？」

　マチルダの目に浮かぶのは、怒りだ。

「魔物は人に馴れないというけれど、そんなことないわ。彼らの望む餌えさをきちんと与えればいいのよ。可哀想な子……餌に殺されるなんて、ね」

「………………」

　聖職者などと、とんでもない。もしかしたらこの女はあの牙狼に、意に染まない者を襲おそわせ殺させていたのかも知れない。敵以外の何者でもない。油断してはならない。遠慮してはならない。

「囚人の中に紛まぎれ込み、怪あやしいと判断した者を秘ひ密みつ裏りに消す……そういう仕事なのかな？　シスターの格好をしてるくせに、腹は真っ黒だな」

「いいわ、名乗ってあげましょう。三眼王ウルガ・マギア秘匿親衛隊『黒き聖母アニユーレ』が一員、マチルダよ。……ここでは私はなにをしてもいいの。たとえ囚人を全員消しても構わない。お前のように怪しい人間であれば八つ裂きにしてもいいのよ。ギスターク様は笑って許して下さるわ」

　ヨアキムは杖を構えた。マチルダはそれを見て微笑んだ。

「あら……報告を聞いたときはまさかと思ったけれど、本当に魔ま術じゆつ師しだったのね」

　一般の人間は、魔ま法ほう使つかいの中に竜りゆう紋もん師と魔術師がいて、杖を構える魔法使いがいればそれは魔術師であるなどという区別はつかない。マチルダは魔術など知らない一いつ般ぱん人じんではあり得ないようだ。

　マチルダは短刀で、自分のスカートを右足の太ももの部分から下までスッと裂いた。白い足が見えた。だけではなく、彼女が隠かくし持っていた武器が姿を現した。そしてマチルダは鞘さやを抜き、その剣を構えた。刀身は彼女の髪と同じ赤い色をしていた。まだ血を吸っていないにもかかわらず、である。

「この剣の銘は「紅蓮ギルツイカ」というの。ギスターク様の作り出した試作宝具の一つよ。斬られた者は、魂たましいまで灼けるほどの痛みを感じるわ。楽に死ねると思わないでね……お前もどうせ、魔ま女じよを狙ってきたのでしょう」

　歪んだ笑み。

　この女と向き合うより、牙狼と向き合っている方がマシだと感じた。シスターを装っていたときにはまるで感じられなかった、威圧感、戦意。どれもがヨアキムを威圧せずにはおかない。

　囚人たちの味方、美しい聖職者の仮面を脱ぎ捨てたこの女は、実際は囚人たちを裏で見張るスパイ以外の何者でもなかった。

「宝具は初代三眼王ウルガ・マギアしか作り出せないと聞いているが？」

「ギスターク様は奇跡を実現するの。あの方は、至高の王よ……」

　信奉者。狂信者。そんな言葉がヨアキムの脳裏に浮かぶ。

　自分から色々と喋しやべってくれるからには、ヨアキムをこのまま生かしておくつもりはさらさらないのだろう。

　今の三眼王ウルガ・マギアがとても気むずかしく、やや気が狂っているという話はよく聞く。各地で反乱が起きている。竜紋師と噂うわさされれば引き立てられ投獄される。反意を抱いたと噂されれば身の破は滅めつ。彼かれの周りには彼に都合の良い人間しかおらず、決まった人間だけが甘い蜜をむさぼっている。

　そんな人間を信奉するのは、ろくな人間ではない。

「さあ、答えなさい。お前はどうしてここに来たの？」

　ヨアキムの沈黙を前にして、マチルダは剣の名前を叫さけんだ。

　すると、その刀身から炎ほのおが吹き出した。マチルダは炎を宿した剣を振るう。熱波とともに衝撃が来て、ヨアキムは後ろに飛び退きながら風の短呪を唱えた。紅蓮という名の剣は、まるで熱したバターを優しく切るように、建物の壁かべと床を斬った。建物に普ふ通つうならあり得ない、裂さけたような大傷が走る。

　ヨアキムが対抗する風の流れを生み出していなければ、その熱の斬撃に腕の一本も取られていただろう。

「………………」

「沈黙するのは得策ではないわよ？　これからあなたが受ける罰ばつがとても痛く辛いものになるだけ。警告しておくわ。あなたが魔法を使うよりも早く、私の剣はあなたを貫くわ。のんびりと呪文を詠えい唱しようする時間など、与えはしない」

「俺を古めかしい竜紋師と一緒にするなよ！」

　ヨアキムはそう言いながら、短呪を口の中で唱えた。足元で起こった爆ばく発はつ音に、マチルダは身構えた。それは音だけの爆発だったが、人をひるませるには十分すぎる音量があった。

　この女は強い。それは間違いがない。炎を放っても「紅蓮」はその炎を切るだろう。氷雪を放っても「紅蓮」の熱はそれを無効化するだろう。

　行使するべき魔術は、一つしかない。




「第五位術式キヤトル、発現ガード。夢魔具現エンリテイヌ、第三石エント、第五石カザンテ、崩壊オロ」




　続けざまにヨアキムは唱えた。

「な……ッ？」

　マチルダは背後から来たものにその身体を縛られ、初めて何が起こったか認にん識しきした。だが信じられない。突とつ然ぜん庭を這っている蔦つたが巨大化し、自分の身体を締め付けているなど、あり得ないことだ。

　蔦はマチルダの胴体を、両腕を、そして両足首を縛る。

　マチルダは振り払はらおうとするが蔦の拘束が強すぎる。紅蓮の力を発動させようとするが、それもできない。紅蓮は沈黙したままだ。

「な、なにをしたの……！」

「植物を活性化する魔術だ」

「……そ、そんな魔術……見たことがない……！」

　当然だ。ヨアキムの言葉は嘘うそだ。

　植物の生態をここまで急激に変える魔術など無い。これは、マチルダにしか見えていない幻まぼろしだ。物事を信じやすい、ある意味純粋なタイプの人間には深くかかる魔術だ。ヨアキムの読み通り、マチルダは完全に植物がそこにあると信じ、動けなくなった。それどころか紅蓮を取り落とした。

　ヨアキムは注意深く近づいていき、紅蓮を手に取った。試作宝具というものがなんなのかとても気になる。だが、手にしていたくないと思える武器だった。

　先ほどマチルダが斬った壁の穴から、外に向かって落とす。マチルダはぎりぎりと唇くちびるを噛かんで悔しがるが、全く動けない。ヨアキムにはマチルダを束縛している植物は見えない。うかつに近づいてマチルダの見ているものが幻だと気づかないようにする。

「殺すなら、殺せ。こんな間抜けなど、生きている価値もない……」

「それは御免こうむる。俺は、女の人を殺す趣しゆ味みはないんだ」

「ころ、……ひぅっ」

　マチルダが痛みを感じたような声を上げた。植物の束縛は手足を千切るほど強くなっているようだ。

　ヨアキムはこれ以上この場にいる必要性を感じなかった。ラウナシカたちが心配だ。もしかしたら襲われているかも知れない。その可能性は高いだろう。

　マチルダに背を向け、走り出す。




「ヨアキムさんっ、無事だったのですね！」

　走ってきたプリムローズたちと合流できたのは、幸運だった。食堂につながる扉から彼女たちが飛び出してきた。

　マチルダがいつまであそこで硬こう直ちよくしているかは分からないが、今はできるだけ距離を取りたい。ヨアキムは飛びついてきたラウナシカを見てほっと表情を緩ゆるめた。

　プリムローズは籠かごをもっており、中に食料がつまっている。隣となりのエリィは両手に食料をむんずとつかんでいる。口をきかないと思ったら、ラウナシカは口にナイフをくわえていた。

「君らも襲われたのか？」

「はい、いきなり取り囲まれて……。エリィのお陰かげで脱だつ出しゆつできましたけども。大だい丈じよう夫ぶですか、あの、シスター・マチルダは……」

「話は後だ。今は、外に出よう」

　誰も文句を言わなかった。教会を飛び出すようにして走った。メインの通りにすらほとんど灯りはないので、違ちがう通りを行くと本当に真っ暗に感じられる。闇やみの中で走るラウナシカの目が光っていた。

　階段を上る途中で適当な建物の中に入り、追いかけている者がいるかどうかを確かく認にんする。運の良いことに、無事脱出できたようだ。こんなところでぐずぐずしている暇ひまはないが、とりあえず相談をする時間が欲しかった。

　ヨアキムが視線をやると、体力がなさそうだと考えていたプリムローズはけろりとしており、エリィの方が肩かたで息をしていた。ラウナシカがくわえていたナイフをヨアキムが受け取ると、ラウナシカは「ふぅう」と息を吐はき出した。

「良かったわあんたが無事で。こっちは食堂に着いたとたん、三人の男に取り囲まれたのよ。女二人と猫一匹ぴきと思って侮ってくれたから良かったけど」

「私が全員倒しました」

　とエリィが薄い胸を張った。

　ヨアキムが思わず「やるじゃないか」と言うと、エリィは鼻の穴を膨ふくらませつつ「大したことはありません」と言った。

「お前たちが襲われたのは、シスター・マチルダの命令だ。いや、彼女はシスターなんかじゃない。三眼王ウルガ・マギアのスパイだ」

「シスター・マチルダが……」

　プリムローズはもっと衝撃を受けるかもしれないと思っていたが、そうでもないようだった。なぜかエリィの方がびっくり顔をしている。

「……あまり驚かないんだな？」

「少し彼女には不審感を抱いておりましたので。笑っているのに笑っていないような……そんな感じがしていましたの」

「鋭いな、プリムローズ」

　なぜかプリムローズはぽっと頬ほおを染めた。

「間違いない。彼女は三眼王ウルガ・マギア側の人間で、囚人たちを見張っていたスパイだ。俺があの牙狼を倒したという報告が、彼女のもとに届いていたらしい。俺を怪しいと見て、襲いかかってきた」

「あんた、大丈夫だったのっ？」

「怪我けが一つないよ。あの女は二階で植物に縛しばられる幻想を見ている。いつ現実に気づくかは、分からない。できれば明日まで動けずにいて欲ほしいが……のんびりはしていられない。急いで城に向かうぞ！」

　プリムローズがはいっと元気よく返事をした。エリィは主人の決定に異を挟む様子は無い。ラウナシカは「休む間もないのね……うう」とうなだれていたが、プリムローズが「あ、これ皆みなさんで分けましょう」と籠をみんなに差し出した。

「……すごいな……」

　中にはパンやリンゴ、チーズなどの食料がつまっていた。プリムローズは簡単に全員に分けた。ラウナシカに「ネコちゃん用の食べ物でなくても、大丈夫ですか？」と訊きいたが、ラウナシカは「お願いだからネズミとかやめて。なんでも食べられるわよ」と答えた。

「エリィが男たちを倒している間、きっとこれが必要になると思って、急いで集めたのです」

　エリィもまたハムやチーズなどの食料を持ってきている。ヨアキムは食欲のなせる業だなと口走って、エリィに殴られた。

　プリムローズは瓶に入ったジュースをどう飲もうか首を傾げていた。ヨアキムに「直接口をつけて飲むしかないだろう？　順番に」と言われ、目を丸くした。

「だったらお前は最後に飲みやがれです」

「……別に良いが、なんでだ？　もしかして直前にお前が全部飲みきって、お前なんかこのしずくの分で十分ですブッヒャーとか言うんじゃあるまいな？　額割るぞ？」

「違います！　お前の飲んだ後の瓶の口には何がついているか分からないからです」

「よーし額を出せ。かち割ってやる」

「ラウナシカさんはどうやって飲みますか？　もし気になさらないのであれば、私の手から飲まれますか？」

「ううん私、猫になってからあんまり水分いらないのよ。だからいいわ」

「そうですか。じゃあみなさん、失礼して、最初にいただきますね」

「痛い痛いいたたたたたたた、なんですかその技。めちゃくちゃ痛いじゃないですか！」

「その二人、仲が良いのは分かったから少し大人しくしなさい」

　ラウナシカにたしなめられると、二人はぴたりと動きを止めた。仲が良いと言われたことが二人とも心外だったようだ。

「俺おれをこいつと同レベルに落とさないでくれ」

「そうかしら？　十分同レベルに見えたけど」

「みなさん、これからのことを相談しましょうか！」

「あんたはマイペースねえ」

　話しながらも一同は素す早ばやく腹ごしらえをすませた。ヨアキムは建物の外の様子を確認したが、今のところ人ひと影かげはなかった。それが逆に薄気味の悪さを感じさせた。

　プリムローズはぱん、と手を叩たたいて注目を集めた。

「これから城に行って可及的速やかにリーチェさんを救出する、ということですけど」

「私は、魔法でなければ開けられない扉まで、あんたとラウナシカさんを案内します」

　猫にさんづけ、ヨアキムはあんた呼ばわり。ヨアキムは密ひそかに拳こぶしを握にぎったが、我慢することにした。ツッコミを入れればもっと腹が立つ言葉が返ってくることは間違いない。

　青せい狼ろう公こうからは城の中のおおまかな作りについては説明を受けている。ヨアキムはプリムローズたちに経路の説明をすることにした。

　旧王城の部屋数は千二百ほど。中央階段周辺につくられている執務室や応接間などを抜ぬけて、北棟に向かう。リーチェが閉じ込められているのは王のために用意された私室だ。

「私たちは、リーチェさんが閉じ込められているのは、城の中庭に造られた塔だという説明を受けました」

「……誰にだ？」

「当時、王に仕えていた使用人を何人かこちらに引き込んでおりまして、色々と話を聞いています。魔女が閉じ込められているのは三眼王ウルガ・マギアが怪しい儀式や人目を憚るようなことを行うために造った塔です。その塔に入るためには、その魔法の扉を抜けていく廊下を通らなければなりません」

　ヨアキムは無言になった。青せい狼ろう公こうの説明には、そんなものはなかった。

　ラウナシカがヨアキムの肩の上でぽんと前足を打った。

「詳くわしくは、魔女にきいたらいいんじゃない？　城の中で名前を呼べって言ってたわよね……ちゃんと気づいてくれるかしら？」

「あっちも自分の身体が救出されるかどうかの瀬戸際だ。大丈夫だろ……たぶん」

　魂が「寝ていて気づかなかった」などということがあるとも思えない。だいたい魂は寝るのだろうか？　という疑問が発生する。

「あの。そこで相談なのですが……、できましたら私にも剣などの武器をくださったら嬉うれしいのですけど」

　おずおずとプリムローズが切り出すと、慌ててエリィが両手を振った。

「ダメです。プリムローズ様の身は私が守りますから！　そのための護衛です！」

「それはそうですけど……この後もし二手に分かれるようなことがあったら？」

「そのときは私とプリムローズ様と猫が一緒です。大丈夫です」

「……そうかしら」

　二手に分かれるときヨアキムがひとりぼっちになる計算のようだ。ラウナシカまであちら側か。と仏頂面をしていると、ラウナシカがにやにやしながらニャーと鳴いた。

　ヨアキムは、さっき食堂からラウナシカがくわえてきたナイフを懐から出した。いざというときの武器か借金返済の足しにしようと思っていたが、まあこんなもので大したものは切れるまい。

「じゃあ、これを渡しておくよ。いざというときに敵をひるませるくらいには、役に立つかも知れない」

「なっ……勝手なことをしやがるじゃないですこの下げ郎ろう！　私はエルンダーク様にくれぐれも頼たのまれているんです、プリムローズ様に武器を渡わたさないで欲しいと」

　エルンダークというのはプリムローズの兄の名前のようだ。

「と言ってもそのエルンダークとやらはここにいないだろう？　妹の危機に助けに来られない奴やつが行動を縛って良いのか？」

「何を言ってるですか下げ郎ろう下郎下郎っ！　エルンダーク様は常にプリムローズ様を守るために尽力されていますっ！」

「ありがとうエリィ。でも、食事用ナイフくらい、ダーク兄様もお目こぼし下さると思うの。私も、さすがに守られているだけというのは悲しいわ。そこは分かって欲しいの。あと、一緒に協力して下さる方を相手に下郎呼ばわりはあまりに失礼すぎるわ。お謝りなさい、心から」

　さすが貴族令れい嬢じようというべきか。その口調は穏おだやかでありながら一いつ切さいの甘えを許さない厳しさがあった。エリィはびくりと身体を固める。見ることができるのはプリムローズの笑え顔がおばかりだが、しかし言う通りにしなければ決して許してもらえないだろうということは端から見ているヨアキムにも分かる。

「す、すみません……です。ヨアキム……さん」

「いいよ。あと、ヨアキムで良い」

　エリィがあまりに口惜しそうであり、また悲しそうだったのでヨアキムにも慈悲の心が芽生えた。エリィは横を向き、

「いえ……、呼び捨てなんて……なれ合いたくなんかないです。くそ……ヨアキムさん」

「…………」

「くそ……ヨアキムさん」

　ヨアキムは黙だまってエリィの額を割るために右手を伸のばした。




　ヨアキムはリンゴを囓り終えると、出発しようと言った。少女たちも準備はとっくに終えていた。エリィは額が赤い。

　空には月が浮かんでいる。雲に浸食されながら、弱々しい光で通りを照らしている。ヨアキムたちは夜陰にまぎれ、一気に城に入り込むことにした。

　エリィが道案内をすることになった。堂々と中央の道を行くわけにはいかない。もしかしたらマチルダに命令された囚人たちがヨアキムたちをつかまえようとしてくるかもしれない。エリィは城にはいくつか裏口があってそこから入り込める、と言った。

　階段を上り続けることになった。城は、このヴェントーリアの一番背後にして一番の高台に建てられている。そこに行くにはずっと坂道を上り続けなければならない。

　旧王城の、使用人の出入りする扉とびらを目指していく。中央の大通りは一切通らず、裏道のような場所を抜けていく。エリィはそのあたりの道のことを詳しく知っているようだった。お陰で、誰にも出会うことはなかった。

「ラウナシカ、人の気配がしたらすぐに言ってくれ」

「了解っ」

　ラウナシカは猫になってから嗅きゆう覚かくが鋭するどくなった。本当の猫がそこまで鋭いものなのか？　とヨアキムが疑問に思うほど、人や獣けものの気配に敏感だ。

　三人と一匹の猫は、速度を上げて城に近づいていった。

　最初に通った道はあまり整備されておらず、雑草まみれで石が敷いてあっても割れていたりと走るのが大変だった。プリムローズが転んで膝ひざをすりむいたが、彼女は泣き言など一言も言わずに立ち上がった。ヨアキムが助け起こそうとすると、エリィに噛みつかれそうになった。

　上に行けば行くほどしっかりと舗装された道になっていった。小さな家々ではなく、貴族の邸宅ばかりになっていく。

　ヨアキムたちは城壁までたどり着いた。門前堀の上にかけられた橋を渡っていく。

　使われていない家屋はさびれた空気をかもしだすものだが、それは王城であっても変わらないらしい。しかも今は夜だ。城には、さも恐おそろしげな雰囲気が漂っていた。ヨアキムたちは無言で進んでいく。




　エリィが指し示す城壁のその地点には、ぼこりと大きな穴が空いていた。

「ここから入れば楽勝ですよ！」

「……まさかこの穴、お前が空けたのか……？」

「違いますっ。さすがの私もここまでのことはできません。たぶん、ここに送ってこられた囚人たちの中に泥棒がいて、城の中なら宝物が残ってるかも知れないぜヒャッハーなんて考えたんじゃないかと思いますけど」

　適当な予想であるようで、実際そんなことがあったのかもしれない、とヨアキムは考えた。この穴を空けるのは大変な労力だっただろう。

「あら、エリィ。聞いていなかったんですか、あの話」

　プリムローズが穴をくぐりながら話し出した。

「え？」

「ここが牢ろう獄ごく都市として使われる前、この城に盗賊団が入り込んだことがありました。財宝が残されていると考えたのですわ。剣士に魔法使い、かなり強い者たちを揃えてここに入り込んだようです。ここ、入るのは難しくないですものね。出るときは全員でイビスゲイルに襲いかかれば倒たおせるという計画だったみたいですが……残念ながら、イビスゲイルと戦う前に全ぜん滅めつしてしまったそうです」

「……な、なぜでひか」

　エリィは舌を噛んだようだ。

「この城は、初代三眼王ウルガ・マギアが造り上げました。魔ま法ほうの天才と言われた彼は、城の中にたくさん侵しん入にゆう者撃げき退たいのための魔法の道具を仕掛けたそうですわ。ギスタークがこの城を放棄するまでは、その道具もきちんと管理されていたそうですが、今では制御不能のどうしようもない状態になっているとのことです。……これはこの牢獄都市の担当の役人を酔っ払わせて聞き出したという情報ですけれど」

「お前ら、ずいぶん情報を集めてるんだな……」

「エルンダーク兄様は、情報を制する者が勝利するという哲学の持ち主ですから！」

　プリムローズは胸を叩いた。彼女の自慢の兄は、かなり優ゆう秀しゆうなようだ。しかし、

「で、隠されていた魔法の道具っていうのは……」

「そこまでは分かりませんでした！」

　一番大事な情報は、手に入れることができないようだった。

「その泥棒たちの亡霊が、今もさまよっている……物言わぬ骸となりはてて……なんてことはなければいいな。……いてて、やめろラウナシカいてててて」

　ヨアキムの言い方に迫はく力りよくがありすぎて、少女たちが青ざめた。プリムローズとエリィはがっちりと手を握り合った。ラウナシカはヨアキムに飛びついて肩に爪つめを立てた。もちろん恐きよう怖ふを感じてのことである。

「あ、あの……一度はエリィと一いつ緒しよにここに来たんですけど」

「ああ」

「すみません、な、なんだかちょっと怖くて。あの、ヨアキムさん、一番前を行っていただけますか」

「……悪かった」

　ヨアキムは頼まれた通り、一番前を歩くこととなった。穴を抜けた先は城の中の庭園、だったかもしれない場所だった。草がぼうぼうに生えている中、プリムローズの案内する方向に歩いて行く。

　もちろんこのような場所に満足な灯りがあるはずはない。ヨアキムは教会でマチルダに案内されているときに失敬してきた光石を出した。

「あら、いいもの持ってるわね」

　小さな石だが、周囲を明るく照らし出す。ヨアキムは、

「いらなくなったら俺に返してくれ」

と言いつつ全員に石を配った。ラウナシカも首に布を巻き、中に石を忍しのばせた。

「返せって、あんたまさか」

「この石は売ればおそらく一粒つぶ二百ドラムくらいになると思う」

「……弟が、弟がどんどん返済の鬼おにになっていく……」







　そして一行は、旧王城の使用人通用口にたどり着いた。

　石いし畳だたみの道には背の高い草がぼうぼうに生えており、一見出入り口があるようには見えない。元々ここで働いていた者たちから話を聞いたプリムローズとエリィでなければ、この出入り口は分からなかっただろう。

「ここです！　良かった、無事たどり着けた」

「良かったわね。この前は迷って迷ってここまで来るのに何時間もかかりました」

「………………」

　ヨアキムは、方向音痴に道案内をしてもらっていたという事実に気づき、無言になった。

　エリィが無造作に扉を開ける。

　そこには鍵もかかっておらず、入る者をあっさり受け入れた。ヨアキムは振ふり返かえってあたりの様子を探ったが、人の視線は感じなかった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ヨアキム。何も感じないわ」

「ああ……」

　ヨアキムは注意しながら扉を閉めた。扉を閉めた先は階段になっており、地下の台所に続いていた。
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　中にはもちろん人間の気配はない。

「夜だと全然雰囲気が違いますね、プリムローズ様」

「ええ……なんだか、いやな感じね……」

　ラウナシカが、ヨアキムの背中をよじ登り、肩に前足を引ひっ掛かけて落ち着いた。

「なんだよ、疲れたのか」

「そうよ。石の城って最悪ね、肉球が冷えるわ。じゃあみんな、『災さい厄やくの魔女』にお出まし願おうじゃない」

　ラウナシカがそう言うまで、プリムローズとエリィはそのことを忘れていたようだった。プリムローズは誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべながら、はい！　と返事をする。

「どうすればいいんでしたっけ？　大声で名前を呼べばいいんでしたっけ？」

「じゃあエリィ、お願いするわ」

　なぜかその役目はエリィがすることになった。エリィはこほんと咳せき払ばらいをし、

「リーーチェ、さぁぁーーーーん！」

と叫んだ。

　気味悪くその声が反響する。

　一同は沈ちん黙もくしてその呼びかけの反応が来るのを待っていたが、しばらくたってもリーチェは現れなかった。

「おかしいなあ。声が小さかったですかね」

「いや、それはない」

「じゃあ呼び方が違う？　災厄の魔女さんとか、呼ぶべきでした？」

「……このまま待っているよりも、先に進もう」

　業ごうを煮やしたヨアキムがそう言うと、プリムローズが頷うなずいた。

「そうですわね。彼かの女じよは魂なのですから、私たちがいる場所に現れてくれるのではないでしょうか……たぶん……」

　最後の一言は弱々しかったが、ヨアキムたちは全員頷き、歩き出した。




　プリムローズとエリィは曲がり角で何度か「こっちでは？」「いえ、こっち」と議論を始めたものの、最終的には道を間違えずにたどり着くことができた。

「ここです」

　重じゆう厚こうで巨きよ大だいな扉だった。素材は赤黒い色をした木だ。だがおそらくこれは北方に生えるという、鉄よりも硬いヴェローム杉であろう。どうやって切り出して建材にするかは、ヴェローム杉の商いで成り立つ村の、門外不出の技術であるという。

　この扉が相手ではエリィがいかに頑張ろうと、ぶち破るなどということは不可能だっただろう。扉の正面には魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。取っ手や鍵などは存在しない。二枚の戸板ががっちりと噛み合い、通り抜けようとする者を完全に拒きよ否ひしている。

「この描かれている模様が、どう見ても魔法ではないかと言っていたんですよね、プリムローズ様」

「ええ。どうでしょうか。ここを抜けると、王の私室まではすぐなのです……いえ、ここを通らなければ、王の私室には行くことができません」

「それは、絶対か？」

　ヨアキムに問い返され、プリムローズは頷いた。

「図面を見ました。王の私室のある塔とうは城の中庭に立っています。下部に入り口は造られていないので、中庭から塔に入ることはできません。この扉の向こうの廊ろう下かに、塔につながる道が造られています。そこからしか、塔には入ることができないのです。あとは反対側の四階の部屋からロープを渡して塔の小窓に引っ掛けたりする案も出ましたけど」

「……四階か。それはやめておいた方が良さそうだな」

「ここで働いていた者たちから、反対側の部屋の窓の下には、落ちたら死ぬ仕掛けが作られているという話も聞きました」

「三眼王ウルガ・マギアはどれだけ私室を守りたかったんだよ」

「……もとは、初代三眼王ウルガ・マギアの、気がふれてしまった王妃を閉じ込めるために作られた場所ということでしたが……」

　そんな場所に少女を連れ込む王の気持ちは、ヨアキムにはあまり理解できそうになかった。

　それよりも重大な問題があった。

「この魔法陣、さっぱり読めないわね」

「えっ？」

　無言で考え込むヨアキムの隣でラウナシカがそんなことを言ったため、プリムローズとエリィは目をまん丸くした。

「解錠呪じゆ文もんは、扉に描かれている魔法陣を見れば、なんとか解析できるだろうと思っていたが……これは、まるで歯が立たない。ラウナシカ、この文字見覚えあるか？」

　ラウナシカはぷるぷると首を振った。

　その瞳ひとみは真剣に扉に描かれた魔法陣を凝ぎよう視ししている。

「ないわ。この魔法陣、一いつ般ぱん的てきなものじゃないわね。汎用文字で書かれていない。王宮魔導師が自己流の俺文字を作り上げて、それで俺おれ呪じゆ文もんを作って、その俺呪文でしかこの扉を開かなくした、みたいな……どこの引きこもりの天才が作ったのよって感じ。つまり、設定された言葉を知らなければこの扉を開けることは不可能。解析もこの場所では不可能よ。この図面を持って帰っていろんな資料とつきあわせてなんとか推理しないと。それも、どれほど時間がかかることか」

「つっ……つまり……簡単に言うと無理ってことですかああ？」

　エリィがすっとんきょうな声を上げた。

「でかい声を出すな。無理とは言ってないだろ。この扉を開ける呪文は分からないと言ってるんだ」

「それって開けられないってことじゃないですか！」

　ヨアキムは冷たい視線でエリィを見下ろした。エリィがびっくりしたように口をつぐむ。

「開けられるさ。この扉を壊せばいい」

「でも、ヴェローム杉は丸太の激げき突とつにも耐たえるといいます。可能なのですか……？」

　プリムローズの言葉に、ヨアキムは沈鬱な表情で頷いた。

「可能は可能だ。でも、やりたくない」

「なっ、何を言ってるんですか！　開けられるならさっさと」

「魔石をありったけつぎこんで魔法をぶち込めばこの扉も壊せると思う。おそらくかかる費用は約七百五十六万ドラム。所持している魔石の八割もつぎ込めばいいだろう。……だがそれをすれば、魔女を連れてこの場所から脱出するための手段がなくなる」

　文句を言おうとしたエリィの口が開いたままになった。

　プリムローズの兄たちの助けが来ると言っても、タイミングよく来てもらえるとは限らない。最悪ヨアキムたちはイビスゲイルと戦わなければならないかもしれないのだ。

「でも……でもでもでも、なんとかしてくださいっ。私たちから情報だけきいて後は知らんぷりなんて、許しませんよ！　それって、情報泥棒ですからね！」

「おやめなさいエリィ！　ヨアキムさんにこの城の情報を渡したのは、私の判断です。ヨアキムさんは泥棒なんかじゃありません。この扉を開けるのが難しいのであれば、反対側の四階から行けばいいのです」

　プリムローズに厳しくたしなめられエリィは涙目になったが、必死に抗弁する。

「でも、あんなところからロープを渡して移動するのは不可能ですよ。落ちたら完全に死にます。それに、ロープを渡すのも無理です。壁、頑丈だしつるつるだし」

「それでも、リーチェさんを助けるためであれば、やってみる価値はあります！」




「さすがに命を賭けさせては、申し訳ないな」




　背後から声がして、全員が飛び上がりそうになった。ラウナシカなどは壁を走るほどに驚おどろいた。

　幽ゆう霊れいの気配はさっぱり読むことができない。それはもちろん「災厄の魔ま女じよ」リーチェだった。透とう明めいな姿で、いつの間にか全員の後ろに立っていた。意表を衝かれたヨアキムはまた驚かされた。さすがにこんな場所で悲鳴を上げるのは耐えたが。

「リーチェさん、いらっしゃったのですね。先ほどお呼びしたときには現れなかったので、どうしようかと」

「……すまない」

　リーチェは魂たましいである。顔色が悪いというのはおかしいかもしれないが、しかし本当に様子がおかしかった。ヨアキムは首を傾かしげた。

「どうしたんだ？」

　リーチェの存在感が薄うすくなっているように感じられた。リーチェは右手で左腕の肘の部分を持ち、うなだれている。

「ここまで来てもらって、申し訳ないが……終わりだ。どうか、このまま逃にげて欲しい。どうにかして、ここから脱出するんだ。お前たちには生き延びて欲しい」

「何を言ってるんだ……？」

「フェルナンドが、私のところにやって来た。魂の私を見て驚いていたが……、奴は、イビスゲイルの狂きよう乱らんが今まで見たことのない領域に達したと言った。もうすぐ、あの竜りゆうは全力で荒れ狂うだろう。そうすれば動くものは皆殺される」

　しん、とした。

　誰だれもが言葉を失った。あり得ない、と叫さけびたくなるような内容だった。だがリーチェが嘘でこんなことを言っているわけではないことは明らかだった。

「竜が狂うって……でもあの竜はもともと狂ってたんでしょう？　そんな、逃げろだなんて」

　リーチェはそう言いつのるラウナシカに首を横に振った。

「異常事態、らしい。あれほどの狂乱状態は見たことがないとフェルナンドが言っていた。イビスゲイルは、もともと初代三眼王ウルガ・マギアに従っていた。ギスタークには制御不能な存在だったのだ、本来は。あの男は、なにかおかしな手段でもってイビスゲイルを支配下においたのだろう。そのときにイビスゲイルは狂乱した。……だが今のイビスゲイルは完全にたがが外れている。フェルナンドは囚しゆう人じんたちを逃がさなければならない、と言っていた。私が動くことができれば、せめて時間稼かせぎはできたのだが……」

「なんで諦めるんだ？　俺たちが今から、助けに行くのに」

　リーチェは悄然としていた。

　ヨアキムの目には、リーチェが今にも壊こわれてしまいそうな人形に見えた。

「駄だ目めだ。それはもう、無む駄だなことだ。私はもう、歩く死人も同然だ。来てもらう意味も、価値もない」

「そんなことはない。俺たちがすぐ行くから……」

　できるなら、リーチェの肩を掴み、揺さぶっていただろう。ヨアキムは声を荒らげる。リーチェは静かに首を横に振った。

「フェルナンドはこうも言っていた。あの槍やりを抜くことができるのは、三眼王ウルガ・マギアだけだと」

「………………」

　誰も、そんなことを事前に知らなかった。リーチェの父も。プリムローズの兄も。ヨアキムはそれでもなお活路を見いだそうとする。

「なら、槍が刺ささったままお前の身体を動かせばいい。そして、ギスタークに抜かせればいいんだろう！」

「無理だ。ギスタークでは、抜くことができない。それに、私の身体はあそこから動かない。もう、いいんだ。ありがとう、希望を見せてくれて。さあ……立ち去るがいい」

「冗じよう談だんじゃないわ……っ！」

　叫んだのは、ラウナシカだった。

　ヨアキムの肩から飛び降りたラウナシカはリーチェに噛かみつかんばかりだった。

「ここまで来ておいて、はいそうですかって諦められるもんですか！　私にはここに来た目的があるのよ。言ったでしょう？　見て欲しい紋もん様ようがあるって」

　必死に言いつのるラウナシカを見つめたまま、リーチェは座すわり込んだ。できる限りラウナシカと視線を合わせるためだった。

「ならば今ここで、見よう。そちらが可能ならば」

　ラウナシカは文句を言い足りないようだったが、口をぱくぱくさせた後、

「ヨアキム！」

と叫んだ。

　ヨアキムはいらないと言いたかった。こんな空気の中で、自分の両手を見せることに意味があるとは思えない。

「お前の手に、あるのか？　その紋様が。ならば、見よう。その手て袋ぶくろを取って欲しい」

　全すべてを諦めた、静かな声。リーチェはヨアキムに向けて手を伸ばしてきた。

　その手に手を重ねても、なんの熱も感じないだろう。だがヨアキムは手袋を取り、リーチェの手に自らの手を重ねるようにした。

　右手にも、左手にも黒い紋様が浮うかぶヨアキムの手。プリムローズとエリィもその手を見たが、首を傾げている。

「……………………」

　リーチェはぽかんとした。呆ほうけたような表情を浮かべたまま瞬まばたきする。そして、全員の注目を浴びる中、爆笑を始めた。

「なに？　なんなの、これがなんなのか分かったの？　ねえ、答えてよ！」

　ラウナシカが必死に言いつのる。するとリーチェは目の端はしに浮かんだ涙を拭く仕草をしながら笑うのを止めた。

「すまない。だがこれが笑わずにいられるか」

「そんなに面白おもしろい紋様だったわけ？　それ、なんなの？　女運殺しとか金運殺しとかそういうやつかしらっ？」

　ラウナシカの言葉がまたリーチェの笑いのツボを直撃したようだ。ヨアキムが気を悪くするほどの時間笑い、笑い続け、リーチェはまた笑いをおさめた。

「ああ、全ては運命ということか……太陽の魔女の叡えい智ちの眼をもってしても、こんなこと見抜けないに違ちがいない。私の幽体離脱も、イビスゲイルの狂乱も、理由は一つだったということだ……」

「なんだっていうのよ、教えて！」

　リーチェの表情に精彩が戻った。さきほどまでの悄然とした態度ははかなく消え去っている。

「気が変わった」

「は？」

「槍に刺されたまま死ぬなんて、まっぴらだ。どうか私のもとに来て欲しい。そうすれば、全てはおのずと明らかになる」

　リーチェがヨアキムを見つめた。

　その眼まな差ざしを、どこかで見たことがある。ヨアキムがそんな既視感にさいなまれている間に、リーチェの身体が薄くなっていく。そしてそのままそこからいなくなってしまった。




「な、なんだったですか……あれは……？」

　全員が呆けたようにぽかんとする中、エリィの言葉が大きく響ひびいた。ラウナシカも、プリムローズもしばらく言葉を失っていた。

　あれはどういう意味のある言葉なのか、それを確かめるためには彼女のもとに行くしかないようだった。

　しかしヨアキムの前にある扉は、固く閉ざされている。

「……仕方がない」

「ヨアキム？」

「やる、しかないか……くそ。七百五十六万ドラムだぞ。七百五十六万ドラム……」

　ラウナシカは爪を立てた右足を、ぱしりとヨアキムの足に載せた。ブーツを履いているので痛くはないが、ブーツに穴が空くのではないかと心配になった。

「ちょっと待って、今思いついたんだけど、馬ば鹿か正しよう直じきに扉を狙ねらうこと無いんじゃない？　ほら、壁かべの部分に穴を空けた方が簡単なんじゃないかしら」

「駄目です」

　ラウナシカの名案は、プリムローズによって却きやつ下かされた。

「ここの壁は、とても分厚いんです。大人が両腕を広げたよりももっと厚みがあるという話でした」

「扉に風穴空けるのと、壁にトンネル掘るのと、どっちが簡単かって話ね……」

「壁もかなり硬い素材でできていますし」

「この魔ま術じゆつで破壊できるのは、一カ所だ。迂回するような道を掘ってる余よ裕ゆうはない。この扉に風穴ぶち空けてやる！」

　ヨアキムは懐から次々に小袋を取り出し、中に入っている石を並べていく。杖つえに装着している分も外し、床ゆかに並べている分に足した。簡易の魔法陣を床に描いているのだ。

　ヨアキムはこうと決めれば行動は早かった。この思い切りの良さが実は借金が増えていく原因の一つだった。

「たかが七百五十六万ドラムだ。ああ、たかが……」

「ごめん、ヨアキム。一応きいておきたいんだけど……どうするの、イビスゲイルは」

「倒すなんて考えずに逃とう亡ぼうのことだけ考える。あと、魔女がすごく強いかも知れないことに期待する」

「…………そうね、空から星くらい落としてくれるかも知れないわね。魔女ですもの」

「ああ、魔女だからな」

　やややけくそ気味の会話だが、もちろん本気ではない。だが、今魔石を消費してこの扉を開ける以外に方法はない。




「……臭い」

　こんなときに場にそぐわない発言をしたのは、エリィだった。他ほかの者たちはびっくりして目を丸くし、顔を見合わせる。

「臭いです」

「エリィ、何を言っているの？」

「皆みなさん大丈夫なんですか、こんな臭ってるのに」

「ん？　あれ……」

　ラウナシカが鼻を上げ、くんくんと空中の臭いをかいだ。ヨアキムは魔法陣形成に集中しており、返事をしない。

「ほんとだ……思いっきり腐った臭いがするわ……！　なんなの、あんた猫ねこ並みに鼻が良いわけ？」

「犬並みと言われたことがあります」

　臭いのもとを探す必要はなかった。ヨアキムたちがやって来たのと反対側の廊下から、ゆっくりとそれは近づいてきていた。

　鼻のきくラウナシカは悲鳴を上げたくなるほどの臭いに耐えなければならなかった。徐じよ々じよにプリムローズにもその臭気が感じられてきた。




　そして、少女たちは、夜の古城などという場所では絶対に会いたくないものたちと、相対することになった。




　それには意志がない。ただ、食欲がある。ずるり、ずるりと布を床の上で滑らせているような足音が聞こえる。彼かれらは二度と軽快に歩くことはない。だが、二度と立ち止まることもない。

　歩いてきたのは、墓場からよみがえった死体だった。すさまじい臭気をたちのぼらせながら、彼らはずるずると歩いてきた。ここに新鮮な肉があると知っているかのように、まっすぐにこちらを目指している。

　死体が墓からよみがえる、という話は各地で聞かれる。きちんと埋葬されなかったもの、魔ま物ものに食われたもの、なんらかの魔法によるもの……魔導師によって操られているもの。原因は様々だが、よみがえりは人々の悪夢が生み出した悪夢ではなく、現実に在る話だ。蘇った死体は、ゾンビとも呼ばれる。

　かれらは、この城の中を巡回するように歩いていた。出ることはできず、太陽の光を恐れながら。その穴だけになった鼻は、生きている人間のにおいをかぎつける。その温かな血を、肉を食らいたいという欲望のままに、彼らは決して生きている人間を見逃すことはない。

「ぞ、ぞぞぞぞぞゾンビーー！」

　少女たちの悲鳴を聞いて、ヨアキムが顔を上げた。

　そして歩いてきた者たちを見て、げっと呟つぶやいた。歩く死体たちは、五体もいる。男、男、男、女、女、年の頃ころは分からないが、服装を見るとかなり古い死体のようだ。女は、泥にまみれたドレスを着ている。衣服も腐るものらしく、どれもこれも腐った死体が着るに相応ふさわしいボロ切れだ。

　ゾンビの口からは唸りのような低い声が漏れ出ている。

「い、いいです。私が戦いますですよ！　皆さんはどーんと大船に乗ったつもりで待っていてくださいっ」

「エリィ……私も一緒に戦いましょうか」

「いっ、いい、いいでふっ！」

　舌を噛んだエリィはしばらく苦しんでいた。

「主人を戦わせるような戦場ではありません。私一人で十分ですっ！　あんなやつら、ここに近づかせませんっ、よ……ヨアキムさんの野や郎ろう、頑張るですよ！」

　エリィは抜ばつ刀とうした。そしてヨアキムが野郎呼ばわりに文句を言う前に威勢良く駆かけだした。

　ラウナシカが、

「頭を狙いなさい！　腐っているから動きは鈍いけど、絶対に相手に手足を取られないで！　食らいつかれるからね！」

　と助言を飛ばす。

　小こ柄がらなエリィの身体が、走りながら獣のように低い姿勢になったかと思うと、スピードが増した。一体目のゾンビの頭を剣先が貫く。エリィは嫌悪感たっぷりの表情で剣を引き抜ぬくと、返す刀で二体目のゾンビの首を飛ばす。

　ゾンビたちは、自分たちが襲おそわれているという自覚もないようだった。ただ真っ直ぐに歩いてくる。二体目を倒した勢いで低く沈しずんでいたエリィの身体が、ばね仕掛けのように跳んだ。三、四、五体目のゾンビが危なげなく倒される。

　どさ、どさと死体たちは動けなくなって地面に倒れた。鮮やかな剣技に、ヨアキムも魔石の配置を決めながら、視線をやらずにはいられなかった。あれほど生意気な性格なのも仕方ないかも知れないとうっかり思ってしまいそうなほど、エリィは強い。

「油断しないで！　また来てるわっ！」

　警告を放ったのはラウナシカだった。勝利の余韻に浸っていたエリィが慌あわててターンする。すると、ゾンビのやって来た暗闇から、また死体が湧いて出てくるのが見えた。

「ヨアキムさんっ、扉はいつ破れるんですかっ！」

「いま、やってる！」

「ひいい、臭いですっ近づきたくないですっ」

　エリィは文句を言いつつ見事にゾンビを倒しまくっている。




　ヨアキムは右手を地面に走らせた。魔石が着火したように光を放つ。杖を使わずに魔石の力を発現させるのに手間取った。しかし杖でこれほどの数の魔石の力を解放すれば、杖本体が砕け散ってしまうだろう。杖はあくまで、即そく座ざに的確に魔術を使うための道具だ。

　魔石がぽっ、ぽっ、と光を放つ。床に並んでいる魔石は百を超えた。

　牙が狼ろう、マチルダ、想定外の戦いに魔石を費やした。まさか、扉を開けるのにこれほどの数の魔石を使うことになろうとは、想像していなかった。ヨアキムは頭を振って余計な考えを吹き飛ばした。もう、後悔している時間はない。

　ヨアキムは息を吐はき出だしながら、深い集中状態に入った。自分の両手を見下ろす。手袋は取り去ったままだ。手の平の紋様を見た周囲は必ず好き勝手なことを言い始めるので、学院ではずっと手袋をつけたままだった。

　学長ワードホッズにすら解明できなかったこの紋様の正体が、リーチェは見ただけで分かったようだった。彼女にとっては、至極当たり前の存在であったかのような反応だった。




　もうすぐ何もかもが分かるのかも知れない。




　地面に置いた両方の手の平から、煙のようなものが湧き出てくる。手品のように見えるが、これは子供だましの技ではない。ヴィブロス魔術学院学長、ワードホッズがその人生を賭かけて作り上げた、魔術式と魔法陣を組み合わせた芸術のような術式である。床にはヨアキムの描いた魔法陣が形になった。

　最後に、起動するための呪を口にすることで術式は完成する。




「第百位術式メランジエ、発現ガード。破壊具現スフイリツツオ。魔法陣の一より百エントルーアエツイオ、完全崩壊デルオラ」




　ばきりと音がした。床にひび割れが走る。そして、そのひび割れは目の前の扉とびらにまで続いていく。川を逆流していく水の流れを見るかのようだった。はじめ、扉にまで達したひび割れはその流れをせき止められた。

　しかし、扉に衝撃が走ったかと思うと、真ん中に描かれていた魔法陣がばきりと音を立てて崩くずれた。扉に亀裂が走り、戸板がばらばらに崩れて床に落ちていく。

　そのときヨアキムは完全に油断していた。

　崩れた戸板の向こうに広がるべきだったのは、隠かくされた廊下の光景だ。王の私室につながる唯ゆい一いつの道……だがヨアキムが見たのは、シスターの白い姿だった。

「…………」

　その鋭い眼光が、炎ほのおのように光って見えた。その鋭するどさが、身を灼くように感じた。

　マチルダは既に抜刀していた。扉が崩れた瞬しゆん間かんを狙って息を潜め、そこにいた。そして扉の崩壊の瞬間に剣を振り上げ、そこにいる者の命を奪取すべく、絶命のための攻こう撃げきを繰り出す。

　ヨアキムは魔法陣を制御するため座り込んでおり、頭を割ってくれと言っているも同然の格好だった。

　完全なるタイミングだった。ヨアキムは油断しきっていた。

　音もなく、気配もなくマチルダの剣が落ちてくる。

　ヨアキムは、「……死んだ」と思った。完全な油断だった。そんなところに敵がいるとは全く想定していなかった。身体が全く反応できない。

　ガッ……と金属音が弾はじけた。

　マチルダが目を見開いた。

　割り込んだのは、プリムローズだった。その手にあるのはヨアキムに渡わたされた食事用ナイフだ。そのナイフで、マチルダの剣による斬撃を受け止めた。

　落ちてくる大木を、小枝で受け止めるようなものだった。あり得ない。だからマチルダは目を大きくした。

　青い目をした小柄な少女は、続けてあり得ない行動をした。ナイフを動かし、マチルダの剣をはじき返した。

「紅蓮ギルツイカッ！」

　マチルダの剣が、炎を宿す。プリムローズの身体を叩たたき斬きるべく、横なぎの斬撃が繰り出される。だがプリムローズはその一いち撃げきを、再びナイフで防いだ。それだけではなく、紅蓮の刀身をナイフの先ではじき飛ばす。

　とても優ゆう雅がな、ゆるやかな動きに見えた。だが実際はとんでもない早業だった。プリムローズは剣を手にした瞬しゆん間かん普ふ通つうの貴族令れい嬢じようではなくなってしまったようだった。

　絶対の攻撃を完全に防がれたマチルダは、数秒間完全に呆ぼう然ぜんとしていた。そしてその数秒で、プリムローズは、

「エリィ！」

と右手を伸のばす。そこにプリムローズの忠実な従者が、完璧なタイミングで剣を投げる。彼女とてゾンビを何体も相手にしているのに、全く躊ちゆう躇ちよはなかった。

　プリムローズの手に剣が飛び込んでいく。それと同時にエリィはスカートの下の足に装備していた短刀を片手に三本ずつ、合計六本構えた。

「シスター・マチルダ……」

　プリムローズは彼女の名前を呼んだ。

　だがマチルダは冷たい目でプリムローズを見すえた。

「裏切り者、とでも言うのかしら？　優やさしいシスターだと思っていたのに、と」

「いいえ」

　プリムローズの返答は明確だった。マチルダはぴくりと眉まゆを動かす。

「あなたのことは最初から、信用できないと感じていました。私のカン、とても良く当たるんですよ？　でも…………残念です」

　ふわりとスカートが風を受けて膨ふくらんだように見えた。プリムローズは鮮やかなステップでマチルダに近づいた。完全に無駄のない動きだ。一いつ瞬しゆんもかからずにプリムローズはマチルダに剣を打ち込んでいる。かろうじてマチルダはその剣を受けた。

「あなたがギスタークの配下であるなら、私は容赦しません」
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「くっ……！」

　プリムローズの身体がしなやかに動く。完全に急所を狙う一撃がマチルダに向けて繰り出される。かろうじて受けるマチルダは、続けざまの攻撃に防戦一方になった。

　その剣はプリムローズには長すぎるように見えた。だが、その長さはプリムローズの動きに合っている。彼女の戦い方を見て選ばれた剣であることは明白だった。

　マチルダは距きよ離りを取った。このままでは斬られると悟さとったのだった。マチルダが剣技における実力者であることは間ま違ちがいない。だがプリムローズの動きを抑えるためには、マチルダの知る剣術を全て駆使しなければならないだろう。それを悟ってマチルダは表情を歪めている。

　可愛かわいいお嬢様にしか見えていなかったが、とんでもなかった。プリムローズはたった一人でこの場所に投げ込まれたとしても、全く平気だっただろう。まさしく剣技の天才だ。身体が小さいというハンデを負ってもなお、すさまじい爆ばく発はつ力を秘ひめている。マチルダが一回攻撃するごとに、彼女は三回の攻撃を放っている。




「ヨアキムさん、リーチェさんを助け出してくださいっ！」




　鋭い攻撃を繰り出しながら、プリムローズは叫んだ。マチルダは何かを叫ぼうとしたが、気を逸らせばプリムローズの剣が彼女を叩ききる。

　ヨアキムが、二人の脇を走り抜けていった。猫も一いつ緒しよだ。廊下の向こうに甲かつ冑ちゆうの姿が見える。この場所を守るべく用意されたものだろうか。

　だが、ヨアキムであれば大だい丈じよう夫ぶだとプリムローズは考えた。

　今は魔女を助け出すことに集中しなければならない。




「あなたみたいな可愛らしい少女が、剣を使うなんてね……」

「私のような者を、『竜憑き』と呼ぶそうです。今まで、剣で負けたことはありません」

「たぶん、あなたみたいな子を天才というのね。……私は、大っ嫌いよ。あなたみたいな存在が……虫酸が走るわ」

　紅蓮の重い攻撃を受けながら、プリムローズはにこりと笑った。敵を前にした表情には見えない。

「兄は私が剣を持つことを嫌いますが、私は好きです。あなたのように、強い方と戦うことが。そして、倒たおすことが」

「生意気ね……」

　マチルダは深く構えた。このままではヨアキムたちが魔女のもとに到達する。そうすれば、ギスタークはマチルダに愛想を尽かすことだろう。全てが終わってしまう。魔女のそばに誰も寄せてはならない。

「一つだけ訊きたいです。あんな王に仕えることを、恥と思いませんか？」

「……思わないわね！」

　プリムローズは剣を構える右手を、強く握にぎりこんだ。目つきが変わる。




『青の聖女』と、後に呼ばれることになる少女。

　それはこのプリムローズの瞳の色からきた二つ名であることに間違いはない。だがそれだけではない。剣をもったこの少女が、青い炎をまとっているように見えることからくる名だ。




「紅蓮！　お願い、力を！」

　マチルダは剣を振ふるった。その刀身は、炎を生み出す。まるで空中に咲さく花のような光景は、敵であっても心奪うばわれるものだ。プリムローズは自分の身体を焼こうとするその炎を、かすかな息づかいとともに最小の動きで斬った。

　その小さな身体は雷かみなりのような鋭さで、マチルダとの距離をつめた。プリムローズは瞬きすらせずマチルダに接近し、そして剣を突き上げた。

「ヒッ……」

　死ぬ。マチルダがそう思った次の瞬間、プリムローズの剣先はマチルダの喉のど元もとを貫く寸前で止まっていた。

「降参しますか？」

　マチルダの手から剣が落ち、石いし畳だたみの上で重い音を立てた。

　赤い刀身をした剣を拾ったのは、エリィだった。怖々といった表情で剣を持つと、マチルダの腰こしにあった鞘さやを奪い、剣をそこに戻もどした。いつ発火するかしれたものではない。

「エリィ。その人を捕ほ縛ばくして下さい」

「了りよう解かいです。プリムローズ様は、ヨアキムさんを助けに行って下さい。どうか、お気をつけて」

　その言葉を聞いて、プリムローズは弾けるように駆けだした。塔とうに向かって走っていく。

　マチルダはその隙に逃げだそうとしたが、エリィはそのスカートを踏みつけ、短刀を突つきつけて動きを封ふうじた。

「主人の命は絶対ですから、抵てい抗こうしないで下さいね？」

「抵抗なんてしないわ。……でも、残念ね。とても残念」

「…………？」

　エリィは眉をひそめた。マチルダは完全な敗北を喫したというのに、笑っている。負け惜おしみでもなんでもないことはなんとなく分かった。

「なにが残念だと……？」

　そのときエリィは遠くから、いや近くから？　それも分からなくなるほど巨きよ大だいな、耳をつんざくほどの狂声を聞いた。城が揺ゆれる。足元が定まらない。

　この国に地震はほとんどない。エリィは生まれてから一度も地面が揺れるような経験をしたことはなかった。だが、マチルダは何か予測していたのかも知れない。まるで慌てることなく駆け出し、エリィと距離を取った。

　追いかけようとしたエリィは、地面が波打つほどの揺れに悲鳴を上げそうになった。

「くっ……この、逃げてはダメです！」

「では、ね。お嬢さん」

　マチルダの手には、エリィから取り戻した紅蓮があった。そしてマチルダは、懐から石のついたペンダントを取り出すと、何か短い言葉を呟いた。すると、その身体は跡形もなく消えてしまった。

　マチルダが自分たちより先にここに来て、魔物たちを放つ準備時間まであった理由が分かった。瞬しゆん時じに移動することのできる「移動石」を持っていたのだ。エリィは歯がみした。止めることができなかった。

「…………はわっ？」

　再びの揺れに、身体の平衡を失う。

　あまりに揺れが長すぎる。そしてまた聞こえた。空を斬り裂くような、人間を魂から震ふるわせ凍こおりつかせてしまうような、恐おそろしい声。




　すでに、エリィにも分かっていた。

　これは間違いない……猛り狂う竜の、声だ。







六章　解放の時







　ラウナシカはヨアキムの足元で走りながら、

「甲冑が来たわーっ！」

と叫んだ。二人が走っていく廊ろう下かの向こう側から、槍を持つ甲冑がゆっくりと歩いてくる。中には人は入っていない。魔ま法ほうで動かされている命のない物だ。

「胸に簡易魔ま法ほう陣じんね、アレなら私に任せてっ！」

　ラウナシカがスピードを上げた。ヨアキムが無理をするなよ、と叫んだのが届いたかどうか。ラウナシカは地面を蹴り、跳躍した。

　甲冑の胸には紋様が刻まれている。ラウナシカが簡易魔法陣と呼んだのはその紋様のことだ。この甲冑に命を吹き込んでいる機構がその紋様であり、

「強化シミツトっ！」

　ラウナシカが一声発すると同時に白く光った爪つめが、その魔法陣を抉る。

　魔法陣は完全でなければ用をなさない。命の源である魔法陣を削られ、甲冑は壊れた玩具のように動けなくなった。膝ひざを突き、そのまま倒れ込む。がちゃがちゃとパーツが外れ、中には誰もいなかったことが明らかになる。

「無む茶ちやするなって言っただろ」

「あら、あんたにこの芸当ができた？」

　ラウナシカは今、おそらく世界で唯一の魔術を使う猫だ。式を組み込んだのはヨアキムだった。短い呪を唱えることで、猫の武器である爪と牙きばを強化する。この魔法陣を削るくらいの効果はあったようだ。

「魔石を消費せずにコレを倒せたんですもの、褒ほめて欲ほしいわ」

「…………行くぞ」

　確かに魔石の消費を抑えることができたのは有り難かったが、素直に礼を言う気にはなれなかった。おとなしくしていて欲しい。できればこんな場所にも連れて来たくなかった。だがラウナシカはそれは決して認めない。自分は姉だから、絶対にヨアキムのそばにいる、と。

　二人は廊下の真ん中まで来たところで、小さな通路が右の壁に造られていることに気がついた。こちらの方向に塔があるのだろう。そしてこの先には、王の私室がある。

　十年前、リーチェが連れてこられた道だ。

「……あの魔ま女じよ、あんたの紋様のこと分かったみたいだったわね」

「ああ」

　もう、どうでもいいと思っていた。だが、判明するとなれば、気になる。気になるが、今はそれを知ることが優先ではない。

　まずはリーチェを助け出すこと。プリムローズが時間を稼いでくれている間に、早く私室に行かなければならない。あの主従の強さは予想外だった。マチルダが完全に気圧されていたように思う。

　ヨアキムは走った。通路は階段になっており、上へ上へ向かうことになった。

　大した長さではなかった。王の私室へつながる扉が見える。両開きの扉は、既に開け放たれている。二人はその中に飛び込んでいく。

「……ラウナシカ、止まれっ！」

「ひっ？」




「第八位術式アリス、発現ガード！　魔壁具現ガリスタ、第一石マウト、第二石アウラ、第三石エント、第四石バハス、崩壊オロ！」




　いやな予感のままに、呪じゆ文もんを唱えた。そうすることができたのは僥倖だった。

　ヨアキムとラウナシカに向かって飛んできたのは、黒い槍だった。ヨアキムが形成した盾たてが槍の一撃を防ぐ。槍は見えぬ盾に突き刺さり、火花が散った。小さな雷らい撃げきのような音がした。そして槍は石の床の上に落ちて転がった。

「……………………」

　その昔、王の私室として使われていた部屋は、今では単なる空虚な部屋だった。豪ごう華かな家具は全て運び出され、窓から見える光景も枯れ果てた終末であり、夜空の月すら今夜は細く弱い光だ。

　ヨアキムは、そこに永遠に立たされている少女の姿を見た。長い銀色の髪かみ、閉じられた瞳ひとみ。今にも動きそうなのに、決して動くことはない。閉じられた時間の中に在る身体。時を止める力を持つという槍は、少女の身体を無残に貫つらぬいていた。

「怪我けがはないか？」

　そうヨアキムに問うたのは、半透とう明めいの姿をした少女だ。時の止まった身体と寸分違わぬ姿をして、そこにいる。

　そして魂たましいのリーチェの前に座り、今入ってきたヨアキムに向かって槍を投とう擲てきしてきたのは、長い髪をひとつにくくった男だった。鋭い目つきをしている。今の攻撃は、完全にヨアキムを殺すつもりだった。

「この少年は、お前が殺していい存在ではない、フェルナンド！　私の説明がそんなに信じられないか！」

　リーチェは激げき怒どして男に怒鳴りつける。

　ヨアキムは、そこに座っている男が「双そう槍そうのフェルナンド」であることを知った。十年前、三眼王ウルガ・マギアを助けた男。だがその獰どう猛もうといっても良い目つき、凶きよう暴ぼうそうな雰ふん囲い気きは、彼に対して民たみが抱いているイメージとあまりにかけ離はなれている。

　躾の行き届いた王の猟犬ではない。その眼光は、野に生きる獣けもののものだ。

「これがお前の言うものなら、俺おれの槍やりなんぞで殺されやしないだろうが」

　フェルナンドは立ち上がった。そしてゆっくりとヨアキムに近づいてきた。

　背が高い。全身から殺意がほとばしっているような、共にいて一瞬たりとも安心できそうにない男だった。

　ヨアキムは、攻撃に備えるべきか迷った。ラウナシカが足元でフーッと威い嚇かくしている。

「フェルナンド！」

「顔を見ることも許されないか？」

　喉のどで笑いながら男はヨアキムの目の前に立った。獲え物ものを見る目で見下ろされ、ヨアキムは瞬きもせず視線を返した。ここで目を逸そらしたり、逃にげるわけにはいかないと思えた。

　フェルナンドは口の端を歪ませるようにして笑うと、ヨアキムの盾に弾かれて地面に落ちていた槍を無造作に拾った。彼がそのまま槍を横薙ぎに振れば、ヨアキムに怪我を負わせることができる。そんな距離だが、ヨアキムはこの男はそんなことはしないと思った。事実、フェルナンドは槍を手にしたが攻撃してくる気配はなかった。

「お前の名前は、なんという？」

「……ヨアキム・ヴァンデローグだ」

「へえ。その姓せいは貴族のものか？　お前、どこで育った？　どこかの金持ちの家でぬくぬくと育ったわけか」

「この姓は、俺の母の家のものだ。貴族じゃない。それにぬくぬくと育ってなんかいない。億単位の借金を抱えた貧乏暮らしだ」

　淡々としたヨアキムの返答に、フェルナンドはやや毒気を抜かれたようだった。

　ラウナシカがヨアキムより先に怒おこりだした。

「なんなのさ！　あんたも、リーチェも。この子になにをしようっていうの」

「猫が、喋しやべった？」

　この事態を前にフェルナンドは目を見開いたが、だがそれだけだった。

「じゃあ聞くが、お前は自分の正体を知っているのか」

「正体……？」

　ラウナシカがふーっと威嚇音を放つ。

「ああ。このリーチェさんは、お前がとんでもない存在であると言った。なんと、真の三眼王ウルガ・マギアだとな！」

「……………………」

　ヨアキムは無言のまま、フェルナンドの視線を受け止める。

「なによ、それ……？」

　とラウナシカが喉から絞しぼり出すような声を出した。

「間違いない。その両手の紋もん様ようは、初代三眼王ウルガ・マギアが宿していた紋様と全く同じだ」

　リーチェが言葉を継ぐ。

　ラウナシカはわなわなと震えた。

「なんなのよ……、この子が王なんて、そんなことあるわけないじゃない！　だって、三眼王ウルガ・マギアって、額に目みたいな紋様があるんでしょ。この子にはそんなものはないわ。この両手の紋様は……だって、そんな……間違いよ！　ねえ、そうでしょうヨアキム……！」

　ヨアキムは、フェルナンドを睨にらみ返かえした。

「俺が三眼王ウルガ・マギアの血を継いでいたとして、それだけで俺は王なのか？」

　フェルナンドは無言だった。

「俺は、ただの魔ま術じゆつ師しだ。自分の家すら持っていないのに、王を名乗るのは滑稽すぎると思わないか？」

「は！　確かにな。その理屈で言えば城と王冠をもって生まれてこなければ王を名乗れないというわけだ。……だがお前が真の三眼王ウルガ・マギアの末裔であるなら……、滑稽でもその力を使ってもらわないといけない」

　そのとき、ぐらりと城が揺れた。

　この国に地震はほとんどない。地面が揺れるという感覚にラウナシカが悲鳴を上げる。ヨアキムも身体の平衡を崩し、慌ててたたらを踏ふんだ。

　フェルナンドは「イビスゲイルだ」と言った。

「……お前が本当に三眼王ウルガ・マギアならば、頼む。イビスゲイルを鎮めてくれ。このままでは、あいつはこの国を滅ぼし尽つくすまで止まらない」

　城がまた揺れた。

　同時に、竜りゆうの猛り狂う吠え声が聞こえた。耳にした瞬間、魂まで凍りつきそうなほどの圧倒的な声。

「俺にはそんな力はない！　ただの魔術師だ。魔石もさっきほとんど使い尽くした！」

　ヨアキムは、自分の手に重なる透明な手に気づいた。リーチェがヨアキムの顔をのぞき込むように見上げていた。

「いきなり王であると言われても、納なつ得とくいかないのは分かる。それに、三眼王ウルガ・マギアの力はいまは完全に封じられている。その額、その右手、その左手。王の力を分かち、初代の三人の盟友に封じたのは太陽の魔女だ。その身体には魔ま力りよくはなく、王紋も今はただの紋様に過ぎないだろう」

　リーチェはより深くヨアキムの顔をのぞき込んだ。

「だから……お願いする。私の槍を抜いてくれないか」

「待て！」

　フェルナンドが声を上げた。

「その冷厳なる死の指先ヤグ・デイルナツクに触ふれるな。もし抜くことができたとしても、力を完全に制御していなければ……」

　その言葉の先を封じたのは、フェルナンドを射るように見すえたリーチェの目の力だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。それに私は、初代との約束を守らなければならないんだ」




　地面が揺れる。狂きよう乱らんの声が聞こえる。

　城下ではとうに、殺さつ戮りくが始まっている。荒れ狂う竜を前に、戦い続けられる人間などそうはいない。罪人たちは焼かれ、食われ、蹂躙されるさだめだ。




　リーチェはゆっくりとヨアキムから離れた。そして、凍りついている自分の身体の前に立った。魂と肉体。生と死を象徴するかのような姿だった。

　リーチェはゆっくりとヨアキムに向かってひざまづいた。

「今までの失礼な物言いをどうかお許し下さい。どうか、お願いです。その槍を引き抜き、私を時の呪縛より解放して下さい……」

　次の瞬間、この塔の上部が竜の攻撃によって真っ二つに叩き折られた。世界が割れるような音がした。悲鳴、怒声、聞こえた声に反応することすらままならない。

　ヨアキムは動けないまま、目の前でひざまづくリーチェを見ていた。

「俺の父も、叔母も、血けつ縁えんはみんな兵に殺されたんだ……。俺は、自分たちは反逆者だから狙われ、命を奪われたんだと思っていた……」

「王座にいるものがあなたがたを狙ねらったのであれば、それは自分たちが偽者であることを暴かれるのを恐れてのことに違ちがいありません」

　世界が壊れるような音がする。

　ヨアキムは視界が真っ赤に染まったような気がした。普ふ段だんは一番奥底に封じ込めている、絶対に思い出してはならない記き憶おくが浮うかび上がり、苦痛をおぼえた。誰だれよりも大事に思っていた人たちが血の海に沈む、おぞましい記憶。

　ラウナシカの父に拾われていなければ、ラウナシカがいなければ、死を選んでいたであろう幼い頃の自分。

　全すべてを忘れることを選び、ヨアキムはヴィブロス魔ま術じゆつ学院で人生の道を決めた。ラウナシカを助け、人間の姿に戻し、それから魔術学院の請け負う仕事を受け、ゆくゆくは教師にでもなるかと考えていた。借金の額だけは普ふ通つうとはいえないかもしれないが、自分ならば全部返済することができるだろう。……そんな人生になんの違和感も抱いていなかった。

　地面が揺れる。ラウナシカの悲鳴が聞こえた。なにか叫さけんでいる。ラウナシカをひょいと抱き上あげたのはフェルナンドだ。邪魔をするな、と言っている。

　竜が荒れ狂くるっている。

　空が赤く染まっている。イビスゲイルが炎を吹き出したのだ。




　ヨアキムは自分の両手を見た。

　手の甲こうに描えがかれている紋様。そんなものに振り回されず、魔術を身につけるように努力した。なのに、こんな風に変わってしまうのか。

「…………」

　ヨアキムは槍に貫かれているリーチェの身体を見た。崩壊した天井から、石が砕け落ちてくる。その中で、少女の身体は槍に貫かれたまま時間を止められている。ヨアキムは目眩を覚えながら、彼かの女じよのもとに近づいていく。

　ゆっくり手を伸ばす。




「そのまま槍を抜けばお前は死ぬぞ、リーチェ！」

　フェルナンドが叫ぶ。ヨアキムが手の動きを止めると、リーチェはヨアキムの腕うでにその透明な手を添わせた。

「雑音を聞く必要はありません、王よ」

　どこかで会ったことがあるような気がする。

　なにか約束をしたような気がする。

　何かを謝り続けたような気がする。

「さあ、引き抜いて」

　……だめだ。ヨアキムは悟った。自分には、この槍の力を解き放つことができない。時を止める力を保ったまま抜けば、リーチェの身体は傷一つ無く解放される。だが自分には不完全な紋様しかない。冷厳なる死の指先ヤグ・デイルナツクの力を制御することはできない。槍が抜かれた瞬間時は流れ出し、リーチェの身体は血を流し絶命する……。

「いいのです。私は、数秒で良い。あと数秒この身体で動くことができれば、私はどうなってもいい」

　君はいつも自分を犠ぎ牲せいにする。

　ヨアキムの中で、ヨアキムではない誰かが言う。君が自分を犠牲にして、俺を助けようとするから。俺は、君をずっと守りたいと思っていたのに。それだけを望んでいたのに。

「さあ、早く」

　それは自分の意志だったか。ヨアキムは半ば操られるような状態で、手を伸ばす。その足元に、ラウナシカが走ってきた。




「ヨアキム！　あんた……ちゃんと自分の意志でやってるんでしょうね？」

「…………」

「違うのなら、やめなさい。言う通りにする必要なんか無い。一緒に戦って、ここから逃げましょう？　私たちなら、生き延びられるわ。それに……黙だまってたけど、ワードホッズ先生に移動石をもらっているのよ。もしものときは使えって。今すぐにでもここから脱だつ出しゆつできるのよ！」

　逃げることができる。

　全てを選ばずに。ラウナシカを連れて、もとの生活に戻ることができる。

「そりゃいいな」

「……だったら、」

「移動石、売り飛ばしたら百万ドラムはかたいぞ……ラウナシカ、移動石は使ってしまって返せませんと言うんだ！」

「………………」

　ラウナシカに笑えみを向け、ヨアキムはリーチェに向き直った。




　ヨアキムは凍りついた身体に近づいていく。そして、ゆっくりと手を伸ばし、槍を握った。三眼王ウルガ・マギアの血族であれば、抜ぬくことはできる。だが、槍の力を制御しなければリーチェの身体は傷ついたまま時間が流れ出してしまう。

「……さあ、やってくれ」

　魂のリーチェが小さな声で告げる。

　冷厳なる死の指先ヤグ・デイルナツクは、装そう飾しよくの少ない黒槍だ。ヨアキムが握ると槍はかすかに震えた。そして、ゆっくりと引き抜いていく。

　ヨアキムの目は、引き抜かれた槍とともに吹きだした血と、そばにいた幽ゆう霊れいが消きえ失うせ、倒れてくる少女の目が開くその光景だけを映していた。

　魂よりも美しい、幻想よりも悲しい、紫むらさき色いろの瞳。

　魔女と呼ばれる少女、リーチェ・ベルガスタイン・ゴッズの十年ぶりの覚醒だった。

「感謝します、王よ……！」

　呪いの槍は引き抜かれ、時は流れ出した。少女の身体に猛もう烈れつな痛みが走り、その口からは絶ぜつ叫きようがほとばしってもおかしくはなかった。だがリーチェにはするべきことがあった。生まれたときから、生まれる前から、果たすべき約束が。

　リーチェの口の端はしから血が流れている。だがリーチェはそのまま立ち、両手を空に向けて目を閉じた。




「太陽の魔女リーゼロッテ・フォン・ベルグカッセの名において、初代三眼王ウルガ・マギアエルクとの間に結ばれし約定を、今、リーチェ・ベルガスタイン・ゴッズがここに果たす」




　魔女の腹からは血が噴き出している。誰も口をきくことはできなかった。残りの寿じゆ命みよう、数秒をかけて彼女はヨアキムの身にかけられた呪いを解こうとしている。リーチェの身体が発光する。

　ヨアキムは、目の前にリーチェの顔が近づいてくるのを見ていた。

「……………………」

　柔やわらかな感かん触しよくと共に、魔女は王に口づけた。聖なる儀式のような荘厳さで、誰も口をきくことができなかった。

　かくして、最初の封ふう印いんが解かれた。ヨアキムはなにか温かいものが身体の中に流れ込んでくるような感覚をおぼえた。指先まで力があふれ、今まで眠っていたものが目覚め出すような気がした。

　左手に、右手に、そして今額に浮かび上がる三つの紋様。それは「王紋」と呼ばれている。額の紋様が眼に似ていることから、人々は初代のことを、「三眼王ウルガ・マギア」と呼んだのだ。

　かつて王と魔女の間でどのような約束がなされたのか、ヨアキムには想像すらつかない。

　ただその一瞬、黄金の髪をした少女の幻影を見た。太陽の魔女という名前が、この少女にならば相応ふさわしいと思えるような、こぼれおちそうなほど大きな目をした娘むすめだった。夢に見た少女に他ほかならなかった。

　彼女はなにか言おうとしていたが、その言葉はどうしても聞くことができず、気づけばその少女の顔は、銀ぎん髪ぱつの少女の顔になっていた。

　そして少女は、青ざめた肌はだの色をして、後ろに倒れていく。

「……リーチェ！」

　ヨアキムは慌あわててリーチェの身体を抱き留めた。

「ヨアキム！　ヨアキム！　ど、どうなったの？　あんた……リーチェは？」

　ラウナシカが尋ねてくる。外から見ていただけでは、何が起きたかは理解できなかっただろう。

　リーチェはほとんど身体に力が入っておらず、ヨアキムが抱き留めているが両手はだらりと垂れ下がっている。彼女に残された時間は全て、ヨアキムの王紋を解放するために使われた。使わせてしまった。

　そして、リーチェはヨアキムの紋章を解放したとしても、おそらく槍の力を制御するには至らないことを知っていた。つまり、槍が抜ければ死ぬことは分かっていたのだ。

　絶対に助けなければならない。ヨアキムはゆっくりとリーチェの身体を床ゆかの上に横たえた。
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　ヨアキムは杖つえを握った。

「第一術式エイムス、発現ガード。治癒具現レンツイータ！　第六石ツオルン、第七石サータ、第八石グラージ、崩壊オロ」

　リーチェが命を賭かけてくれたというのに、自分にはこの王紋を使いこなすことができない。ヨアキムが使えるのは、魔術だけだった。

　それは怪我を治癒させるための術だった。杖にはめこまれた石から魔力が消えていく。そして崩壊と言うのと同時に石は砕け散った。




「すまないが、俺は行く」

　フェルナンドは抜けた槍を拾った。彼かれはその二つ名「双槍のフェルナンド」の通り、二本の槍を装備する。

　そしてヨアキムが返事をする前にこの部屋から走り去っていった。囚しゆう人じんたちを助けに行ったのだ。

「ヨアキムさん！　リーチェさんは、大丈夫ですか！」

　入れ替わるように駆かけつけてきたプリムローズは、部屋の中の様子を見て絶句した。ヨアキムの服にもリーチェの血の色が染まっている。

　リーチェの身体が淡あわく光り、傷が消えていく。腹の傷が埋うまっていくのが分かった。彼女の白い服は赤く染まったままだったが。

「……ここまでの効果、見たこと無いわ……」

　ラウナシカが息を呑んだのも当然だった。それまでのヨアキムの使う治癒魔術は、擦り傷であろうと消えることはなく、回復が早くなるくらいだった。骨折などであれば痛みはマシになったかも知れないが、完全に傷を消し去ることはできなかった。そこまでの術は、竜りゆう紋もん師ですら高位の術使いでなければ不可能だろう。

「この紋様の影響、みたいだな……魔術の効果が何十倍にも跳はね上がっている」

　ヨアキムは両手を握り締しめた。

　この力があれば、残りわずかな魔石だけでも、もしかしたら。




　リーチェがゆっくりと目を開けたとき、歓かん声せいを上げたのはプリムローズだった。背後にはいつの間にか来ていたエリィがいる。

「……感謝いたします、王よ」

　リーチェは意識を取とり戻すと同時にヨアキムに跪いた。エリィが驚きよう愕がくの表情を浮かべている。いきなり魔女が跪いているのをみれば、誰もが驚おどろくだろう。プリムローズも、え、王？　と首を傾かしげる。

「とりあえず、その言こと葉ば遣づかいはやめてくれ。俺は王じゃないし……この王紋、使い方がよく分からない」

　辟易しながらヨアキムは言った。

「あなたがそうおっしゃるなら……そうしよう」

「あ、くそヨアキムさん。額に変な絵が浮かんでますよ？」

　エリィがヨアキムの額を指さしそんなことを言ったので、リーチェがすかさずエリィに拳こぶしを落とした。

「言っておくが、この方は本物の三眼王ウルガ・マギアだ」

「は。……はぁ？　え……っと、あ、寝ぼけてるんですね魔女さん」

　再度拳が叩たたき落とされた。

「ギスタークのような偽にせ者ものの王ではない。本当の三眼王ウルガ・マギアの力を受うけ継ついだ……正しい後継者だ」

　また地じ響ひびきがした。竜の猛り狂う声が響ひびく。

「イビスゲイルを、救ってやってもらえるだろうか？」

「…………俺に、できるのか？」

「あなたならばできる」

　ヨアキムは、リーチェを見た。答が分かっているような顔をしている。

　プリムローズを見た。不思議と、何かを悟さとったような顔をしている。

　エリィを見た。頭の痛みにもだえている。

　ラウナシカを見た。猫ねこに表情は無いと言うが、実際とても表情豊かだ。人間だったときのように、ヨアキムがどんな答を出すかちゃんと分かっている、そんな何もかもを見み透すかしたような目をしている。

「あんたがどういう決断をしても、私は一いつ緒しよに行くわよ」

「ああ」

「ねぇねぇ、あんたが三眼王ウルガ・マギアになったら、もしかして借金が帳消しになったりしないかしら？　貢ぎ物とか募集したりして」

「………………」

　ヨアキムは左手でラウナシカの口を塞ふさいだ。

　そして、選択する。







七章　イビスゲイル







　悪夢のような光景が広がっていた。通りは暴れ回った竜の爪で石がはがれ、尻尾しつぽの一いち撃げきを受けた家々が砕けてしまっている。「狂乱のイビスゲイル」と呼ばれているだけのことはあった。

　囚人たちはほとんど逃げることしかできなかった。

　山から下りてくる魔ま物ものと戦っていたとはいえ、彼らが持っている剣けんや斧おのでイビスゲイルに立ち向かうのは、小さな枝をもって王城を突き崩そうとするようなもの、不可能事だ。だから彼らは逃げに徹した。

　イビスゲイルが王城に飛んでいき、赤い尾おで塔の数々を崩壊させているとき、今ならば入り口から逃げられるんじゃないか？　と口にした者がいた。竜があそこにいるなら、入り口はがら空きだ。

　その言葉を聞いた者たちは全員走り出した。止める者もいたが、集団で走り出すと止まらなかった。

　イビスゲイルは、ギスタークに「ここから逃げ出そうとする者全てを殺せ」と命じられている。三眼王ウルガ・マギアの後継者でなければ、この「王の友人」である竜に命令などすることはできない。だが、偽ぎ王おうギスタークはなんらかの手段でもってこの竜に命令をした。

　その命令は、イビスゲイルの中で全ての行動に優先するものになっていた。

　だから、逃げようとした者たちは、そうと気づいたイビスゲイルによって、灼かれることになった。灼熱の炎ほのおが地面を走っていく。階段を、通りを、炎が埋める。水路に水が走っていくように。

　逃とう亡ぼう者たちは一人たりとも逃げることはできなかった。外を目指したまま消し炭となり、そのまま砕け散った。

　イビスゲイルはその巨大な身体を震わせる。空を飛んでいたと思ったら次の瞬しゆん間かん地面に下りてきて、まるで痛みに耐たえているかのように吠ほえたかと思うと道路に転がった。もちろん道はかれの身体を支えるようにはできていない。そしてその身体は道の横よこ幅はばよりも大きい。石いし畳だたみは崩壊し、周りの家々は崩れ落ちていく。まるで玩具の町のようだ。一匹ぴきの竜の力に抗するべくもなく、滅ぼうとしている。




「逃げろ、逃げろ、逃げろぉぉおおっ！　一人でも良いから逃げろ！」

　叫んでいるのはカダムス・ボーリィだ。囚人たちのリーダーだが、今では混乱のあまり彼の声を聞いている者はほとんどいない。メインの通りから離れ、階段を下りていく途中だ。

　泣きながら座すわり込み、耳を塞いでいる男がいる。

　だが、どれだけ耳を塞ごうとも、狂った竜の声を防ぐことはできない。カダムスは座り込む友人の腕を引いた。一歩でもあの悪夢から遠ざからなければならない。だが、もう動けないと友人は言う。他の者たちも同じだ。逃げられない。心が死んでしまったかのように、生きようとするカダムスの提案に背を向ける。

「……地下へ！　地下へ行けぇっ！」

　叫びながら、カダムスは、暗闇の中で灯あかりを見つけたような顔をした。

　炎が照らし出した女の顔は、シスター・マチルダだった。彼女は刀身の赤い剣を持っており、いつものように取り澄ました聖職者顔をしていない。まるで、戦士のような顔つきをしている。

　白いシスター服は汚れ、血もついている。

「シスター・マチルダ……大丈夫か、あんたは。怪我してるのか？」

　カダムスは、マチルダの腕を引く。

　シスター・マチルダは移動石の力で、城から教会まで戻ってきたのだった。教会は崩壊の最中だった。慌てて脱出し、そして出口に向かっているうちにカダムスたちのところまでたどり着いたのだった。

「あ……ああ、あ、カダムスさん！　あいつが！　俺たちに！　気づいちまったよお！」

　男が腰こしを抜かしながら叫んだ。その大きな声こそが悪魔を呼び込んだのではないかとカダムスには思えた。

　イビスゲイルが、その黄金の目がこちらを見ている。

　あの巨きよ体たいをこちらに向けられただけで戦意が萎えていく。あいつはこちらに来て、そして自分たちを食おうとしている……。

　凍こおりついたマチルダの身体を溶かしたのは、カダムスの威勢の良い声だった。

「早く、シスター！　地下へ逃げるんだ！　お前ら怪我人を優先で、逃がせ！　動ける奴やつは、俺についてこい！　かかれぇーーっ！」

　見れば、カダムスが男たちを引きつけている。彼らは剣や槍、弓などを持っている。中には石を抱かかえている者もいる。だが彼らの装備、能力、どれをとってもイビスゲイルにたてつくことができるようなものではない。

　マチルダは、イビスゲイルの目を見た途と端たん動けなくなった。「狂乱のイビスゲイル」と呼ばれるくらい、この竜は狂っていた。だが、ここまでではなかった。これほどまでにどうしようもない絶望として人間の前に立ちはだかる化け物など、知らなかった。




　なぜこんなことになった？

　あの少年が来てからだ。あの少年こそは、災さい厄やくそのもの……魔女よりも呪のろわしい……。




　カダムスの大声に合わせ、イビスゲイルに向かって石が投げられた。

　それは勇気ではなく蛮勇、狂きよう気きの沙汰と言っていい行為だった。人間がこぶし大の石をぶつけたところで、イビスゲイルにとっては羽に撫でられた程度の痛痒も感じない。無む駄だでしかない。

　何をしているのだ？　マチルダは彼らの行為に眉まゆをひそめた。

　自分を助けるために？　……愚かしい、自分は彼らの味方ではなかった。はじめから、敵だった。何人も殺した。この手で。獣に食い殺させ。シスターを信じる者たちを、殺した。はじめから誰のことも信じていなかったしどうでも良かった。

「行けええええええええっ！」

　死ぬ。

　だれも、かれも、死んでしまう。

「あ、あああ……ああああ……っ！」

　マチルダは痛みを感じた胸を押おさえた。違う、これは痛みではない。ただ、とても苦しいだけだ。

「逃げろ、シスター！　俺たちの死を、無駄にしないでくれ！」

「あ、ああああ！」

　足が、勝手に動いた。竜に背を向けることを怖くは思わなかった。その背中を焼かれ死ぬのならば、その方が良いと思えた。

　マチルダは走った。不愉快な場所から、逃げようとした。

　その背中に向けて炎が吐き出だされた。マチルダは悲鳴を上げる余よ裕ゆうもなく背中から焼かれ、服が、髪が、皮ひ膚ふが焦げる臭においがした。

　それでも足を止めなかった。







　運良くカダムスが連れている囚人たちはほとんどが炎から逃れることができた。

　イビスゲイルは、目の前に虫が増えたのをどう解釈すべきか悩んでいるようだった。食らうべきか、ただ殺すべきか。

　戦うことは面白おもしろい。だが殺すことはもっと、良い。

　黄金の目が嗤う。そしてイビスゲイルは息を吸い込んだ。一いつ瞬しゆん、周囲にいた人間たちが息苦しくなるほど深く大量にイビスゲイルは空気を飲み込んだ。

　そして体勢を低く、低くする。ニンゲンたちの顔がよく見える。そこにあるのは恐きよう怖ふだ。どの顔にも、恐怖。恐怖。恐怖。死に惑うニンゲンたちの狂乱。

　虫。虫。皮膚の下に赤い水の流れる虫けらども。

　殺してやる。

　愉悦に、黄金の目を細くしながら、イビスゲイルは炎を吹き出そうとする。




　それを止めたのは、かれの目の前にいきなり現れた少女だった。




　あまりに非現実的な光景に、人間たちばかりでなく、竜もまた一瞬動きを止めた。

　ニンゲンのくせに宙に浮かんでいる。その髪はまるで月の光をかためたよう、その目はこの世ならぬ幻想を閉じ込めたよう。そして、その視線の傲慢さ。まるで、竜を対等の生き物と思っているかのような。




「魔ま女じよ……」

　口にしたのは、誰だったか。




『久しいな、イビスゲイル。我わが身は転生したが、そなたなら我が魔力に覚えがあろう？』

　リーチェが口にしたのは、人の言葉ではなかった。イビスゲイルは身を灼かれるような衝動、狂気にかられながら、その言葉は無視することができなかった。古代、人と竜がやりとりをした、失われた言語だ。

『正気を失ったか。苦しかろう？　身体の中で血と共に猛毒が流れ、暴れているような感覚だろう。……そなたは三眼王ウルガ・マギアの支配下にある存在。偽の王紋の支配下に置かれようとすれば、狂うのも必然だ』

『偽……？』

『ああ。今から真の王がここにやって来る。イビスゲイル、認めるも認めぬもそなたの自由だが……我々の愛した初代三眼王エルクにまた会えるのだ』

『………………』




　狂乱する竜にそれ以上言葉は通じなかった。次の瞬間イビスゲイルは空中のリーチェに向けて炎を吐はこうとした。それより先にリーチェは構えていた。その唇くちびるが歌のような言葉を紡ぐと、その両手を中心とした光る魔ま法ほう陣じんが現れた。

　可視化された魔マ力ナが静かに荒れ狂う。

「衝撃の風よエンチエツタ」

　そして魔女が踊るようにその両手を動かすと、衝撃が生まれた。巨きよ大だいな手に思い切り殴られたように、イビスゲイルの身体が後ろに反り返った。魔女の優しく撫でるような動きに対し、反応はあまりに激烈だった。イビスゲイルは上に向けて炎を吐き出すことになった。

　空が真っ赤に染まる。

　人間たちは炎えん熱ねつに耐えなければならなかったが、焼け死ぬようなことはなかった。その炎が魔女に向かって吐かれていれば、炎熱は地を這いそこに居る者たちをすべて黒炭に変えただろうが。

　そしてイビスゲイルは魔女の力の影響から外れると、首を振ふった。がちり、と牙きばが鳴る。

　その目に狂気が光る。苦痛、苦悶、何故なぜこんな痛みを受けなければならないのか、ニンゲンの骸が千積み上がっても満足などできない。このヴェントーリアを滅ぼし、解き放たれた後はもっともっと殺し殺し殺し続けて世界を赤い海に変えてしまわなければ満足できはしない。

　宙に浮かんでいた魔女がゆっくりと地面に下りる。そして男たちの間を抜けてやってくる者を迎むかえるべく、そちらを見た。

　やって来たのは少年だった。見覚えなどはない。イビスゲイルが知っている、よく知っている唯ゆい一いつ絶対の男とは、似ているところはあまりなかった。

　しかし、なにかがとてもよく似ていた。

　それは、何か？　イビスゲイルの中に激しい衝動がわき起こった。それはそれまでの殺戮への欲求を刹せつ那な洗い流すほど強い衝動だった。イビスゲイルは震ふるえる。精神は狂気に、身体は悪寒に震える。ここにいる人間を全て殺し尽くしその血を浴びなければこの苦痛を慰める事はできない。

『………………、…………』

　昔、約束をした。

　イビスゲイルはもうその言葉を思い出す事ができない。

　次の瞬間、そんな衝動など振り払うべくイビスゲイルは全身を震わせた。

　今度こそ何もかもを殺す。殺し尽くす。狂乱の雄叫びをきいて、人間たちはへたへたと座り込んだ。竜の叫びを受けて逃にげ出すことができる者など、いない。




「生きのびたか」

　フェルナンドは、すぐそばに下りてきたリーチェを見つめ、そんなことを呟つぶやいた。

「……よく覚えておくのだな、魔女は不滅だ」

　リーチェは軽口を叩き、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。その目は、ここに来た瞬間から一人だけしか見ていない。




「ヨアキム、大丈夫なの……？」

　ラウナシカが不安げに問う。ヨアキムは肩かたをすくめただけで返事をしなかった。二人の後ろについてくるのは、二人の少女だ。

「ほんとに、もう、あの竜でっかすぎて生きてる心地ここちしないです。この人が魔ま法ほうに失敗したら私たちどうなるんですか。今からでも遅くありません、プリムローズ様、全力で逃げましょう」

「エリィ、一人でお逃げなさい」

　主人の物言いに従者は真剣にショックを受けていた。

　プリムローズは真剣な顔をしているヨアキムの後ろにいた。

　絶対に大丈夫、などとは言えない。だがリーチェは、

「大丈夫」

　と言った。




　イビスゲイルは再び炎を吐き出そうとした。だが、リーチェの操る魔法によって、身体の動きを制御される。がちり、と全身を固められたように硬こう直ちよくする。だがイビスゲイルは竜りゆうの中でも高位の存在である。魔女の術とはいえ、そう何度も動けなくすることはできなかった。

　バシィッと音がして、イビスゲイルは魔女の拘束を解いた。

　怒りに燃える目で、人間たちを睥睨する。

　実のところ、人間たちは崖っぷちに追いつめられていた。このままではイビスゲイルは確実にこの都市を崩壊させ、人間たちを殺し尽つくす。そして違う町に行き、殺戮と破壊を繰くり返かえし、やがてはこの国に回復できないほどのダメージを与あたえるだろう。

　魔女は、イビスゲイルを殺すほどの魔力を持っていない。この世にイビスゲイルほど高位の竜を倒たおす魔法は存在しないのだ。人間の魔法は、水すい滴てきで鉄の板に穴を空けようとするようなものだ。

　人間は竜には敵かなわない。その常識を初めて覆したのは、初代三眼王ウルガ・マギアだった。彼は神に選ばれた人間であると言われた。




　ヨアキムは、両の拳を握にぎりしめた。手て袋ぶくろをしていない、むき出しのその両拳には複雑な紋もん様ようが浮かんでいる。ぐぅっと力を込めるごとに、魔ま力りよくが高まっていく。自分の中に魔力があるという感覚は初めてだった。

　ヨアキムはまだ自覚していないが、王紋は周辺にある魔力を全て身体のうちに吸収していた。その場所に宿る力、空中にただよう微細な力、人間たちの力、獣けものたちの力を強制的に奪うばい去る。三眼王ウルガ・マギアに対たい峙じするものは、力を奪われながらかれと戦わなければならない。

　だがヨアキムはまだ自分の魔力を使うことができない。




　ヨアキムの眉み間けんに浮かぶ目の形に似た紋様は、記憶と知識を伝えるものだ。初代三眼王ウルガ・マギア、その前の連綿と続く男たちの歴史を。

　だから初代三眼王ウルガ・マギアがなにを思い、なにを考えて王座に就いたのかがおぼろげに分かる。本当は王座になどつきたくはなかった。本当に愛した少女とともに、どこにでもある普通の生を、生きたかった。だがそれは許されなかった。

　イビスゲイルが初代の友になったときの記憶もある。

「信じられるか……こいつ、こんなでっかい身体をして、まだガキなんだぜ！」

と初代が叫んだとき、彼の盟友たちは呆れたような顔をしていた。イビスゲイルは初代三眼王ウルガ・マギアの支配下にあったが、それ以前に友達だった。何度も彼を救った。

　いま、この場において狂ったイビスゲイルを前にすることが、とても苦しく思える。本当ならば狂った原因を取り除き、かつてのように友としてそばにいて欲ほしい。初代が望んだようにヨアキムもまたそれを望まずにはいられない。

　だがそこまでの力は、まだヨアキムには無いのも事実だった。リーチェも、本当は助けて欲しいと言いたいだろうに、そうは言わない。




　ヨアキムの目に、幻想が見える。知らないはずの男がそばに立ち、

「本当に、いいのか？」

　と問う。

　その男の眉間にも、ヨアキムと同じく、まるで眼めのように見える紋様が浮かんでいる。

「今ならば逃げればいい。だが、一度でもその力を使えば、もうお前は逃げられない」

　運命の扉とびらが開くのは一度だけだ。

　そのときを選ぶことは出来ない。

　選択することが出来るのは一度だけ。後回しは不可能。

「使えば、運命に巻き込まれる。その紋様は、運命を食らう蛇へびだ。……王座が、お前を呼ぶ。たとえ拒きよ否ひしたとしても」

　逃げることはあるいは勝利かもしれない。ここで、魔法の力を放つことは、あるいは敗北かもしれない。

「俺おれは、王座なんか望んでいない」

　初代三眼王エルクの顔が、苦い笑みを浮うかべた。

「誰だれも、お前を責めはしない……」

「だけど、ここで逃げることなんかできるかよ！」

　ヨアキムは、選択した。選んだと自分では思っていたが、もしかしたら答えははじめから決まっていたのかも知れない。

　杖を構える。ヨアキムはまだ自分の中に充溢する魔力をうまく導くことができないと判断した。自分は竜紋師ではなく魔ま術じゆつ師しだ。その矜恃をもって今までやって来た。

　右手を伸のばし、詠えい唱しようする。




「同時展開エンリツチ。第二位術式ジユラメン、第二位術式ジユラメン、第二位術式ジユラメン、加えてエント、第七位術式メルト、第七位術式メルト……嵐と共に炎よ舞いパフアボス・クルエ・マウリツイオ・ヤツハーク、狂えオゾ……、生きるもの全て息絶える焦土と化せアルテイコア・ルシーア・エンデイツク・ルター」




　ここに来たときのヨアキムであれば、魔術の同時展開など不可能だった。それは頭が二つあって初めてできることだ。

　だが、ヨアキムの両手の紋様はそれを可能にする。

　イビスゲイルの周囲に彼を閉じ込める炎の檻おりが現れた。イビスゲイルはその中で荒れ狂くるった。ヨアキムの炎は、炎に完全な耐性を持つイビスゲイルの身体をいささかも焼くことはなかったが、しかしイビスゲイルは炎の檻の中から脱出することはできなかった。ヨアキムのその魔術は、イビスゲイルを動けなくするためのものだった。

　竜は猛り狂う。黄金の目がヨアキムを見る。

　ヨアキムは持っていた残りの魔石を全て空中に放ほうり投げた。その石が地面に落ちる前に、詠唱は完成する。




「結界術式オデイツセア、発現ガード……全魔石エンデイツチ、解放ルーア……時間凍結アロウト、完全石化エンルフイチア。……眠れ、イビスゲイル……！」




　魔術が発動する。「魔法によって殺されることはない」という護まもりをもつイビスゲイルだったが、その魔術に対たい抗こうすることはできなかった。

　イビスゲイルは吠えた。その声波によって家々が壊れるかと思えるほどの叫さけびだった。それはかれの、最後の一声だった。

　イビスゲイルの身体が凍りついていく。

「……ごめん、な」

　ヨアキムが両手をだらりと下げたとき、目の前にあったのは巨大な竜の彫ちよう像ぞうだった。

　イビスゲイルの狂う原因となった支配魔術を解かなければ、救うことはできなかった。今この場でできるのは、イビスゲイルの命を奪わずに眠らせることだけだった。

　国を滅ほろぼすほどの力を持つ竜は、生きてはおらず死んでもいない、時のはざまに閉じ込められた存在となった。







「ヨアキム……？」
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　おそるおそる声をかけたのは、ラウナシカだった。

「…………もう、だめだ……」

　そう言ってヨアキムは、倒れた。

「ヨアキムーっ？　し、死んじゃったんじゃないでしょうねーーっ？」

　死んでない。と答えようにも、あまりにも全身に力が入らなかった。プリムローズが駆けつけてきてヨアキムのすぐそばに座り込む。

　囚人たちが歓声を上げている。手に手を取って生きていられたことを喜んでいる。




「王を揺らすな、猫よ。王紋は、魔力ではなく生命力を消費するものだ。今は疲れ果てて口もきけない状態だろう」

「あ、あのねーっ！　言っておきますけど、ヨアキムが王だなんて私はまだ認めてないんですからね！　ヨアキム自身だってそうよ。いきなりそんなこと言われてはいそうですか、なんて認められるはずないじゃない……」

　ヨアキムは声を出すことができなかった。

「だいたいこの子には王なんて向いてないわ。不適格よ。王座より女の子の膝枕の方が良いって言うタイプなんだからね！」

「私の膝枕でいいならばいくらでも貸そう」

「はっ！　そんなのお断りよ！」

　いや待て勝手にお断りするな。ヨアキムは全力で動こうとしたが、動けない。

「ちょっと待ってください。生命力って……、ヨアキムさんは魔法を使うたびに命を削けずっているということですか？」

　プリムローズが問う。するとリーチェは、

「そうだ。王紋とはそういうものだ」

「冗じよう談だんじゃないわよっ！　断固として帰らせていただくわ。あんたたちがいくら騒さわいでも無駄よ、私とヨアキムはヴィブロス魔術学院で細々と借金を返しながら生きていくんですからね！」

「何を言っているこの馬ば鹿か猫ねこ。まあ、猫の頭で運命がどういうものか理解するのは難しいだろうな。結構。王は私が連れて行く」

　そっ、とひんやりした手が、うつぶせに倒れたまま動けないヨアキムの頬ほおに触れた。

「あなたの力はいまだ不完全。ともに初代の三盟友を探し出し、王紋を完全に解放しましょう。全ての力に目覚めたとき、あなたは最強の王になっているだろう。わたしを、あなたの奴隷として認めて欲しい、王よ」

　囁き声が聞こえて、ヨアキムは慌てて起き上がろうとした。決死の力を込めて、ようやくのことで身体を起こすことができた。

　プリムローズが助けてくれた。親切にヨアキムの手を取り、起き上がらせてくれる。にこりと微笑みながら。

「ヨアキムさん、どうか私と一緒にギスタークを倒しましょう？」

「抜け駆けするな金きん髪ぱつ！　王を返せ」

　リーチェがぐいっとヨアキムの腕うでを引く。目眩がして抵てい抗こうすることができない。

「いいえ。あなた方はもう少しヨアキムさんの意見を耳に入れるべきだと思います」

「なんですってぇ？」

　会話に火花が飛び散り出す。ヨアキムは、ぐらぐらする頭で、近くにいるフェルナンドに気がついた。できれば助けて欲しいのだが、フェルナンドは女達の戦いを前に、近づくことすらできないようだった。

「いい加減にしなさいよねーーーっ！　この子にはあんたたちなんて必要ありません、姉である私がいればいいんだからぁっ」

「猫じゃなくなってから言え、猫」

「あまりにも横暴だと思います」

　二人と一匹はだんだんと本気の喧けん嘩かを始めている。エリィがその騒ぎに飛び込むべきかどうか悩んでいるようだ。

　女たちの戦いはいつまでも続きそうだった。

　ヨアキムはだらりと脱だつ力りよくしながら、空を仰ぎ見た。

　最後に瞬く星の光を、東からのぼる太陽が消し去ろうとしている。夜は終わり、朝が来ようとしている。当たり前のように来ようとしている明日は、昨日までとはまるで違ちがう一日となりそうだった。

　いつの間にか、ヨアキムは完全に意識を手放していた。







八章　見知らぬ明日







　太陽の魔女と呼ばれた少女の姿を、夢に見た。

　それは初代がいつまでも見ていたいと望んだ、美しい幻想だった。




　そして夢は、赤い髪かみをした女が泣いている光景に変わった。女は力を失った剣を抱きながら、背中の火傷やけどの痛みに耐えている。それは正気を失うほどの苦痛だった。女は泥まみれの姿で、狂気をたたえた目をして、この世ならぬ何かを見ている。

　どうしてこんなことになってしまった。

　どうして？　どうして？

　竜は狂い、城は壊れ、都市は崩れ、人々は竜に焼かれ……。昨日までは普ふ通つうに生きていたのに。牢ろう獄ごくとはいえ、平和に過ごせていたのに。

　なにが悪かった？

　それは？

「……あいつだ」

　女は、血を吐くように呟く。

「あいつが来たから、何もかもが終わってしまった……」

　狂った竜は彼かの女じよが牢獄から出て行くのを止めることはできなかった。彼女は小動物のように潜り込んでいた地下水道から這い出た。背中の痛みが耐え難がたい。今にも気を失いそうだ。

「行かなきゃ……」

　呟く。

「早くお教えしなければ……あの少年は、あまりに危険だ……災厄の魔女よりももっと、王のためにならない……災いだ……」

　歩き出す。

「ギスターク様のもとに、行かなきゃ……」

　泥のように薄汚れた姿で、女は歩き出そうとする。何度も気を失い、絶望しながら。だが傷はあまりに深かった。

「ぎす、たーく、さま……」







　……三眼王ウルガ・マギア秘匿親衛隊「黒き聖母アニユーレ」の一員マチルダは、その日以降姿を消す。森の中で死にかけていたところを、口のきけない木こりに拾われ、長い間生死の境をさまようこととなる。彼女がギスタークのもとに至るのは、偽王ギスタークが彼かれの治世において救いがたい愚行をおかした後のこととなる。

　彼女のもたらす情報は、ギスターク側に「革命軍」が秘匿していた少年の存在を明らかにするのだが……。







「おはようございます」

　ヨアキムは目を開けた瞬間耳に飛び込んできたその声を聞いて、脳天から現実に叩たたき込まれたように感じて飛び起きた。

　そこにいたのはラウナシカでもプリムローズでもリーチェでもその他ほかでもない、禿とく頭とうの魔術師ワードホッズだった。

「学長……いててて」

　全身の骨がきしんだ。まるで一日全力疾しつ走そうし続けたかのような痛みだ。

　ここはどこだろう、と部屋の中を見回す。

「カダムスという男が宿として使っている建物ですよ。あ、私はラウナシカさんに渡していた移動石と対になる石を使ってやって来たんですよ。私を見たときラウナシカさんは実に嬉しい悲鳴を上げてくれました。移動石が壊こわれたぁって泣いていましたが」

　ラウナシカは本当にびっくりしただろうと思った。いきなりこの長身禿頭の男が現れたら、誰だって吃驚びつくり仰天する。

「移動石……いただいて売り払おうと思っていたのに」

「何か言いましたか」

「いえ」

「ちなみにラウナシカさんたちは外にいますのでご心配なく」

「学長はずっとここにいたんですか」

「はい。あなたの寝顔を見つめていたくて」

　抑揚のたっぷりついた声で言われると、実に気味が悪い。ヨアキムの絶望と苦痛に満ちた表情を見てワードホッズはウッフフと笑った。

「いえ、ね。あなたの額の紋様を見せていただきました。見事ですね。見事に初代三眼王ウルガ・マギアの似姿のままです。あなたの紋様がなにかわかりませんでしたが、それは当然でしたね。ずっと不完全な姿だったのですから」

「……あんたは薄々感づいていたんじゃないですか。だから俺とラウナシカをここに来させたんだ」

「まさか」

　ワードホッズは両目を大きく見開いた。とてもわざとらしい。

「あなたが三眼王ウルガ・マギアの血筋だと知っていたなら、こんなところに来させるわけがない。真の王を狂った竜なんぞに殺されるわけにはいきません」

　真の王、という言葉にヨアキムは眉間にしわを寄せた。

「ヨアキム。あなたこそ知っていたのではないですか？　自分の正体を」

「……あなたには話したことがあったはずです。養父に拾われる前、俺の血けつ縁えんはみんな兵に殺された。俺は自分が反逆者の一族だと思っていました。王の血を引く、なんて言われても全然意味が分からない」

　ヨアキムはワードホッズの視線を振り切るように、寝しん台だいから立ち上がった。

　手袋をつけようとしたが、見当たらない。どこかに落としたようだ。

　だが両手を隠すなら、額も隠かくさなければ意味がない。そのことに気づいてヨアキムはため息をついた。

「で、どうしますか」

　ワードホッズが尋ねてくる。ヨアキムは首を傾かしげた。

　学長が何を問うているのか考えた。まさか、今夜のメニューなはずもない。

　ヨアキムが部屋を出て行くと、ワードホッズが後に続いた。

「あなたが革命の道を行くのであれば、私も同行させていただきますよ」

「……借金まみれの貧乏学生が、王だなんて普通あり得ないですよ」

「おや、君にしては珍めずらしく謙虚な態度ですね」

「俺は王座より、女の子の膝枕の方がいいんですよ」

「おやおや。舐めちゃいけませんよ、ヨアキム。あなたがもし王座に就いたら、膝枕なんて無制限選び放題ですよ。なんなら乳枕でも尻枕でも……ハゲ枕でも」

「一つおかしなのが交じってますけど」

「ウフフフフ。それに、王であれば、借金帳消しっていう命令だって出せると思いますよ」

　ヨアキムは全力で諸手を挙げ大賛成しそうになった。慌あわてて自制する。

「あなたはまだこの国がどういう状態なのか、知りません。あなたの世界は魔術学院の中にあったのですからね。少し、世界を広げてみてはどうです。もしかしたら王にならなければならない……そういう風に思うかも知れませんよ？」

「どうでしょうね。王になるやつは、王になるべき人間に生まれついている気がする。俺はあまり自分がそういうタイプには思えませんね」

「そりゃあその年ねん齢れいで、自分は王として相応ふさわしい！　なんて言う人いませんよ普通。まあ、あなたがどういう道を選ぶかは、私には分かっていますよ。ウッフフフ」

「…………とりあえずラウナシカを人間に戻もどす。借金返済して、話はそれからだ」

「おやおや。もしかしたらそれらの問題は、王になってから解決した方が早いかも知れませんがねぇ」

　ワードホッズは外に続く扉を手で指し示した。

　ヨアキムは無言で外に続く扉を開けた。




「あ、ヨアキム！　ホラ、見てみて。すごいわよー！」

　ラウナシカの声が聞こえた。

　そこには度肝を抜ぬくような光景が広がっていた。空に、大きな飛竜が何百匹ぴきも並び、こちらに向かって飛んでくるのが見える。

　間ま違ちがいない、かれらは勇壮なるカイゼルム騎き竜りゆう兵へい団だんだ。プリムローズの兄がようやく来たのだ。まさか、魔女救出も竜退治もすべて終わっているとは想像もしていないだろう。

　リーチェ、ラウナシカを抱だいたプリムローズ、エリィが扉の外にいた。今は喧嘩をしていない。どういう同意に至ったのか、確かく認にんしたいがちょっと恐おそろしい。

　カダムス・ボーリィの呆ぼう然ぜんとした顔が見える。囚しゆう人じんたちは無事なものは全員ここに集まっているらしい。かれらは状じよう況きようがあまり飲み込めていないようだ。あたりを見回すと、背の高い木に背中を預け、こちらを見ているフェルナンドの姿がある。

　プリムローズが明るい笑え顔がおを浮かべていた。その背後では従者がしかめっ面をしているが、それは無視することにする。

「ヨアキムさん、身体の具合はもう大だい丈じよう夫ぶですか」

「ああ。大丈夫」

「良かったです……」

　純粋に心配してもらえると、なんだか感動してしまうヨアキムだった。

　プリムローズに抱かれていたラウナシカが地面に飛び降り、一瞬でヨアキムの肩まで上がってきた。

「爪つめを立てるなって」

「いいじゃない。ここ、私の定位置なんだから」

　そして、ヨアキムはゆっくりと近づいてくるリーチェを見た。頬が少し上気しており、魂たましいだけのときよりも元気が良さそうに見えた。

「もう、ひざまづいたりはしないでくれよ？」

　ヨアキムの言葉に目で笑い、リーチェは頷うなずいた。

「封ふうじられていたことに、少し感謝してもいいような気がしている」

「うん……？」

　リーチェは肩をすくめ、嬉しそうに笑った。

「本来であれば、私はあなたよりも十歳年上で出会っていたかもしれない」

　ヨアキムは十年後のリーチェの姿を想像した。身体の曲線が今よりもっと丸みを帯びた、年上の女性……それはそれで悪くない、と考えた瞬しゆん間かんラウナシカが首筋に爪を立ててきた。

「痛いだろ！」

「フギャー」

　リーチェはそんな騒ぎは意に介さず、言葉を続けた。

「どうか、私がそばにいることを、許して欲しい。あなたの王紋の封ふう印いんを解くために、全力を尽くそう」

「……なんだか今のままでも良いような気がするんだが。魔術の効果が馬ば鹿かみたいに上がってるし」

「王紋を不完全なまま放置しておくと、命が危ないかもしれない」

「それ、本当かっ？」

　リーチェは謎めいた笑えみを浮かべている。

「全ては運命のままに。初代は、太陽の魔女と出会うことで王の道をたどった。……あなたも、私と会うことで何かが変わったかもしれない」

　紫むらさき色いろをした瞳ひとみに映る、自分の姿をヨアキムは見た。

　そこにいるのは本当の自分だろうか。一瞬頭がぼうっとして、ヨアキムは慌てて頭を振った。

「さあ、覚かく悟ごはできたか？　三眼王ウルガ・マギア」

　できるか！　と彼が叫んだとは、歴史書は語っていない。

















　イスタ歴八百五十六年、牢獄都市ヴェントーリアにて争乱が起きる。

　三眼王ギスタークが事態を知ったとき、原因となった少年は姿を消していた。

　その後、偽の王と真の王があいまみえたとき、真の王のそばには魔女、剣姫、鬼竜公、青狼公、双華の魔導師、黄金令嬢……多くの仲間がいた。








あとがき







　こんにちは。前作から読んで下さっている方には、お久しぶりです。花房牧生です。

　前作が出てから二年以上たってしまっているので、もはや「新人です～」と言っても信じてもらえるんじゃないだろうかと。むしろ心はいつでも新人なんじゃないかと。

　そんなピュア（？）な気持ちでお届けします、『紅炎のクロスマギア』であります。

　一作目がかな文字のみタイトル、二作目がカタカナタイトルだったので、今回はどうしようかなと思っていたらこうなりました。内容はいつもどおり魔法に魔女に竜に、と好みのテイストをてんこ盛りしております。

　ひたすら竜が好きなのですよね。最近モンスターをハントするゲームに手を出してみましたが「こんな巨大でかっこいい竜を倒すなんてもったいないっ！」と思いましたね。すぐに「あれ？　これ私の実力じゃ倒せなくね？」ということに気づきましたが（ハンター人生終了……いえ細々と続いております）。




　ちょっと前に引っ越しをしました。人生二回目の引っ越しです。埼玉から東京に越したんですが、関西から来たときより大変だった……。

　荷物の中に混じっている自分が過去に書いた小説の山が意外なまでの重量でして。大学ノート大量、ルーズリーフ大量、ワープロで印刷した小説（そのワープロはもうないのでデータが存在しない……）大量。読み返したら骨から震ふるえが来るような恐ろしい代物なのですが、捨てることができないままきてしまいました。奥の地層を探れば大変なものがでてくる山です。あとそれらを見ていると記憶が揺り動かされて、とんだ黒歴史を思い出してしまいます。

　小学校の頃から延々と小説やら漫画やらを書いていた私でしたが、中学で同じ趣味を持った友人と出会い、リレー小説を書くことになりました。当時読んでいたものの影響を受けまくりながら、イラストを入れたり気ままに書いていましたね。

　そして、友人と私はあることに気づきました。

「この小説を自分たちで演じてカセットテープに録とれば楽しいんじゃ？」

と。

　その話に出てきた天然系風の魔法使い（二重人格）と語り部である老ろう婆ばを私が。おかまの美形魔法使いと最強剣士（女）を友人が。カセットテープは、

「これ録音してあるやつだけど、上書きしちゃえ！」

と私が持ってきたものに。ラジカセを二台使ってＢＧＭまで入れたような気がします。

　結構熱演していたような気がします。

「それは伝説じゃった……」

とか、

「私のこと、連れて行ってくださーい！」

「わあ、ドラゴンだ！」

「（呪文詠唱）！」

とか二人で交互に台詞を入れましたね……。細やかに思い出すとはげそうになります。

　録音したテープをきいて、私たちは満足しました。

　その後、そんなことをしたということをスッキリ完かん璧ぺきに忘れていた私は、美術の先生に、

「○○の曲が聴きたいなあ」

と言われ、あ、それ持ってますよー。貸しますね、と軽く引き受けてその曲の入っているはずのカセットテープを渡したのです。

　すっかり忘れていたんです、そのテープは上書きして自分たちのへっぽこ演技が録音されているって。

　運のいいことに、私はずっとそのことを忘れたままでした。

「このテープ……なぜか聴くことができなかったわ」

と先生に言われたとき、

「あれ？　なんでですかね。呪いでもかかってましたかね、あはは」

と返したくらいには記憶から抹まつ消しようしていました。

　思い出したのは学校を卒業したあと。あのときの先生の言葉は、優しさ以外のなにものでもなかったことに気づき、慌あわてて涙ながらに校門をくぐり美術室に駆けつけ……ることはしませんでしたが、布団をかぶってふて寝するくらいは衝しよう撃げきでしたね。

　あれを聴かれた……あれを……。

　あまりにアレだったので、友人に「ごめん☆」と謝ることもできずにいます。この場を借りてごめんなさい友人そして先生。

　そして問題のカセットテープは、たぶん処分しました。もうこの世のどこにもないはずです！　でもすぐそばにあったら、恐ろしいけど聴いてしまうかもしれません。カセットテープを聴くためにラジカセを入手してまでも。

　……よく考えたら今の若い人は「カセットテープってなんだろう？」と思われるかもしれないということに気づきました。そ、そういう録音媒体があったんですよ～。今もありますけど。電気屋さんで売っているの見かけますね。

　まあそれはともかく、引っ越しで出てくるのはそういう危険な代物ばかりです。掘り返すと不整脈を起こしそうな宝の山です。

　まあ、そんな感じでいまの家の中に黒歴史ボックスを封印いたしました。ちなみに小学校時代のものは全て捨ててしまっていて、中学以降のものが残っています。あまりに昔のものは、自分の字で書いてあっても記憶に全く残っていないので、人が書いたもののように読むことができます。自分の忘却力が恐ろしい。

　今思うと、紙とペンで執筆するというのはかなり良かったなあと思います。パソコンより集中できたかもしれません。しかしペンで書くというのがかなりの肉体労働だなあと思います。今も続けていたら確実に腱けん鞘しよう炎えんかと。今の貧弱な腕力だと数ページ書くのも大変だろうな。

　しかし、当時のむちゃくちゃだけどむやみやたらなパワーだけは、見習おうかと思ったり思わなかったり思わなかったりします。

　うん。でもどれだけ盛り上がってもセルフプロデュース出演オール自分＋友人のＣＤドラマはもう録らないよ！　パッケージ絵を自分で描いたりしない！（あの頃は色鉛筆で塗っていました……）




　さて、そろそろ馬鹿話も尽きてまいりました。

　担当さんにはいつもご迷惑をおかけしております。年々かぶる猫もシースルー仕様になってきて、今では堂々と迷惑をかけている次第です。反省の色もそろそろ七色レインボー仕様に。すみません。今回はどんな帯をつけていただけるのか、とても楽しみです！

　イラストの植田亮さん。今回もイメージ脳に直撃するイラストをありがとうございます。いただいたデータを糧かてにウヘヘウヘヘウホホとなりながら執筆いたします。




　読んでくださった方々には最大級の感謝を。

　ではでは、願わくばまた次の話でお会いしましょう。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




花房牧生先生／植田 亮先生
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